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日本地質学会第116年学術大会プログラム

期　日　2009年9月4日（金）～9月6日（日）

会　場　岡山理科大学 ほか

会場への交通機関のご案内
○　一般発表，シンポジウム，特別講演会，
表彰式・記念講演会，関連普及行事・
生徒「地学研究」発表会：岡山理科大

学25号館（岡山市北区理大町１-１）

○　地質情報展2009おかやま－ワクワ
ク・発見・瀬戸の大地－ほか：岡山市

デジタルミュージアム　４階（岡山市

北区駅元町15-1）

○　市民講演会「大地から考える地球環境
―地質と生物・農業の深い関係―」：
さん太ホール（岡山市北区柳町2-1-1）

岡山理科大学への行き方は以下の通りです.

＜徒歩の場合＞

JR津山線法界院駅から徒歩約25分．

※４日（金）のみ，法界院駅８：10着（岡山駅８：06発）の方のためにバスを運行します（一度に乗れない場合には複数回
往復します）．

＜岡電バス利用の場合＞

岡山駅西口バス乗場から岡山大学経由岡山理科大学正門行（約20分，190円）．

※４日（金）７：55～８：45は５分間隔でバスが出発しますが，附属高校の通学時間（７：55～８：20）と重なり混雑が予
想されます．そこで，４日（金）のみ，８：00発の学会専用直通バスを運行します（講演者優先，200円，会場までの直行
便です）．なお岡電バス定期路線ではJR西日本のICOCA，PiTaPa，Harecaが使用できます（SUICA,TOICAには対応し
ていません）．

＜乗用車利用の場合＞

岡山ICから約10分：大学付近の教職員用駐車場を無料解放しますのでご利用下さい．利用時間は８：00～20：00です．20：00

以降はレバーが降りて出ることができません．翌日の利用時間帯に出すことができます．
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日本地質学会第116年学会各賞表彰式・記念講演

9月4日（金）14：30～17：45 会場：岡山理科大学25号館8階ホール

プログラム

14：30-15：30 新名誉会員，50年会員顕彰式，各賞授与式

15：30-15：50 日本地質学会小澤儀明賞受賞スピーチ

小宮　剛氏「いろいろやってみる－地球生命環境史の総合解読－」

須藤　斎氏「忘れられていた珪藻化石－キートケロス属休眠胞子化石－」

15：50-16：00 日本地質学会柵山雅則賞受賞スピーチ　水上知行氏「小さな石」

16：00-16：35 日本地質学会国際賞受賞記念講演　太田昌秀氏「私の北極・南極」

16：35-17：45 日本地質学会賞受賞記念講演　鳥海光弘氏「レオロジーと岩石学，そして地球内部ダイナミックス」

石渡　明氏「オフィオライトと東北アジアの地質学的研究」

懇　親　会

9月4日（金）18：00～19：30 会場　岡山理科大学20号館1階食堂

原則として予約制です．予約はFAXによるお申し込みを８月10日，オンラインによるお申込みを８月17日に締め切

ります．会場受付で確認し，当日参加の申込みをしてください．その場合の会費は，正会員・非会員（一般）6,000円，

名誉会員・院生割引会費適用正会員・学生会員（会員の家族および非会員院生・学生含）は3,000円です．

当日の受付について

事前参加登録につきましては，FAXによるお申し込みを８月10日，オンラインによるお申込みを８月17日に締め切
ります．各締切日までの多数のご登録をお待ちしております．事前登録者には，締切後，（株）日本旅行よりお支払い
の確認が取れている方へ参加証（名札）と予約確認書（兼引換券）をお送り致します．大会開催１週間前には参加者
の皆様のお手元に届くようお送り致します．お支払いの確認が取れていない方へはご送付できませんので，皆様の入
金期日厳守を何卒宜しくお願いいたします．当日は，受付を行いますので，忘れずにご持参ください．

＊事前参加登録者：『予約確認書（兼引換券）』をご持参の方
事前登録者用受付にて，『予約確認書（兼引換券）』に記載されている項目ごとに受付して下さい．
受付にてネームカードホルダーをお渡ししますので『参加証（名札）』を入れ，大会期間中は身に付けてください
１．参加登録（全員）→ネームカードホルダーの配布．要旨付きの場合は，要旨の配布
２．講演要旨追加購入（予約購入者のみ）→要旨の配布
３．見学旅行（参加者のみ）→名簿確認と参加最終確認
４．見学旅行案内書（予約購入者のみ）→案内書の配布
５．懇親会（参加者のみ）→名簿確認

＊事前登録をしていない方
１．当日参加者として参加登録をする．備え付けの『参加登録票』に必要事項を記入し当日用受付へ．
２．当日参加登録費（講演要旨集付きです．要旨集が不要の場合でも割引はありません）

正会員：9,500円
院生割引会費適用正会員：6,500円
名誉会員・50年会員・学生会員・非会員学部学生：500円（講演要旨は付きません）
非会員（一般・院生）：15,000円

３．講演要旨当日販売
会　員：4,000円
非会員：5,500円

４．見学旅行案内書当日販売（ただし，残部がある場合に限る）
正会員・非会員（一般）：2,800円

５．懇親会の当日参加費（ただし，人数に余裕がある場合に限る）
正会員・非会員（一般）：6,000円
名誉会員・院生および学生会員（家族および非会員院生・学生含）：3,000円
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見学旅行・案内書について

参加および案内書事前予約申込みはFAXによるお申し込

みを８月10日，オンラインによるお申込みを８月17日に締め

切ります．大会ホームページに参加者への連絡などを随時掲

載しています．＜http://www.geosociety.jp＞

見学旅行案内書は，CD-R版を115巻12号（2009年12月号）

に添付して会員に配布する予定です．また，地質学雑誌の一

部となっていますので，発行から３ヶ月目にはJ-STAGE

＜http://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja＞にて公開を

いたします．さらに，冊子も並行して発行し，１部2,800円

で販売いたします．事前予約は８月17日締め切りですが，残

部がある場合に限り，学会会期中に受付で販売いたします．

企業等団体展示／書籍展示販売

企業・団体・研究機関などによる展示を行います．会場は，
岡山理科大学25号館１F室を予定しています．６月30日現在，
株式会社アイ・エヌ・エー，独立行政法人海洋研究開発機構
高知コア研究所，林原自然科学博物館，株式会社蒜山地質年
代学研究所，メイジテクノ株式会社，株式会社ワイビーエム，
から申し込みがありました．

岡山理科大学25号館７F総合受付横では書籍・物品の展示
販売コーナーを設けます．６月30日現在，
株式会社古今書院，財団法人　東京大学出版会からお申込み
がありました．
※申込期限延長，追加募集等がある場合もありますので，

随時大会ホームページをご覧ください．

大会期間中のお食事について

岡山理科大学周辺には飲食店等はありません．お弁当予約
販売もしくは学内施設等をご利用下さい．

◯お弁当予約販売：１個800円，お茶付き
申込締切　オンライン：８月17日（月）18：00，

FAX（郵送）：８月10日（月）必着

◯大学食堂（20号館）：９月４日
（金），５日（土）営業しています．

◯コンビニエンスストア（22号館１
階：会場から徒歩３分）：毎日営
業しています．

就職支援プログラム

本プログラムは，学会に参加される学生・院生および大学
教官の会員，ならびに岡山理科大学・岡山大学の学生・院
生・関係者らを対象に，本会賛助会員をはじめとする関連会
社との相互の情報交換を行う場を提供しようというもので
す．ぜひご参加いただきますようご案内をいたします．
日程：９月５日（土）14：00-17：00
場所：岡山理科大学25号館１F
主催：日本地質学会
内容：主催者等　挨拶・紹介，参加各社による数分のプレゼ

ンテーション，参加各社の個別説明会
対象：岡山大会に参加する学生・院生および大学教官等の会

員・岡山理科大学・岡山大学の学生・院生および教官
等

参加費：無料
問い合わせ先：向山　栄（担当理事）/橋辺菊恵（事務局）
電話　03-5823-1150 FAX：03-5823-1156
e-mail：main@geosociety.jp

新企画！見学旅行コース紹介

日時：９月６日（日）14：00～16：30
会場：講演会場44（25号館４F）

９月７日からの岡山大会見学旅行各
コースのダイジェストを案内者にご紹介
頂きます．見学旅行に参加される方は事
前の予習として，また参加されない方も，
このダイジェストで全コースの巡検気分
を味わってみてはいかがでしょうか．是非ご参集ください．
なお，会期中，年会会場内に各コース紹介のポスターも掲示
する予定です．こちらもあわせてご注目下さい．

難問に挑戦！　学会ポスター
岩石名・地層名当てクイズ

大会ポスター（本誌裏表紙参照）桃太郎の衣服などは地層
や岩石写真をパッチ状に貼り付けたものです．以下のクイズ
に挑戦した方の正解者には大会ポスターを贈呈します．

問題）以下に記した衣服部分などの地層名・岩石名を当てて
下さい．

・足：
・すね：
・袴：
・刀の柄：
・吉備団子の入れ物（袋）：

方法）
１ 会場入口の受付デスクに準備した解答用紙に記入する．
２ 記入した解答用紙を受付デスクのクイズ担当者に提出す

る（５日と６日のランチタイム）
３　１つ以上正解した方にポスターを贈呈

プレス発表を希望される方へ

岡山大会での講演や行事について，８月下旬にプレス発表
を行う予定です．

昨年の秋田大会でも多数のメディアに取り上げられ，会員
の皆様の研究成果が多いに注目されました．岡山大会で発表
される予定の案件で，学会からのプレス発表をご希望の方は，
８月10日（月）までに学会事務局にご連絡下さい．全ての案
件をプレス発表することはできませんが，社会への情報発信
として特筆すべき成果は積極的に公表して行きたいと考えて
おります．会員の皆様におかれましては，プレスリリース解
禁日をお守りいただき，公平かつ効果的な情報発信にご協力
下さい．
登録締切：８月10日（月）
プレス発表（投げ込み）：８月21日（金）
現地説明会（解禁日）：８月28日（金）（予定）
連絡先：＜journal@geosociety.jp＞

（情報特任理事　倉本真一）
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発　表　者　へ

一般講演の発表者は招待講演，一部のシンポジウムを除いて本

学会の会員に限ります（共同発表の場合は筆頭者に適用）．また，

やむを得ない事情により，あらかじめ連記された共同発表者内で

筆頭者の変更を希望する場合は，必ず事前に行事委員会（会期前

は学会本部へ，会期中は学会本部事務局へ）に連絡して下さい．

この場合も，シンポジウム以外の場合は「会員に限り１人１題」

の発表制限は守るものとします．代理人による代読，発表会場内

での突然の発表者変更，発表順序の変更は一切認めませんのでご

注意下さい．とくに口頭発表者の方には発表時間の厳守をお願い

いたします．発表に際しては座長の指示に従い，会場の運営がス

ムーズに行われるようご協力下さい．

●口頭発表

・１題15分（討論時間を含む）ただし，シンポジウムは除く

・口頭発表会場には液晶プロジェクターとWindowsパソコン

（OS: Windows XP およびVista対応, Microsoft Office

PowerPoint 2003-2007 対応）を用意します．なお，35mmスラ

イドプロジェクターの使用はできません．

【講演ファイルをUSBメディアでご持参の方】

口頭発表で使用するファイルのインストールは，PCセンター

（試写室）【25号館５階】にて事前に作業を行ってください．イン

ストールは各セッション・各シンポジウム開始30分前までに25号

館５階PCセンター（試写室）で受け付けます．なお，大会初日

９月４日午前に発表される方についても，～８：30までPCセン

ターにて受けます．混雑が予想されますので講演直前にならない

よう，十分な時間的余裕を持って確実に行ってください（午前中

のセッションであれば前日に，午後のセッションであれば午前中

にインストールを完了してください）．ファイルは，PCセンター

において正常に作動することを事前に確認してください．特に，

会場に設置するものと異なるバージョンで作成されたパワーポイ

ントファイルは，レイアウトが崩れる事例が報告されていますの

でご注意願います．なお，ファイル名には，発表番号と筆頭演者

ご氏名をご使用ください．（例：S-1岡山太郎，O-12吉備次郎）

【ご自分のパソコンを使用して講演をされる方】

本年は会場の液晶プロジェクターにパソコンの切り替え器（ケ

ーブル形状はD-SUB15ピン）を用意します．Macパソコンをお使

いになる方，ソフトの互換性からレイアウトが崩れる可能性のあ

る方，パワーポイント以外のプレゼンテーションソフトをご利用

の方はご自分でパソコンをご用意ください．各会場のプロジェク

ターの解像度設定はXGA（1024×768）です．講演前にご自身で

の出力調整を済ませて接続してください．Macパソコンをお使い

になる方は，必ずD-SUB15ピンへのアダプターを持参してくだ

さい．パソコンの接続については，発表者自身が責任を持って実

施して下さい．切り替えは会場スタッフにて行います．

●ポスターセッション

・掲示する際のチェスピンは準備いたします．粘着テープのご利

用はできませんので，ご了承ください．

・展示時間は，９：00－17：00です．展示準備は早めにお願いし

ます．撤収は，18：00までにお願いします．

・コアタイムは，４日（金）が12：30－13：30，５日（土）と６

日（日）が13：00－14：00です．この時間は必ずポスターに立

ち会い，その他の時間は各自の都合によって随時行って下さい．

・ボード面積は90cm×210cm（ヨコ×タテ）です．

・発表番号・発表題名・発表者名をポスタータイトルとして，必

ず明記して下さい．

・コンピューターやビデオを使用される場合，機器の準備は各自

で行ってください．電源は確保できませんので，予備バッテリ

ーをご準備下さい．

・ポスター発表に対し，別記の要領にて優秀ポスター賞が授与さ

れます．奮ってご準備下さい．

“緊急展示”の申し込みについて

学会活動の一端を広く社会に紹介するとともに，ホットな
テーマについて議論する場を提供するために，災害報告や社
会的に影響のある新技術紹介などの「緊急展示コーナー」を
設けます．ポスター展示を希望する方は，８月21日（金）ま
でに以下の内容で下記にご連絡ください．
１）発表要旨PDF（ニュース誌４月号参照） ２）緊急展
示の必要性　３）発表代表者と連絡先　４）希望枚数（１
枚：幅90×210cm） ５）展示に関わる要望（２～５の様式
は自由）

実行委員会は行事委員会と協議し，可否の判断を致します．
希望にはできるだけ応えるようにしますが，展示方法等につ
いては実行委員会の指示に従ってください．

申込先　main@geosociety.jp
担　当　鈴木茂之（岡山大会実行委員会）・上野将司（行事

委員会）

優秀ポスター賞について

学会講演での優秀ポスターに対して賞を授与いたします．
この賞は学会で発表される全ポスター発表の中から，選考委
員会の審査に基づき，日本地質学会長から大会開催中に授与
されるものです．

●本賞は，毎日３～５件の発表講演に対して授与される．
・学会長から受賞者に直接賞状の授与（表彰と写真撮影）．
・受賞ポスターは，その栄誉をたたえ，大会期間中，別途

設けられたボードに掲示．
・News誌11月号（年会報告記事）において氏名，課題名，

受賞事由等が公表．
●審査は選考委員会によって行い，学会長がこれを承認する．

・選考委員会は，大会期間中毎日召集され，行事委員会委
員５名，大会事務局代表１名および各賞選考委員会委員
２名の合計８名から構成される．なお，選考委員氏名リ
ストは学会終了後のNews誌11月号にて公表．

●審査基準の項目
（発表様式）

・美しいポスターか／・レイアウトはわかりやすい
か／・斬新であるかどうか

（内容）
・発表内容の妥当性はあるか／・発表内容にオリジナリ
ティがあるか

●受賞発表の時期と方法
・発表は，16：00以降に行う．表彰は決定後直ちに，ポス

ター会場で行う．（なお，４日の受賞のみ表彰式・記念
講演会終了後，会場にて行う予定）

・ポスター会場：受賞ポスターに「花」をつける．
・口頭セッション会場：各日の最終講演後に審査結果を公

表する．

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
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■シンポジウム（８件）

１）「ちきゅう」による南海トラフ地震発生帯掘削計画ステージ
１と２の成果（総括）（J-DESC共催）
木下正高・芦　寿一郎・木村　学・斉藤実篤・山口飛鳥・氏家

恒太郎・坂口有人＊（arito@jamstec.go.jp）

２）中国地方における新生界の諸問題：新たな地平をめざして
沢田順弘＊（sawada@riko.shimane-u.ac.jp）・酒井哲弥・入月

俊明・尾崎正紀・松原尚志

３）高Mg安山岩とアダカイト
巽　好幸＊（tasumi@jamstec.go.jp）・田村芳彦

４）Geotectonic subdivision and evolution of the Japanese
Islands: A reappraisal（岡山理科大学オープンリサーチセン
ター共催・英語での講演推奨）
和文表題：日本列島構造発達史

磯闢行雄＊（isozaki@ea.c.u-tokyo.ac.jp）・丸山茂徳

５）A special symposium to honor Shouhei Banno（岡山理科
大学オープンリサーチセンター共催・英語での講演推奨）
和文表題：坂野昇平追悼シンポジウム

平島崇男＊（hirajima@kueps.kyoto-u.ac.jp）・榎並正樹

６）都城秋穂追悼シンポジウム（岡山理科大学オープンリサーチ
センター共催）
丸山茂徳＊（smaruyama@geo.titech.ac.jp）・磯闢行雄

７）３次元地質モデルの構築手法と利活用（情報地質学会共催）
升本眞二・木村克己＊（k.kimura@aist.go.jp）・根本達也・古宇

田亮一

８）科学を文化に－学校教育・地学分野のこれから－（地学教育
学会共催）
藤林紀枝＊（fujib@ed.niigata-u.ac.jp）・芝川明義・三次徳二・

矢島道子・七山　太
――――――――――――――――――――――――――――――

■トピックセッション（４件）

１．希ガス年代測定－地質科学への貢献－（日本地球化学会共催）
兵藤博信＊（hhyodo@rins.ous.ac.jp）・郷津知太郎

２．ジュラ系＋（読み方：ジュラケイプラス）
松岡　篤＊（matsuoka@geo.sc.niigata-u.ac.jp）・堀　利栄・小

松俊文・近藤康生・尾上哲治・石田直人

３．「ちきゅう」による南海トラフ地震発生帯掘削計画ステージ
１と２の成果
坂口有人＊（arito@jamstec.go.jp）・斉藤実篤・氏家恒太郎・山

口飛鳥

４．IBM（活動的海洋性島弧～背弧海盆）の発生と進化を探る
新井田清信＊（kiyo@mail.sci.hokudai.ac.jp）・田村芳彦・石塚

治
――――――――――――――――――――――――――――――

■定番セッション（22件）

５．地域地質・地域層序（地域地質部会・層序部会）
吉川敏之＊（t-yoshikawa@aist.go.jp）・岡田　誠・斎藤　眞

６．地域間層序対比と年代層序スケール（層序部会）
里口保文＊（satoguti@lbm.go.jp）・岡田　誠

７．海洋地質（海洋地質部会）
片山　肇＊（katayama-h@aist.go.jp）・徳山英一・ 芦　寿一

郎・小原泰彦

８．砕屑物組成・組織と続成作用（堆積地質部会）
太田　亨＊（tohta@toki.waseda.jp）・野田　篤

９．炭酸塩岩の起源と地球環境（堆積地質部会）
山田　努＊（yamada@dges.tohoku.ac.jp）・松田博貴

10．堆積相と堆積システム・シーケンス（堆積地質部会）
中条武司＊（nakajo@mus-nh.city.osaka.jp）・片岡香子

11．堆積作用・堆積過程（現行地質過程部会・堆積地質部会）
小松原純子＊（j.komatsubara@aist.go.jp）・北沢俊幸

12．石油・石炭地質学と有機地球化学（石油・石炭関係・堆積地
質部会）
大久保　進（susumu.okubo@japex.co.jp）・金子信行

13．岩石・鉱物の破壊と変形（構造地質部会）
西川　治＊（nisikawa@lfp03.mine.akita-u.ac.jp）・平内健一

14．付加体（構造地質部会）
坂口有人＊（arito@jamstec.go.jp）・鎌田祥仁

15．テクトニクス（構造地質部会）
大坪　誠＊（otsubo-m@aist.go.jp）・佐藤活志

16．ノンテクトニック構造（応用地質部会・構造地質部会）
柏木健司＊（kasiwagi@sci.u-toyama.ac.jp）・永田秀尚・村井政

徳

17．古生物（古生物部会）
平山　廉・北村晃寿＊（seakita@ipc.shizuoka.ac.jp）・太田泰

弘・三枝春生・須藤　斎

18．噴火と火山発達史（火山部会）
永尾隆志（tnagao@yamaguchi-u.ac.jp），石井英一・石塚吉浩

19．深成岩・火山岩とマグマプロセス（火山部会・岩石部会共催）
古川邦之（kfuru@aichi-u.ac.jp）・齋藤　哲

20．変成岩とテクトニクス（岩石部会）
片山郁夫＊（katayama@hiroshima-u.ac.jp）・桑谷　立

21．岩石・鉱物・鉱床学一般（岩石部会）
壷井基裕＊（tsuboimot@kwansei.ac.jp）・水上知行

22．情報地質（情報地質部会）ポスターセッションのみ，口頭講
演なし
能美洋介（y_noumi@big.ous.ac.jp）・坂本正徳

23．環境地質（環境地質部会）
難波謙二・風岡　修・三田村宗樹・田村嘉之＊（tamura-

yoshiyuki@pop07.odn.ne.jp）

24．応用地質学一般（応用地質部会）
上野将司＊（ueno-shouji@oyonet.oyo.co.jp）・横田修一郎

25．地学教育・地学史（地学教育部会・地学教育委員会共催）
矢島道子＊（pxi02020@nifty.com）

26．第四紀地質（第四紀地質部会）
吉川周作＊（yoshi@sci.osaka-cu.ac.jp）・内山　高

■ セッション・世話人一覧　■
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捕

獲
岩

の
変

形
組

織
と

含
水

量
の

関
連

性
．

片
山

郁
夫

・
寺

尾
龍

二
・

安
東

淳
一

・
道

林
克

禎
・

小
宮

　
剛

９
：

45
O
-2
02

ケ
リ

フ
ァ

イ
ト

の
テ

ク
ト

ニ
ク

ス
．

小
畑

正
明

・
清

水
以

知
子

10
：

00
O
-2
03

カ
ン

ラ
ン

岩
系

の
熱

水
変

質
実

験
．

西
山

忠
男

・
田

上
剛

範
・

磯
部

博
志

10
：

15
O
-2
04

水
熱

反
応

に
よ

る
シ

リ
カ

析
出

様
式

と
組

織
発

達
．

岡
本

　
敦

・
最

首
花

恵
・

平
野

伸
夫

・
土

屋
範

芳
10

：
30

O
-2
05

部
分

溶
融

し
た

地
殻

下
部

の
変

形
．

宮
崎

一
博

10
：

45
O
-2
06

西
ア

ル
プ

ス
の

マ
イ

ク
ロ

ブ
ー

デ
ィ

ン
構

造
を

用
い

た
応

力
－

歪
解

析
．

大
森

康
智

・
木

村
希

生
・

岡
本

敦
・

増
田

俊
明

11
：

00
O
-2
07

レ
ッ

ド
リ

バ
ー

剪
断

帯
の

変
成

ボ
ー

キ
サ

イ
ト

．
中

野
伸

彦
・

小
山

内
康

人
11

：
15

O
-2
08

チ
ベ

ッ
ト

南
部

K
un

g 
C
o地

域
に

お
け

る
正

断
層

に
伴

う
延

性
変

形
．

三
石

真
祐

瞳
・

Si
m
on

 W
al
lis

11
：

30
O
-2
09

四
国

中
央

部
三

波
川

変
成

岩
中

に
発

達
す

る
北

落
ち

大
規

模
D
2
正

断
層

の
証

拠
と

構
造

発
達

史
．

竹
下

徹
・

八
木

公
史

・
ア

ブ
デ

ル
ハ

ミ
ッ

ド
　

エ
ル

フ
ァ

ク
ハ

ラ
ニ

・
板

谷
徹

丸
11

：
45

O
-2
10

高
浜

変
成

岩
の

白
雲

母
40
A
r/

39
A
r年

代
．

高
木

秀
雄

・
ジ

ェ
ー

ム
ス

　
ハ

ン
ト

・
郷

津
知

太
郎

・
兵

藤
博

信座
長

：
桑

谷
　

立
（

19
9-
20

2）
，
中

野
伸

彦
（

20
3-
20

6）
，

片
山

郁
夫

（
20

7-
21

0）

ホ
ー
ル

（
定
番
）
変
成
岩
と
テ
ク
ト
ニ
ク
ス

日
本
地
質
学
会
第
11
6年
学
術
大
会
　
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

※
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

講
演

に
は

（
S）

，
ト

ピ
ッ

ク
お

よ
び

定
番

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

講
演

に
は

（
O
）

の
通

し
番

号
が

つ
い

て
い

ま
す

．
※
講
演
タ
イ
ト
ル
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
一
部
略
記
版
を
掲
載
し
て
い
ま
す
．

正
し

い
タ

イ
ト

ル
は

講
演

要
旨

集
を

ご
覧

下
さ

い
．

９
：

30
O
-2
66

藻
琴

湖
の

環
境

変
遷

．
瀬

戸
浩

二
・

高
田

裕
行

・
香

月
興

太
・

園
田

　
武

９
：

45
O
-2
67

北
海

道
石

狩
平

野
の

上
部

更
新

統
～

完
新

統
層

序
と

古
環

境
の

検
討

．
嵯

峨
山

積
・

外
崎

徳
二

・
近

藤
務

・
岡

村
　

聰
・

佐
藤

公
則

・
藤

原
与

志
樹

10
：

00
O
-2
68

八
甲

田
山

田
代

湿
原

コ
ア

試
料

か
ら

み
た

晩
氷

期
以

降
の

古
環

境
解

析
．

吉
田

明
弘

・
小

池
慧

子
・

篠
崎

鉄
哉

・
内

田
昌

男
・

柴
田

康
行

・
堀

内
一

穂
・

箕
浦

幸
治

10
：

15
O
-2
69

中
川

・
荒

川
低

地
の

沖
積

層
に

お
け

る
堆

積
物

の
供

給
と

埋
積

作
用

．
卜

部
厚

志
・

本
田

孝
子

・
木

村
克

己
・

田
辺

　
晋

・
中

西
利

典
10

：
30

O
-2
70

千
葉

海
浜

幕
張

地
域

の
沖

積
層

．
加

藤
晶

子
・

吉
田

剛
・

風
岡

　
修

・
楠

田
　

隆
・

山
本

真
理

・
古

野
邦

雄
・

香
川

　
淳

・
酒

井
　

豊
10

：
45

O
-2
71

羽
田

空
港

D
滑

走
路

に
お

け
る

砂
礫

層
．

金
澤

直
人

・
野

口
孝

俊
・

細
矢

卓
志

・
加

藤
史

恵
・

大
里

重
人

・
遠

藤
邦

彦
・

田
中

政
典

11
：

00
O
-2
72

駿
河

湾
北

岸
の

沈
水

イ
ベ

ン
ト

と
プ

レ
ー

ト
間

地
震

と
の

関
係

．
藤

原
　

治
・

藤
野

滋
弘

・
小

松
原

純
子

・
行

谷
佑

一
・

澤
井

祐
紀

・
守

田
益

宗
11

：
15

O
-2
73

更
新

世
と

中
新

世
に

お
け

る
赤

色
風

化
作

用
．

仲
川

隆
夫

11
：

30
O
-2
74

上
高

地
ボ

ー
リ

ン
グ

．
原

山
　

智
・

河
合

小
百

合
11

：
45

O
-2
75

長
野

県
，

野
尻

湖
底

立
が

鼻
遺

跡
の

化
石

・
遺

物
包

有
層

の
堆

積
環

境
－

野
尻

湖
層

立
が

鼻
砂

部
層

の
堆

積
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
－

．
西

来
邦

章
・

野
尻

湖
地

質
グ

ル
ー

プ

座
長

：
藤

原
　

治
（

26
6-
27

0）
，
嵯

峨
山

積
（

27
1-
27

5）

講
演
会
場
　
44

（
定
番
）
第
四
紀
地
質

９
：

00
O
-4
2

北
海

道
北

部
サ

ロ
ベ

ツ
原

野
に

お
け

る
沖

積
層

の
水

理
地

質
構

造
．

酒
井

利
彰

・
井

岡
聖

一
郎

・
石

島
洋

二
９

：
15

O
-4
3

蝦
夷

層
群

に
お

け
る

統
合

層
序

．
西

　
弘

嗣
・

高
嶋

礼
詩

・
山

中
寿

朗
・

林
　

圭
一

９
：

30
O
-4
4

長
岩

－
坂

本
沢

地
域

の
坂

本
沢

層
．

新
谷

友
彦

９
：

45
O
-4
5

秋
田

県
由

利
本

荘
市

に
分

布
す

る
上

部
鮮

新
統

の
堆

積
環

境
．

鈴
木

俊
之

・
石

田
　

桂
10

：
00

O
-4
6

放
射

年
代

に
基

づ
く

日
本

国
マ

イ
ロ

ナ
イ

ト
帯

の
形

成
時

期
．

高
橋

　
浩

・
毛

　
健

仁
10

：
15

O
-4
7

朝
日

帯
と

阿
武

隈
帯

の
境

界
．

大
友

幸
子

・
横

山
一

己
・

青
柳

絵
里

子
・

堀
川

博
貴

・
安

孫
子

秀
人

・
小

野
貴

之
10

：
30

O
-4
8

新
潟

県
北

部
の

中
新

世
リ

フ
ト

盆
地

形
態

：
東

西
性

地
質

構
造

要
素

に
よ

る
堆

積
シ

ス
テ

ム
規

制
と

断
層

岩
．

石
川

夕
夏

子
・

栗
田

裕
司

・
豊

島
剛

志
10

：
45

O
-4
9

新
潟

県
中

越
地

域
の

N
W

-S
E
走

向
断

層
か

ら
見

た
柏

崎
－

千
葉

構
造

線
．

豊
島

剛
志

・
平

松
　

翠
・

神
保

か
ほ

り
・

栗
田

裕
司

11
：

00
O
-5
0

両
神

山
ナ

ッ
プ

の
再

検
討

．
山

北
　

聡
11

：
15

O
-5
1

富
士

川
谷

新
第

三
系

静
川

層
群

の
軟

体
動

物
化

石
群

集
と

そ
の

地
質

時
代

．
柴

　
正

博
・

廣
瀬

祐
市

・
延

原
尊

美
・

安
田

美
輪

・
富

士
幸

祐
・

篠
崎

泰
輔

11
：

30
O
-5
2

岐
阜

県
南

東
部

に
分

布
す

る
中

新
統

瑞
浪

層
群

の
地

史
．

笹
尾

英
嗣

11
：

45
O
-5
3

西
天

田
産

P
li
ca

ti
fe

ri
n
a．

田
沢

純
一

・
栗

原
敏

之
・

安
曽

潤
子

・
梅

田
美

由
紀

座
長

：
吉

川
敏

之
（

42
-4
5）

，
竹

下
浩

征
（

46
-4
9）

，
林

　
慶

一
（

50
-5
3）講
演
会
場
　
43

（
定
番
）
地
域
地
質
・
地
域
層
序

９
：

00
O
-2
50

ト
ッ

プ
リ

ン
グ

発
生

斜
面

の
特

徴
．

上
野

将
司

９
：

15
O
-2
51

四
国

に
分

布
す

る
地

す
べ

り
の

テ
フ

ラ
に

よ
る

編
年

．
西

山
賢

一
・

北
村

真
一

・
山

崎
健

太
・

伊
藤

嘉
将

９
：

30
O
-2
52

来
待

石
石

塔
の

風
化

．
朽

津
信

明
９

：
45

O
-2
53

旧
地

形
に

そ
っ

た
火

山
性

砕
屑

物
の

風
化

に
つ

い
て

．
井

村
隆

介
・

篠
原

　
恵

・
前

田
朋

美
10

：
00

O
-2
54

モ
デ

ル
実

験
で

の
斜

面
崩

壊
．

山
田

泰
広

・
山

下
佳

彦
・

山
本

由
弦

10
：

15
O
-2
55

松
島

巨
大

地
す

べ
り

起
源

説
．

長
谷

川
修

一
10

：
30

O
-2
56

島
根

県
大

江
高

山
地

域
の

第
四

紀
火

山
岩

体
を

構
成

す
る

多
様

な
岩

相
と

そ
れ

に
依

存
し

た
斜

面
運

動
．

木
村

健
志

・
田

村
友

紀
夫

・
横

田
修

一
郎

10
：

45
O
-2
57

西
暦

71
4年

地
震

に
伴

う
長

野
県

南
部

遠
山

地
域

の
地

変
．

村
松

　
武

・
寺

岡
義

治
・

後
藤

（
桜

井
）

晶
子

11
：

00
O
-2
58

富
山

市
八

尾
町

桐
谷

周
辺

の
地

す
べ

り
．

小
嶋

智
・

永
田

秀
尚

・
野

崎
　

保
・

鈴
木

和
博

・
池

田
晃

子
・

中
村

俊
夫

・
山

城
屋

誠
一

・
棚

橋
亮

太
・

大
谷

具
幸座

長
：

横
田

修
一

郎
（

25
0-
25

3）
，

西
山

賢
一

（
25

4-
25

8）

講
演
会
場
　
31

（
定
番
）
応
用
地
質

11
：

15
O
-1
58

宮
崎

県
双

石
山

北
西

麓
に

お
け

る
巨

大
砂

岩
ブ

ロ
ッ

ク
群

の
ト

ッ
プ

リ
ン

グ
に

よ
る

形
成

過
程

．
植

松
　

敏
11

：
30

O
-1
59

鈴
鹿

花
崗

岩
に

お
け

る
ラ

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

．
永

田
秀

尚座
長

：
柏

木
健

司
（

15
8-
15

9）

（
定
番
）
ノ
ン
テ
ク
ト
ニ
ッ
ク



（ ）9

■
9月
4日
（
金
）
午
前

9：
00

会
場

９
：

00
O
-1
39

断
層

岩
類

か
ら

見
た

関
東

山
地

北
東

縁
に

お
け

る
中

央
構

造
線

の
構

造
発

達
史

．
金

山
健

太
郎

・
小

林
健

太
９

：
15

O
-1
40

大
深

度
温

泉
井

の
掘

削
資

料
か

ら
推

定
さ

れ
る

葉
山

隆
起

帯
北

側
地

域
の

中
新

統
葉

山
層

群
の

地
下

地
質

構
造

－
大

規
模

伏
在

逆
断

層
．

江
藤

哲
人

・
小

沢
　

清
９

：
30

O
-1
41

中
部

日
本

深
部

地
殻

構
造

解
明

研
究

の
前

進
．

伊
藤

谷
生

・
狩

野
謙

一
・

小
嶋

　
智

・
岩

崎
貴

哉
・

池
田

安
隆

・
佐

藤
比

呂
志

・
平

田
　

直
・

パ
ナ

ヨ
ト

プ
ロ

ス
ヤ

ン
ス

・
河

本
和

朗
・

三
宅

康
幸

・
大

塚
勉

・
山

北
聡

・
深

畑
幸

俊
・

阿
部

信
太

郎
・

村
田

和
則

・
早

川
信

・
駒

田
希

充
・

津
村

紀
子

・
佐

藤
利

典
・

宮
内

崇
裕

・
金

田
平

太
郎

・
橋

間
昭

徳
・

川
中

　
卓

・
須

田
茂

幸
・

溝
畑

茂
治

・
阿

部
　

進
９

：
45

O
-1
42

20
08

年
三

条
-弥

彦
沖

測
線

地
殻

構
造

探
査

の
成

果
．

佐
藤

比
呂

志
・

阿
部

　
進

・
高

橋
明

久
・

加
藤

直
子

・
岩

崎
貴

哉
・

石
山

達
也

・
斎

藤
秀

雄
・

白
石

和
也

・
稲

葉
　

充
・

深
澤

　
光

10
：

00
O
-1
43

反
射

法
地

震
探

査
に

よ
る

越
後

平
野

東
縁

下
田

丘
陵

の
地

質
構

造
．

加
藤

直
子

・
佐

藤
比

呂
志

・
阿

部
進

・
高

橋
明

久
・

深
澤

　
光

・
稲

葉
　

充
10

：
15

O
-1
44

反
射

法
地

震
探

査
か

ら
み

た
粟

島
周

辺
地

域
の

断
層

褶
曲

帯
の

活
動

性
に

つ
い

て
．

木
村

治
夫

・
岡

村
行

信
10

：
30

O
-1
45

新
潟

堆
積

盆
地

，
片

貝
断

層
群

の
断

層
ガ

ウ
ジ

帯
．

小
林

健
太

・
田

中
麻

衣
10

：
45

O
-1
46

新
潟

－
神

戸
歪

集
中

帯
の

成
因

：
堆

積
被

覆
層

に
よ

る
浮

力
．

大
槻

憲
四

郎
・

今
泉

俊
文

11
：

00
O
-1
47

沖
縄

ト
ラ

フ
北

端
部

の
リ

フ
テ

ィ
ン

グ
過

程
．

大
岩

根
尚

・
藤

内
智

士
・

中
村

恭
之

・
清

川
昌

一
・

徳
山

英
一 11

：
15

O
-1
48

ス
エ

ズ
・

リ
フ

ト
の

活
動

の
F
E
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
．

林
　

大
五

郎
・

D
w
iv
ed

i 
Su

ni
l 
K
.

11
：

30
O
-1
49

ヒ
マ

ラ
ヤ

の
変

成
岩

ナ
ッ

プ
は

テ
チ

ス
堆

積
物

を
載

せ
た

ま
ま

前
進

し
た

？
　

酒
井

治
孝

・
檀

原
　

徹
・

岩
野

英
樹

・
瀧

上
　

豊
11

：
45

O
-1
50

プ
レ

ー
ト

沈
み

込
み

の
プ

レ
ー

ト
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
．

新
妻

信
明

座
長

：
大

坪
　

誠
（

13
9-
14

2）
，
藤

内
智

士
（

14
3-
14

6）
，

加
藤

直
子

（
14

7-
15

0）

講
演
会
場
　
42

（
定
番
）
テ
ク
ト
ニ
ク
ス

日
本
地
質
学
会
第
11
6年
学
術
大
会
　
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

※
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

講
演

に
は

（
S）

，
ト

ピ
ッ

ク
お

よ
び

定
番

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

講
演

に
は

（
O
）

の
通

し
番

号
が

つ
い

て
い

ま
す

．
※
講
演
タ
イ
ト
ル
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
一
部
略
記
版
を
掲
載
し
て
い
ま
す
．

正
し

い
タ

イ
ト

ル
は

講
演

要
旨

集
を

ご
覧

下
さ

い
．

10
：

00
O
-8
0

古
土

壌
か

ら
読

み
と

ら
れ

る
陸

域
環

境
の

変
化

：
天

草
諸

島
北

部
，

始
新

統
赤

崎
層

の
例

．
草

場
　

敬
・

木
村

亨
輝

・
佐

野
弘

好
10

：
15

O
-8
1

産
状

に
基

づ
く

カ
ル

ク
リ

ー
ト

の
タ

イ
プ

分
け

：
天

草
諸

島
北

部
，

始
新

統
赤

崎
層

を
例

と
し

て
．

木
村

亨
輝

・
草

場
　

敬
・

佐
野

弘
好

10
：

30
O
-8
2

タ
イ

国
, 
P
h
u
 K

ra
d
u
n
g
層

中
の

カ
ル

ク
リ

ー
ト

再
堆

積
物

．
堀

内
　

悠
・

久
田

健
一

郎
・

C
h
a
ru

si
ri

P
un

ya
10

：
45

O
-8
3

四
万

十
帯

牟
婁

層
群

お
よ

び
日

南
層

群
産

出
の

or
th

oq
u
ar

tz
it
e，

m
et
aq

u
ar

tz
it
e礫

の
特

性
．

忽
滑

谷
優

里
・

久
田

健
一

郎
・

小
室

光
世

11
：

00
O
-8
4

中
央

ネ
パ

ー
ル

，
テ

チ
ス

ヒ
マ

ラ
ヤ

の
陸

棚
相

下
部

三
畳

系
に

記
録

さ
れ

た
貧

酸
素

環
境

．
吉

田
孝

紀
・

大
友

和
夫

・
川

村
寿

郎
・

鈴
木

茂
之

・
D
h
it
al
 M

eg
h

R
aj
i

11
：

15
O
-8
5

中
国

東
北

部
，

下
部

白
亜

系
の

後
背

地
風

化
過

程
．

太
田

　
亨

・
L
i 
G
an

g
・

相
田

和
明

・
坂

井
　

卓
・

平
野

弘
道

・
香

西
　

武
・

吉
川

武
憲

座
長

：
太

田
　

亨
（

80
-8
2）

，
堀

内
　

悠
（

83
-8
5）

講
演
会
場
　
51

（
定
番
）
砕
屑
物
組
成
・
組
織
と
続
成
作
用

９
：

30
O
-1
3

大
学

が
実

施
す

る
普

及
活

動
：

新
潟

大
学

に
お

け
る

頭
足

類
展

（
20

08
）

を
例

に
し

て
．

松
岡

　
篤

９
：

45
O
-1
4

下
部

ジ
ュ

ラ
系

豊
浦

層
群

西
中

山
層

よ
り

産
出

す
る

C
le
v
ic
er

as
属

の
分

類
学

的
再

検
討

．
中

田
健

太
郎

・
松

岡
　

篤
10

：
00

O
-1
5

鳥
ノ

巣
式

石
灰

岩
産

ジ
ュ

ラ
紀

中
世

放
散

虫
化

石
の

再
検

討
．

石
田

直
人

10
：

15
O
-1
6

ペ
ル

ム
紀

付
加

体
秋

吉
テ

レ
ー

ン
の

チ
ャ

ー
ト

‐
砕

屑
岩

シ
ー

ケ
ン

ス
の

繰
り

返
し

構
造

と
そ

の
意

義
．

伊
藤

剛
・

松
岡

　
篤

10
：

30
O
-1
7

日
本

の
ジ

ュ
ラ

紀
付

加
体

に
お

け
る

ペ
ル

ム
紀

/三
畳

紀
境

界
層

序
の

詳
細

復
元

お
よ

び
酸

化
還

元
環

境
の

推
定

．
佐

久
間

広
展

・
多

田
隆

治
・

池
田

昌
之

・
柏

山
祐

一
郎

・
大

河
内

直
彦

・
小

川
奈

々
子

・
渡

部
哲

子
・

田
近

英
一

・
山

本
信

治
10

：
45

O
-1
8

三
畳

紀
後

期
カ

ー
ニ

ア
ン

・
ノ

ー
リ

ア
ン

の
コ

ノ
ド

ン
ト

化
石

群
集

と
そ

の
古

地
理

変
遷

－
丹

波
帯

地
福

谷
と

秩
父

帯
久

井
谷

の
例

－
．

三
上

禎
次

・
石

田
啓

祐
・

鈴
木

茂
之

・
ヒ

ル
シ

ュ
フ

ラ
ン

シ
ス

11
：

00
O
-1
9

層
状

チ
ャ

ー
ト

の
炭

素
同

位
対

層
序

．
堀

　
利

栄
・

秋
國

健
一

・
南

林
慶

子
・

工
藤

薫
子

・
村

上
由

記
・

池
原

　
実

11
：

15
O
-2
0

ラ
キ

ノ
島

よ
り

産
出

し
た

中
～

後
期

三
畳

紀
放

散
虫

お
よ

び
コ

ノ
ド

ン
ト

化
石

．
相

田
吉

昭
・

堀
　

利
栄

・
高

橋
　

聡
・

Sp
ör

li 
K
. B

er
nh

ar
d・

山
北

　
聡

11
：

30
O
-2
1

四
国

北
部

秩
父

帯
の

ジ
ュ

ラ
紀

前
期

放
散

虫
化

石
．

竹
村

厚
司

・
岸

本
紗

矢
子

・
竹

村
静

夫
・

堀
　

利
栄

・
山

北
　

聡
11

：
45

O
-2
2（
招
待
）

ジ
ュ

ラ
紀

の
テ

チ
ス

海
最

奥
部

に
残

さ
れ

た
恐

竜
足

跡
．

石
垣

　
忍

座
長

：
堀

　
利

栄
（

13
-1
7）

，
松

岡
　

篤
（

18
-2
2）

講
演
会
場
　
55

（
ト
ピ
ッ
ク
）
ジ
ュ
ラ
系
＋

■
M
E
M
O
■



（ ）10

■
9月
5日
（
土
）
午
前

9：
00

会
場

９
：

00
は

じ
め

に
．

磯
�

行
雄

・
丸

山
茂

徳
９

：
05

S
-4
6

ア
ン

グ
ラ

ゼ
ミ

の
リ

ー
ダ

ー
．

杉
村

　
新

９
：

20
S
-4
7

都
城

秋
穂

氏
の

著
書

．
橋

本
光

男
９

：
35

S
-4
8

都
城

先
生

の
思

い
出

．
諏

訪
兼

位
９

：
50

S
-4
9

金
沢

大
学

理
学

部
地

学
教

室
と

坂
野

ス
ク

ー
ル

．
小

西
健

二
10

：
05

S
-5
0（
招
待
）

A
 
Ja

p
an

es
e 

g
eo

lo
g
is
t 

in
 
a 

ti
m

e 
of

tu
rn

ov
er

：
A
ki
ho

 M
iy
as

hi
ro

．
A
. M

. C
. S

en
go

r
休

憩
10

：
50

S
-5
1

都
城

岩
石

学
．

久
城

育
夫

11
：

20
S
-5
2（
招
待
）

都
城

秋
穂

が
科

学
哲

学
に

提
起

し
た

問
題

．
熊

沢
峰

夫
・

戸
田

山
和

久
11

：
40

S
-5
3

ポ
ス

ト
都

城
の

道
．

丸
山

茂
徳

座
長

：
磯
�

行
雄

（
46

-5
3）

ホ
ー
ル

（
シ
ン
ポ
）
都
城
秋
穂
追
悼

日
本
地
質
学
会
第
11
6年
学
術
大
会
　
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

※
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

講
演

に
は

（
S）

，
ト

ピ
ッ

ク
お

よ
び

定
番

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

講
演

に
は

（
O
）

の
通

し
番

号
が

つ
い

て
い

ま
す

．
※
講
演
タ
イ
ト
ル
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
一
部
略
記
版
を
掲
載
し
て
い
ま
す
．

正
し

い
タ

イ
ト

ル
は

講
演

要
旨

集
を

ご
覧

下
さ

い
．

９
：

00
S
-1

南
海

ト
ラ

フ
地

震
発

生
帯

掘
削

計
画

の
今

後
の

科
学

目
標

．
木

村
　

学
・

木
下

正
高

・
倉

本
真

一
９

：
15

S
-2
（
招
待
）

IO
D
P
 E

xp
31

9 
航

海
報

告
．

荒
木

英
一

郎
・

IO
D
P

E
xp

31
9乗

船
研

究
者

一
同

９
：

35
S
-3
（
招
待
）

巨
大

分
岐

断
層

と
海

底
下

生
命

圏
．

稲
垣

史
生

９
：

55
S
-4

南
海

ト
ラ

フ
の

海
底

地
す

べ
り

の
発

生
プ

ロ
セ

ス
．

川
村

喜
一

郎
・

安
間

　
了

・
木

下
正

高
・

坂
口

有
人

・
金

松
敏

也
・

山
田

泰
広

・
横

山
俊

治
10

：
15

S
-5
（
招
待
）

南
海

ト
ラ

フ
付

加
体

内
部

の
応

力
場

逆
解

析
．

伊
藤

喜
宏

・
浅

野
陽

一
・

小
原

一
成

10
：

35
S
-6
（
招
待
）

F
ri
ct

io
n
 a

t 
S
ei
sm

ic
 S

li
p
 S

p
p
p
p
p
p
ee

d
s 

:
E
x
p
er

im
en

ts
 a

n
d
 T

h
eo

ry
．

K
ev

in
 B

ro
w
n
・

Y
ur

i 
F
ia
lk
o

10
：

55
S
-7

IO
D
P
南

海
ト

ラ
フ

掘
削

に
よ

る
付

加
体

浅
部

物
質

の
摩

擦
特

性
に

つ
い

て
．

堤
　

昭
人

・
渡

邉
俊

一
11

：
15

S
-8

沈
み

込
み

帯
地

震
発

生
深

度
で

形
成

さ
れ

た
シ

ュ
ー

ド
タ

キ
ラ

イ
ト

と
ウ

ル
ト

ラ
カ

タ
ク

レ
ー

サ
イ

ト
の

特
徴

．
氏

家
恒

太
郎

・
山

口
飛

鳥
・

藤
　

昇
一

・
山

口
は

る
か

11
：

30
S
-9

延
岡

衝
上

断
層

．
山

口
飛

鳥
・

木
村

　
学

・
ユ

グ
ラ

ン
ブ

ル
・

岡
本

伸
也

・
草

葉
陽

子
・

山
口

は
る

か
・

柴
田

伊
廣

11
：

45
総

合
討

論

座
長

：
氏

家
恒

太
郎

（
1-
5）

，
芦

　
寿

一
郎

（
6-
9）

講
演
会
場
　
44

（
シ
ン
ポ
）「
ち
き
ゅ
う
」
南
海
ト
ラ
フ
掘
削
の
成
果
（
総
括
）

講
演
会
場
　
43

９
：

00
S
-2
3

瀬
戸

内
火

山
帯

概
説

：
高

M
g
安

山
岩

，
サ

ヌ
キ

ト
イ

ド
，

そ
し

て
大

陸
地

殻
．

巽
　

好
幸

９
：

30
S
-2
4

ア
ダ

カ
イ

ト
の

岩
石

化
学

的
多

様
性

と
そ

の
成

因
．

土
谷

信
高

10
：

00
S
-2
5

フ
ル

イ
ド

付
加

融
解

v
s.
メ

ル
ト

付
加

融
解

．
木

村
純

一
10

：
30

S
-2
6

ア
ダ

カ
イ

ト
と

そ
の

類
似

岩
．

亀
井

淳
志

11
：

00
S
-2
7

伊
豆

小
笠

原
マ

リ
ア

ナ
弧

の
マ

グ
ネ

シ
ア

ン
安

山
岩

．
田

村
芳

彦
11

：
15

S
-2
8（
招
待
）

瀬
戸

内
火

山
帯

の
形

成
年

代
：

小
豆

島
に

お
け

る
マ

ル
チ

年
代

学
．

谷
　

健
一

郎
・

巽
　

好
幸

・
佐

藤
佳

子
・

D
an

ie
l 
D
un

kl
ey

・
檀

原
　

徹

座
長

：
田

村
芳

彦
（

23
-2
5）

，
木

村
純

一
（

26
-2
8）

講
演
会
場
　
31

（
シ
ン
ポ
）
高
M
g
安
山
岩
と
ア
ダ
カ
イ
ト



（ ）11

■
9月
5日
（
土
）
午
後

14
：
00

会
場

14
：

00
O
-2
11

中
国

雲
南

省
ツ

ァ
ン

シ
ャ

ン
山

地
に

分
布

す
る

変
成

岩
の

変
成

作
用

と
全

岩
化

学
組

成
．

米
村

和
紘

・
小

山
内

康
人

・
中

野
伸

彦
・

大
和

田
正

明
・

馬
場

壮
太

郎
14

：
15

O
-2
12

東
南

極
ス

カ
レ

ビ
ー

ク
ス

ハ
ル

セ
ン

の
C
H
IM

E
モ

ナ
ズ

石
年

代
．

河
上

哲
生

・
外

田
智

千
14

：
30

O
-2
13

フ
ェ

ロ
シ

ュ
ー

ド
ブ

ル
ッ

カ
イ

ト
様

イ
ル

メ
ナ

イ
ト

－
ル

チ
ル

共
生

．
川

嵜
智

佑
・

白
河

知
恵

・
中

野
伸

彦
・

小
山

内
康

人
14

：
45

O
-2
14

セ
ー

ル
ロ

ン
ダ

ー
ネ

山
地

南
西

テ
レ

ー
ン

の
グ

ラ
ニ

ュ
ラ

イ
ト

相
変

成
作

用
．

志
村

俊
昭

・
大

和
田

正
明

・
柚

原
雅

樹
・

束
田

和
弘

・
亀

井
淳

志
15

：
00

O
-2
15

コ
ー

ヒ
ス

タ
ン

島
弧

背
弧

起
源

変
成

層
の

構
造

的
累

重
．

山
本

啓
司

・
ハ

フ
ィ

ー
ズ

ウ
ル

　
レ

ー
マ

ン
・

金
子

慶
之

15
：

15
O
-2
16

T
im

in
g
 o

f 
th

e 
th

e 
In

d
ia
-A

si
a 

co
lli
si
on

 a
n
d

th
e 

H
im

al
ay

an
 m

et
am

or
p
h
is
m

．
H
af

iz
 U

r
R
eh

m
an

・
H
ir
os

hi
 Y

am
am

ot
o

15
：

30
O
-2
17

ボ
ヘ

ミ
ア

山
塊

の
ガ

ー
ネ

ッ
ト

橄
欖

岩
の

ジ
ル

コ
ン

の
U
-P

b年
代

測
定

．
苗

村
康

輔
・

ダ
ニ

エ
ル

　
ダ

ン
ク

リ
ー

・
臼

杵
　

直
・

平
島

崇
男

・
マ

ル
チ

ン
　

ス
フ

ォ
イ

ッ
カ

15
：

45
O
-2
18

八
重

山
変

成
岩

類
高

変
成

度
域

の
温

度
構

造
．

石
塚

英
男

・
大

浜
新

士
・

田
盛

拓
也

・
福

家
直

幸
・

當
眞

千
寿

紗
・

竹
本

悠
路

16
：

00
O
-2
19

九
州

西
部

高
浜

変
成

岩
類

中
の

結
晶

片
岩

類
の

変
成

温
度

圧
力

．
有

馬
和

宏
・

池
田

　
剛

16
：

15
O
-2
20

ニ
ュ

ー
ラ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

用
い

た
変

成
反

応
の

逆
問

題
解

析
．

桑
谷

　
立

・
鳥

海
光

弘
16

：
30

O
-2
21

四
国

三
波

川
変

成
岩

G
ar

n
et

-a
m
p
h
ib
ol
it
eの

上
昇

に
伴

う
組

織
形

成
．

宇
野

正
起

・
鳥

海
光

弘
16

：
45

O
-2
22

P
ol
y
p
h
as

e 
m

et
am

or
p
h
ic
 h

is
to

ry
 o

f 
p
el
it
ic

sc
hi
st
s 

in
 t
he

 S
am

ba
ga

w
a 

m
et
am

or
ph

ic
 b

el
t,

Se
ba

da
ni
 a

re
a,
 c

en
tr
al
 S

hi
ko

ku
, 
Ja

pa
n．

K
ab

ir
M

d 
F
az

le
・

T
ak

as
u 

A
ki
ra

17
：

00
O
-2
23

領
家

花
崗

岩
の

成
因

．
青

矢
睦

月
・

水
上

知
行

・
上

原
真

一
・

ウ
ォ

リ
ス

　
サ

イ
モ

ン
17

：
15

O
-2
24

三
波

川
帯

-秩
父

帯
の

構
造

関
係

：
関

東
山

地
か

ら

座
長

：
青

矢
睦

月
（

21
1-
21

4）
，
河

上
哲

生
（

21
5-
21

9）
，

岡
本

　
敦

（
22

0-
22

4）

ホ
ー
ル

（
定
番
）
変
成
岩
と
テ
ク
ト
ニ
ク
ス

日
本
地
質
学
会
第
11
6年
学
術
大
会
　
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

※
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

講
演

に
は

（
S）

，
ト

ピ
ッ

ク
お

よ
び

定
番

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

講
演

に
は

（
O
）

の
通

し
番

号
が

つ
い

て
い

ま
す

．
※
講
演
タ
イ
ト
ル
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
一
部
略
記
版
を
掲
載
し
て
い
ま
す
．

正
し

い
タ

イ
ト

ル
は

講
演

要
旨

集
を

ご
覧

下
さ

い
．

14
：

00
O
-2
76

た
め

池
底

質
中

に
含

ま
れ

る
重

金
属

元
素

分
析

に
よ

る
大

気
汚

染
分

布
と

健
康

被
害

分
布

の
関

係
性

に
つ

い
て

．
石

渡
真

己
・

香
村

一
夫

・
木

方
展

治
14

：
15

O
-2
77

大
阪

湾
に

お
け

る
珪

藻
群

集
の

時
空

間
変

化
と

人
為

環
境

改
変

・
汚

染
．

廣
瀬

孝
太

郎
・

安
原

盛
明

・
辻

本
彰

・
吉

田
広

人
・

山
崎

秀
夫

・
後

藤
敏

一
・

吉
川

周
作

14
：

30
O
-2
78

京
都

府
阿

蘇
海

湖
底

の
珪

藻
遺

骸
群

集
と

環
境

変
遷

．
田

中
里

志
・

瀬
戸

浩
二

・
高

田
裕

行
14

：
45

O
-2
79

中
海

の
閉

鎖
性

水
域

内
外

の
ラ

ジ
ウ

ム
放

射
能

．
野

村
律

夫
・

中
村

光
作

・
瀬

戸
浩

二
・

井
上

睦
夫

15
：

00
O
-2
80

中
海

に
お

け
る

小
氷

期
お

よ
び

そ
れ

以
降

の
環

境
変

遷
-貝

形
虫

群
集

と
堆

積
物

の
分

析
結

果
-．

入
月

俊
明

・
川

上
遼

平
・

河
野

重
範

・
野

村
律

夫
・

瀬
戸

浩
二

15
：

15
O
-2
81

山
陰

地
方

中
央

部
に

お
け

る
完

新
世

花
粉

層
序

．
渡

辺
正

巳
15

：
30

O
-2
82

徳
島

県
土

柱
層

の
堆

積
環

境
に

つ
い

て
．

武
智

賢
樹

・
鹿

島
愛

彦
15

：
45

O
-2
83

有
明

海
干

潟
に

お
け

る
豊

か
な

ア
サ

リ
漁

場
の

地
史

．
下

山
正

一
・

塚
野

香
織

・
百

島
則

幸
・

市
原

季
彦

・
堤

　
裕

昭
・

井
上

聡
・

山
中

寿
朗

16
：

00
O
-2
84

鹿
児

島
県

種
子

島
の

中
部

地
域

に
お

け
る

前
期

更
新

世
増

田
層

の
層

位
学

的
・

古
環

境
学

的
研

究
．

久
保

田
亮

・
大

木
公

彦
・

古
澤

　
明

16
：

15
O
-2
85

ハ
イ

リ
ッ

ヒ
１

寒
冷

化
の

終
焉

：
そ

の
原

因
と

結
果

．
箕

浦
幸

治
・

勝
俣

美
由

希
・

堀
内

一
穂

・
柴

田
康

行
・

内
田

昌
男

16
：

30
O
-2
86

更
新

世
後

期
の

日
本

列
島

に
お

け
る

古
気

候
解

析
の

統
合

．
公

文
富

士
夫

・
河

合
小

百
合

・
井

内
美

郎
・

長
橋

良
隆

16
：

45
O
-2
87

異
常

気
象

は
大

地
震

を
誘

発
す

る
の

か
？

　
中

村
眞

人座
長

：
下

山
正

一
（

27
6-
27

9）
，
田

中
里

志
（

28
0-
28

4）
，

渡
辺

正
巳

（
28

5-
28

7）

講
演
会
場
　
44

（
定
番
）
第
四
紀
地
質

14
：

00
O
-5
4

岐
阜

県
西

部
の

美
濃

帯
．

佐
野

弘
好

・
八

尾
　

昭
・

桑
原

希
世

子
14

：
15

O
-5
5

紀
伊

半
島

四
万

十
帯

，
上

部
白

亜
系

花
園

層
か

ら
産

出
す

る
放

散
虫

化
石

群
集

．
山

本
俊

哉
14

：
30

O
-5
6

三
畳

紀
に

お
け

る
東

ア
ジ

ア
東

縁
の

プ
レ

ー
ト

境
界

は
横

ず
れ

型
だ

っ
た

の
か

？
　

菅
森

義
晃

14
：

45
O
-5
7

貝
形

虫
お

よ
び

カ
イ

エ
ビ

化
石

の
生

層
序

と
ジ

ル
コ

ン
-フ

ィ
ッ

シ
ョ

ン
ト

ラ
ッ

ク
法

に
基

づ
く

篠
山

層
群

の
年

代
の

再
考

．
林

慶
一

・
松

川
正

樹
・

大
平

寛
人

・
陳

丕
基

・
甄

金
生

・
伊

藤
　

慎
・

小
荒

井
千

人
・

小
畠

郁
生

15
：

00
O
-5
8

大
山

火
山

の
基

盤
岩

．
竹

下
浩

征
・

八
木

公
史

・
郷

津
知

太
郎

・
草

野
高

志
・

佐
藤

光
男

15
：

15
O
-5
9

対
州

層
群

の
形

成
年

代
と

堆
積

環
境

．
二

宮
　

祟
・

谷
口

　
翔

・
下

山
正

一
・

宮
田

雄
一

郎
・

ダ
ニ

エ
ル

ダ
ン

ク
レ

イ
・

松
田

博
貴

・
山

中
寿

朗
・

青
木

隆
弘

・
西

田
民

雄
・

市
原

季
彦

15
：

30
O
-6
0

四
国

中
央

部
，

御
荷

鉾
緑

色
岩

類
-秩

父
帯

北
帯

の
地

質
構

造
．

村
田

明
広

・
山

崎
亮

輔
・

前
川

寛
和

15
：

45
O
-6
1

九
州

黒
瀬

川
帯

の
デ

ボ
ン

系
と

石
炭

系
の

地
質

学
的

関
係

．
宮

本
隆

実
・

桑
水

流
淳

二
・
�

山
哲

男
・

木
戸

絵
里

香
16

：
00

O
-6
2

種
子

島
オ

リ
ス

ト
ス

ト
ロ

ー
ム

．
福

田
泰

英
・

坂
井

卓 16
：

15
O
-6
3

沖
縄

本
島

勝
連

半
島

一
帯

に
分

布
す

る
知

念
層

の
石

灰
質

ナ
ン

ノ
化

石
層

序
．

井
龍

康
文

・
千

代
延

　
俊

・
猿

渡
隼

人
・

佐
藤

時
幸

・
樺

元
淳

一
16

：
30

O
-6
4

フ
ィ

リ
ピ

ン
島

弧
発

達
史

．
鈴

木
茂

之
・

石
田

啓
祐

16
：

45
O
-6
5

中
央

ネ
パ

ー
ル

ヒ
マ

ラ
ヤ

，
ト

リ
ア

ス
紀

後
期

南
テ

チ
ス

海
域

砕
屑

性
陸

棚
の

パ
ッ

チ
礁

．
川

村
寿

郎
・

吉
田

孝
紀

・
鈴

木
茂

之
・

D
h
it
al
 M

eg
h
 R

aj
・

山
中

晶
子

・
大

友
和

夫
17

：
00

O
-6
6

ア
メ

リ
カ

・
ワ

シ
ン

ト
ン

州
，

S
an

 J
u
an

 I
sl
an

d
の

中
生

代
付

加
体

D
ea

dm
an

 B
ay

 t
er

ra
ne

中
の

ペ
ル

ム
紀

海
山

の
重

力
流

堆
積

物
．

山
縣

　
毅

17
：

15
O
-6
7

O
n
eG

eo
lo
g
y
－

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
時

代
の

国
際

地
質

図
．

脇
田

浩
二

・
バ

ン
デ

ィ
バ

ス
　

ジ
ョ

エ
ル

・
伏

座
長

：
田

沢
純

一
（

54
-5
7）

，
豊

島
剛

志
（

58
-6
1）

，
笹

尾
英

嗣
（

62
-6
5）

，
高

橋
　

浩
（

66
-6
7）

講
演
会
場
　
43

（
定
番
）
地
域
地
質
・
地
域
層
序

14
：

00
O
-1
80

中
部

地
方

領
家

帯
，

伊
那

山
脈

の
細

粒
苦

鉄
質

岩
岩

脈
に

つ
い

て
．

手
塚

恒
人

14
：

15
O
-1
81

中
部

地
方

領
家

帯
神

原
ト

ー
ナ

ラ
イ

ト
に

お
け

る
S
r

同
位

体
初

生
値

の
不

均
質

と
同

化
作

用
．

壷
井

基
裕

・
淺

原
良

浩
14

：
30

O
-1
82

海
嶺

下
の

メ
ル

ト
レ

ン
ズ

の
挙

動
～

オ
マ

ー
ン

オ
フ

ィ
オ

ラ
イ

ト
上

部
斑

レ
イ

岩
層

か
ら

の
検

討
～

．
野

川
裕

・
足

立
佳

子
・

宮
下

純
夫

14
：

45
O
-1
83

海
嶺

セ
グ

メ
ン

ト
境

界
部

の
溶

岩
層

序
か

ら
検

討
し

た
軸

上
‐

オ
フ

ア
ク

シ
ス

火
成

活
動

の
変

遷
‐

オ
マ

ー
ン

オ
フ

ィ
オ

ラ
イ

ト
の

例
‐

．
草

野
有

紀
・

宮
下

純
夫

・
海

野
　

進
15

：
00

O
-1
84

オ
マ

ー
ン

オ
フ

ィ
オ

ラ
イ

ト
F
iz
h
岩

体
北

端
部

に
お

け
る

マ
ン

ト
ル

セ
ク

シ
ョ

ン
の

カ
ン

ラ
ン

岩
と

苦
鉄

質
・

超
苦

鉄
質

ダ
イ

ク
の

組
成

関
係

．
佐

藤
力

樹
・

高
澤

栄
一

15
：

15
O
-1
85

オ
マ

ー
ン

オ
フ

ィ
オ

ラ
イ

ト
マ

ン
ト

ル
セ

ク
シ

ョ
ン

に
お

け
る

苦
鉄

質
－

超
苦

鉄
質

ダ
イ

ク
の

多
様

性
と

起
源

．
金

澤
晋

太
郎

・
高

澤
栄

一
15

：
30

O
-1
86

海
洋

リ
ソ

ス
フ

ェ
ア

マ
ン

ト
ル

の
変

遷
：

オ
マ

ー
ン

・
フ

ィ
ズ

岩
体

の
例

．
高

澤
栄

一
・

村
上

龍
太

朗
・

金
澤

晋
太

郎
・

佐
藤

力
樹

座
長

：
古

川
邦

之
（

18
0-
18

2）
，
壷

井
基

裕
（

18
3-
18

6）

講
演
会
場
　
31

（
定
番
）
深
成
岩
と
火
山
岩

16
：

15
O
-1
75

姶
良

カ
ル

デ
ラ

，
29

ca
l 
k
a 

B
P
の

大
規

模
噴

火
の

推
移

に
つ

い
て

．
福

田
登

志
郎

・
小

林
哲

夫
16

：
30

O
-1
76

阿
久

根
1,
2火

砕
流

と
水

成
層

に
挟

ま
る

テ
フ

ラ
と

の
対

比
．

水
野

清
秀

・
宝

田
晋

治
・

星
住

英
夫

16
：

45
O
-1
77

阿
武

火
山

群
伊

良
尾

火
山

の
噴

火
史

と
岩

石
学

的
特

徴
．

永
尾

隆
志

・
清

杉
孝

司
・

堀
川

義
之

17
：

00
O
-1
78

伊
豆

半
島

北
東

部
の

第
四

系
水

中
火

山
岩

の
産

状
．

及
川

輝
樹

・
石

塚
　

治
17

：
15

O
-1
79

活
火

山
恵

山
の

長
期

的
ハ

ザ
ー

ド
評

価
．

三
浦

大
助

・
土

志
田

　
潔

座
長

：
三

浦
大

助
（

17
5-
17

7）
，
永

尾
隆

志
（

17
8-
17

9）

（
定
番
）
噴
火
と
火
山
発
達
史

の
視

点
．

清
水

以
知

子
・

廬
　

志
強

・
吉

田
鎮

男
・

板
谷

徹
丸

島
祐

一
郎

・
宝

田
晋

治



（ ）12

■
9月
5日
（
土
）
午
後

14
：
00

会
場

14
：

00
O
-2
9

IB
M

基
盤

リ
ソ

ス
フ

ェ
ア

：
上

部
マ

ン
ト

ル
か

ん
ら

ん
岩

．
新

井
田

清
信

・
千

葉
恵

美
・

東
　

豊
土

・
石

井
輝

秋
14

：
15

O
-3
0（
招
待
）

伊
豆

・
小

笠
原

弧
に

お
け

る
極

初
期

島
弧

地
殻

断
面

の
発

見
．

谷
健

一
郎

・
宿

野
浩

司
・

平
原

由
香

・
羽

生
　

毅
・

高
橋

俊
郎

・
N

ic
h
o
ls

A
le
xa

nd
er

・
V
ag

la
ro

v 
B
. 
St

.・
D
un

kl
ey

 D
an

ie
l 
J.
・

森
下

知
晃

・
針

金
由

美
子

・
町

　
澄

秋
・

石
塚

　
治

・
宮

嶋
優

希
14

：
30

O
-3
1

小
笠

原
弧

の
基

盤
と

し
て

の
大

町
海

山
蛇

紋
岩

体
．

植
田

勇
人

・
臼

杵
直

・
平

内
建

一
・

メ
シ

ェ
デ

マ
ー

テ
ィ

ン
・

新
井

田
清

信
・

Y
K
08

-0
5研

究
者

一
同

14
：

45
O
-3
2

マ
リ

ア
ナ

前
弧

に
分

布
す

る
蛇

紋
岩

海
山

中
の

か
ん

ら
ん

岩
の

性
質

と
蛇

紋
岩

化
作

用
．

村
田

恵
子

・
前

川
寛

和
15

：
00

O
-3
3

マ
リ

ア
ナ

ト
ラ

フ
か

ん
ら

ん
岩

中
の

は
ん

れ
い

岩
脈

の
成

因
．

千
葉

恵
美

・
新

井
田

清
信

15
：

15
O
-3
4

ゴ
ジ

ラ
ム

リ
オ

ン
の

発
生

と
パ

レ
ス

ベ
ラ

背
弧

海
盆

の
進

化
．

針
金

由
美

子
・

道
林

克
禎

・
小

原
泰

彦
15

：
30

O
-3
5

世
界

最
深

の
海

洋
底

岩
石

試
料

：
ト

ン
ガ

海
溝

か
ん

ら
ん

岩
．

道
林

克
禎

・
上

原
茂

樹
・

新
海

優
里

・
針

金
由

美
子

・
石

井
輝

秋
・

沖
野

郷
子

15
：

45
O
-3
6

衝
突

帯
の

深
成

岩
．

田
村

芳
彦

16
：

00
O
-3
7

海
洋

性
島

弧
創

成
期

の
マ

グ
マ

プ
ロ

セ
ス

の
解

明
－

小
笠

原
海

嶺
潜

航
調

査
速

報
－

．
石

塚
　

治
・

湯
浅

真
人

・
谷

健
一

郎
・

海
野

　
進

・
針

金
由

美
子

・
金

山
恭

子
・

宮
嶋

優
希

・
リ

ー
ガ

ン
　

マ
ー

ク
16

：
15

O
-3
8

北
部

伊
豆

・
小

笠
原

弧
ベ

ヨ
ネ

ー
ズ

背
弧

海
域

か
ら

採
取

さ
れ

た
酸

性
火

山
岩

お
よ

び
深

成
岩

類
．

坂
本

　
泉

・
金

　
容

義
・

馬
場

久
紀

・
花

田
正

明
・

宮
嶋

優
希

・
石

田
光

男
・

岡
村

　
聡

・
高

橋
成

実
16

：
30

O
-3
9

伊
豆

・
小

笠
原

弧
、

新
黒

瀬
堆

海
域

に
お

け
る

玄
武

岩
質

マ
グ

マ
活

動
．

と
そ

の
起

源
．

平
原

由
香

・
谷

健
一

郎
・

石
塚

　
治

・
宿

野
浩

司
・

A
le
x

N
ic
ho

ls
・

R
ic
ha

rd
  
F
is
ke

・
D
an

ie
l 
D
un

kl
ey

・
荻

津
　

達
16

：
45

O
-4
0

ソ
レ

ア
イ

ト
vs

. 
カ

ル
ク

ア
ル

カ
リ

系
列

と
島

弧
地

殻
の

進
化

；
IB

M
玄

武
岩

の
融

解
実

験
に

よ
る

制
約

．
巽

　
好

幸
・

鈴
木

敏
弘

17
：

00
O
-4
1

岩
石

の
地

震
波

速
度

か
ら

見
た

海
洋

性
島

弧
の

地
殻

マ
ン

ト
ル

構
造

．
石

川
正

弘

座
長

：
針

金
由

美
子

（
29

-3
2）

，
坂

本
　

泉
（

33
-3
6）

，
植

田
勇

人
（

37
-4
1）

講
演
会
場
　
41

（
ト
ピ
ッ
ク
）
IB
M
の
発
生
と
進
化

日
本
地
質
学
会
第
11
6年
学
術
大
会
　
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

※
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

講
演

に
は

（
S）

，
ト

ピ
ッ

ク
お

よ
び

定
番

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

講
演

に
は

（
O
）

の
通

し
番

号
が

つ
い

て
い

ま
す

．
※
講
演
タ
イ
ト
ル
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
一
部
略
記
版
を
掲
載
し
て
い
ま
す
．

正
し

い
タ

イ
ト

ル
は

講
演

要
旨

集
を

ご
覧

下
さ

い
．

14
：

00
O
-1
51

月
探

査
機

か
ぐ

や
の

L
R
S
に

よ
る

地
下

探
査

で
推

定
さ

れ
た

，
湿

り
の

海
に

お
け

る
玄

武
岩

の
総

厚
と

そ
の

テ
ク

ト
ニ

ッ
ク

な
意

義
．

山
路

　
敦

・
押

上
祥

子
・

山
口

　
靖

・
中

川
広

務
・

熊
本

篤
志

・
小

野
高

幸
・

小
林

敬
生

14
：

15
O
-1
52

G
P
S
，

地
震

，
地

表
変

位
の

デ
ー

タ
に

基
づ

く
断

層
活

動
の

確
率

論
的

な
長

期
評

価
手

法
．

後
藤

淳
一

・
土

　
宏

之
14

：
30

O
-1
53

京
都

府
北

部
，

上
林

川
断

層
の

横
ず

れ
イ

ン
バ

ー
ジ

ョ
ン

．
亀

高
正

男
・

岸
本

弘
樹

・
梅

田
孝

行
・

松
場

康
二

・
東

　
篤

義
・

山
根

　
博

・
松

井
和

夫
・

魚
住

誠
司

・
岩

森
暁

如
・

玉
田

潤
一

郎
・

金
谷

賢
生

14
：

45
O
-1
54

三
郡

-中
国

帯
の

二
帯

並
列

構
造

の
成

因
．

早
坂

康
隆

・
宮

本
隆

實
・

勝
部

亜
矢

・
藤

井
正

博
・

伏
木

　
治

15
：

00
O
-1
55

温
度

上
昇

に
よ

る
構

造
運

動
－

白
亜

紀
の

西
南

日
本

内
帯

－
．

豊
原

富
士

夫 15
：

15
O
-1
56

砂
質

片
岩

中
の

ジ
ル

コ
ン

の
年

代
分

布
に

基
づ

く
三

波
川

帯
の

再
区

分
．

大
藤

　
茂

・
下

條
将

徳
・

青
木

一
勝

・
中

間
隆

晃
・

丸
山

茂
徳

・
柳

井
修

一
15

：
30

O
-1
57

ピ
ス

ト
ン

・
シ

リ
ン

ダ
ー

型
実

験
装

置
を

用
い

た
「

ク
ラ

ッ
ク

・
フ

リ
ー

」
弾

性
波

速
度

測
定

．
斉

藤
　

哲
・

石
川

正
弘

・
有

馬
　

眞
・

巽
　

好
幸

座
長

：
佐

藤
活

志
（

15
1-
15

4）
，

小
林

健
太

（
15

5-
15

7）

講
演
会
場
　
42

（
定
番
）
テ
ク
ト
ニ
ク
ス

14
：

00
O
-1
17

津
軽

堆
積

盆
地

に
分

布
す

る
中

新
統

硬
質

泥
岩

の
石

油
根

源
岩

評
価

．
下

総
麻

衣
子

・
数

田
文

代
・

氏
家

良
博

14
：

15
O
-1
18

四
国

～
房

総
半

島
付

加
体

の
有

機
物

タ
イ

プ
と

発
生

炭
化

水
素

量
の

見
積

り
．

三
瓶

良
和

・
田

中
孝

典
・

大
澤

一
久

・
徳

平
太

一
・

中
村

隆
之

14
：

30
O
-1
19

新
潟

県
小

千
谷

油
田

の
産

油
層

準
－

基
礎

試
錐

「
小

国
」

の
石

油
地

質
（

そ
の

１
）．

加
藤

　
進

・
三

輪
美

智
子

・
平

松
　

力

座
長

：
大

久
保

　
進

（
11

7-
11

9）

講
演
会
場
　
51

（
定
番
）
石
油
・
石
炭

16
：

00
O
-1
20

男
鹿

半
島

北
岸

の
更

新
統

北
浦

層
中

に
発

達
す

る
脈

状
構

造
．

西
川

　
治

16
：

15
O
-1
21

阿
寺

断
層

破
砕

帯
の

最
新

す
べ

り
面

に
お

け
る

M
n
鉱

物
の

形
成

．
大

谷
具

幸
・

沓
名

亮
輔

・
小

嶋
　

智
・

大
橋

聖
和

16
：

30
O
-1
22

有
馬

－
高

槻
構

造
線

六
甲

断
層

に
発

達
す

る
断

層
破

砕
帯

の
幅

に
つ

い
て

．
山

下
和

彦
・

林
　

愛
明

16
：

45
O
-1
23

脈
状

断
層

ガ
ウ

ジ
：

活
断

層
帯

の
「

地
震

化
石

」．
林

　
愛

明
17

：
00

O
-1
24

ボ
ー

リ
ン

グ
コ

ア
に

よ
る

中
央

構
造

線
の

延
性

断
層

岩
の

構
造

．
藤

本
光

一
郎

・
重

松
紀

生
・

古
谷

直
人

・
木

村
希

生
・

竹
下

　
徹

17
：

15
O
-1
25

中
央

構
造

線
の

脆
性

断
層

岩
．

重
松

紀
生

・
藤

本
光

一
郎

・
田

中
伸

明
・

古
谷

直
人

・
木

村
希

生
・

森
　

　
宏

・
Si
m
on

 W
ol
lis

座
長

：
大

坪
　

誠
（

12
0-
12

1）
，

西
川

　
治

（
12

2-
12

5）

（
定
番
）
岩
石
鉱
物
の
破
壊
と
変
形

15
：

00
O
-9
6

堆
積

盆
埋

積
様

式
の

類
型

化
そ

の
２

：
２

次
元

変
化

と
砕

屑
物

供
給

．
高

野
　

修
・

C
hr

is
 P

ao
la
・

P
au

l 
H
el
le
r

15
：

15
O
-9
7

熱
河

層
群

の
堆

積
盆

テ
ク

ト
ニ

ク
ス

．
坂

井
　

卓
・

太
田

　
亨

・
平

野
弘

道
・

香
西

　
武

・
リ

ー
　

ガ
ン

15
：

30
O
-9
8

韓
国

西
部

に
お

け
る

ジ
ュ

ラ
紀

造
山

同
時

堆
積

作
用

．
江

川
浩

輔
・

李
容

鎰
15

：
45

O
-9
9

火
山

性
巨

大
洪

水
：

十
和

田
カ

ル
デ

ラ
，

奥
入

瀬
渓

流
，

三
本

木
扇

状
地

に
見

ら
れ

る
証

拠
．

片
岡

香
子

16
：

00
O
-1
00

山
形

県
新

庄
盆

地
西

縁
部

の
鮮

新
世

古
地

理
の

変
遷

．
守

屋
俊

治
・

鎮
西

清
高

・
中

嶋
　

健
・

檀
原

　
徹

16
：

15
O
-1
01

常
磐

沖
の

地
震

波
断

面
中

に
見

ら
れ

る
鮮

新
統

の
堆

積
シ

ー
ケ

ン
ス

．
保

柳
康

一
・

中
村

恭
之

・
畑

中
　

彩
・

柳
沢

幸
夫

16
：

30
O
-1
02

新
潟

堆
積

盆
地

蒲
原

平
野

の
地

下
に

分
布

す
る

椎
谷

層
相

当
層

の
堆

積
シ

ス
テ

ム
．

荒
戸

裕
之

・
加

藤
　

明
・

山
本

尚
史

・
保

柳
康

一

座
長

：
柴

田
健

一
郎

（
96

-9
9）

，
中

条
武

司
（

10
0-
10

2）

（
定
番
）
堆
積
相
と
堆
積
シ
ス
テ
ム



（ ）13

■
9月
5日
（
土
）
午
後

14
：
00

会
場

14
：

00
O
-2
3

熊
野

沖
付

加
プ

リ
ズ

ム
の

発
達

と
前

弧
海

盆
の

形
成

．
芦

寿
一

郎
・

青
池

寛
・

眞
砂

英
樹

14
：

15
O
-2
4

熊
野

ト
ラ

フ
に

お
け

る
後

期
更

新
世

火
山

灰
層

序
．

金
松

敏
也

・
林

　
広

樹 14
：

30
O
-2
5

熊
野

灘
海

底
砂

層
の

記
載

と
後

背
地

・
IO

D
P
第

31
5次

航
海

．
眞

砂
英

樹
14

：
45

O
-2
6

南
海

掘
削

コ
ア

試
料

の
三

軸
圧

縮
強

度
．

林
　

為
人

・
中

村
敏

明
・

C
ha

ng
 C

ha
nd

on
g・

多
田

井
修

・
坂

口
　

真
澄

・
廣

瀬
丈

洋
・

谷
川

　
亘

15
：

00
O
-2
7

南
海

ト
ラ

フ
地

震
コ

ア
の

ビ
ト

リ
ナ

イ
ト

．
坂

口
有

人
・

IO
D

P
E
xp

31
6乗

船
研

究
者

一
同

15
：

15
O
-2
8

沈
み

込
み

帯
に

お
け

る
堆

積
物

の
続

成
過

程
・

ウ
ェ

ッ
ジ

形
状

・
地

震
サ

イ
ク

ル
．

橋
本

善
孝

座
長

：
橋

本
善

孝
（

23
-2
7）

，
坂

口
有

人
（

28
）

講
演
会
場
　
52

（
ト
ピ
ッ
ク
）「
ち
き
ゅ
う
」
南
海
ト
ラ
フ
掘
削
の
成
果日
本
地
質
学
会
第
11
6年
学
術
大
会
　
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

※
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

講
演

に
は

（
S）

，
ト

ピ
ッ

ク
お

よ
び

定
番

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

講
演

に
は

（
O
）

の
通

し
番

号
が

つ
い

て
い

ま
す

．
※
講
演
タ
イ
ト
ル
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
一
部
略
記
版
を
掲
載
し
て
い
ま
す
．

正
し

い
タ

イ
ト

ル
は

講
演

要
旨

集
を

ご
覧

下
さ

い
．

14
：

00
O
-2
31

大
分

県
別

府
湾

の
表

層
堆

積
物

中
の

重
金

属
元

素
濃

度
分

布
．

天
野

敦
子

・
阿

草
哲

郎
・

加
　

三
千

宣
・

大
森

浩
二

・
武

岡
英

隆
・

杉
本

隆
成

14
：

15
O
-2
32

日
本

各
地

に
お

け
る

湖
沼

堆
積

物
中

の
化

石
燃

料
燃

焼
物

質
の

時
空

間
分

布
．

北
瀬

（
村

上
）

晶
子

・
山

崎
秀

夫
・

森
脇

　
洋

・
平

川
恵

梨
・

吉
川

周
作 14

：
30

O
-2
33

竜
の

口
層

に
含

ま
れ

る
重

金
属

類
含

有
量

と
溶

出
挙

動
．

土
屋

範
芳

・
荒

川
淳

一
14

：
45

O
-2
34

関
東

ロ
ー

ム
の

有
す

る
汚

染
水

浄
化

能
力

の
定

量
的

検
討

．
香

村
一

夫
・

馬
場

直
紀

・
遠

藤
庸

弘
15

：
00

O
-2
35

廃
棄

物
埋

立
跡

地
で

の
地

下
空

気
吸

引
と

地
下

水
揚

水
に

よ
る

浄
化

に
伴

う
地

盤
沈

下
．

楠
田

　
隆

・
吉

田
　

剛
・

古
野

邦
雄

・
笠

原
　

豊
・

香
川

淳
・

西
川

順
二

・
濱

口
　

聡
・

宮
崎

　
隆

・
田

村
嘉

之
・

石
井

泰
裕

・
風

岡
修

・
加

藤
晶

子
・

山
本

真
理

・
酒

井
　

豊
15

：
15

O
-2
36

地
下

水
質

と
観

測
井

－
印

西
市

浦
部

地
区

観
測

井
デ

ー
タ

か
ら

－
．

酒
井

豊
・

風
岡

　
修

・
加

藤
晶

子
・

楠
田

　
隆

・
村

越
道

弘
・

篠
田

正
彦

・
清

水
健

一
・

細
谷

　
有

・
石

井
　

亮
・

八
槇

明
子

・
青

木
勝

宏
・

吉
田

　
剛

・
山

本
真

理
15

：
30

O
-2
37

地
質

汚
染

調
査

．
上

砂
正

一
15

：
45

O
-2
38

航
空

レ
ー

ザ
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
里

山
地

域
の

景
観

生
態

学
的

評
価

．
小

荒
井

　
衛

・
中

埜
貴

元
・

長
澤

良
太

・
日

置
佳

之
16

：
00

O
-2
39

中
国

四
川

省
，

川
地

震
断

層
の

地
中

レ
ー

ダ
画

像
．

宮
田

隆
夫

・
洪

景
鵬

・
付

　
小

方
16

：
15

O
-2
40

長
野

市
北

部
地

域
の

後
背

湿
地

堆
積

物
と

中
越

沖
地

震
被

害
ほ

か
．

塩
野

敏
昭

16
：

30
O
-2
41

砂
丘

内
陸

側
斜

面
下

部
に

見
ら

れ
る

液
状

化
－

流
動

化
現

象
．

風
岡

修
・

佐
藤

光
男

・
吉

田
剛

・
古

野
邦

雄
・

楠
田

　
隆

・
香

川
　

淳
・

酒
井

豊
・

原
　

　
雄

・
香

村
一

夫
・

佐
藤

賢
司

・
楡

井
　

久
16

：
45

O
-2
42

廃
棄

物
最

終
処

分
場

の
L
in
er

と
活

地
塊

．
楡

井
　

久
17

：
00

O
-2
43

防
災

リ
ス

ク
環

境
の

形
成

素
因

と
防

災
の

要
諦

．
志

岐
常

正
・

藤
田

崇
・

中
川

康
一

・
小

林
芳

生
・

小
井

土
由

光

座
長

：
吉

田
　

剛
（

23
1-
23

4）
，

天
野

敦
子

（
23

5-
23

8）
，

小
荒

井
　

衛
（

23
9-
24

2）
，

川
辺

孝
幸

（
24

3）講
演
会
場
　
54

（
定
番
）
環
境
地
質

14
：

00
O
-1
（
招
待
）

N
ob

le
 G

as
 G

eo
ch

em
is
tr
y 

on
 M

at
er

ia
ls
 f
ro

m
 E

ar
th

's
 I
nt

er
io
r．

T
ak

uy
a 
M

at
su

m
ot
o

14
：

15
O
-2

マ
ン

ト
ル

の
K
,U

の
バ

ジ
ェ

ッ
ト

．
羽

生
　

毅
14

：
30

O
-3

A
r-
A
r及

び
I-
X
e法

の
拡

張
に

よ
る

極
微

量
ハ

ロ
ゲ

ン
の

検
出

．
角

野
浩

史
・

馬
上

謙
一

・
長

尾
敬

介
14

：
45

O
-4

希
ガ

ス
と

年
代

測
定

．
兼

岡
一

郎
15

：
00

休
憩

15
：

10
O
-5

断
層

帯
の

熱
年

代
学

．
田

上
高

広
15

：
25

O
-6

（
U
-T

h
）/

H
e年

代
法

と
そ

の
応

用
．

山
田

国
見

・
花

室
孝

広
・

島
田

耕
史

・
梅

田
浩

司
・

田
上

高
広

・
高

木
秀

雄
・

山
田

隆
二

15
：

40
O
-7

断
層

岩
を

模
し

た
摩

擦
溶

融
実

験
で

の
K
-A

r年
代

の
若

返
り

．
佐

藤
佳

子
・

廣
瀬

丈
洋

・
熊

谷
英

憲
・

田
村

　
肇

・
溝

口
一

生
・

嶋
本

利
彦

15
：

55
O
-8

高
圧

変
成

岩
中

の
白

雲
母

K
-A

r年
代

の
閉

鎖
温

度
．

郷
津

知
太

郎
16

：
10

休
憩

16
：

20
O
-9

蔵
王

火
山

、
最

新
期

噴
出

物
の

K
-A

r年
代

測
定

．
武

部
義

宜
・

佐
藤

佳
子

・
熊

谷
英

憲
・

伴
　

雅
雄

16
：

35
O
-1
0

年
代

標
準

試
料

候
補

M
Z
94

の
分

析
値

．
岩

田
尚

能
・

齋
藤

和
男

・
角

野
浩

史
・

佐
藤

佳
子

16
：

50
O
-1
1

ア
ル

ゴ
ン

同
位

体
の

質
量

分
別

線
．

柳
　

善
榮

・
兵

藤
博

信
・

板
谷

徹
丸

17
：

05
O
-1
2

微
小

試
料

レ
ー

ザ
ー

40
A
r/

39
A
r年

代
．

兵
藤

博
信

・
板

谷
徹

丸

座
長

：
角

野
浩

史
（

1-
2，

4-
6，

12
），

兵
藤

博
信

（
3，

7-
11

）

講
演
会
場
　
55

（
ト
ピ
ッ
ク
）
希
ガ
ス
年
代
測
定

15
：

30
O
-1
36

反
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
・

テ
イ

パ
ー

理
論

．
阪

口
　

秀
・

堀
　

高
峰

15
：

45
O
-1
37

古
生

代
後

期
緑

色
岩

の
火

成
活

動
，

北
部

秩
父

帯
．

辻
　

智
大

・
渋

谷
奨

・
榊

原
正

幸
・

堀
　

利
栄

16
：

00
O
-1
38

沈
み

込
み

帯
地

震
発

生
帯

の
E
S
R
熱

年
代

学
．

福
地

龍
郎

・
今

井
　

登
・

徐
　

　
垣

・
宋

　
聖

榮

座
長

：
坂

口
有

人
（

13
6-
13

8）

（
定
番
）
付
加
体
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招
待
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C
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g
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d
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m
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n
 a

n
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u
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u
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n
．

M
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T
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m
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：

55
C
lo
si
ng

 r
em

ar
ks

．
T
. N
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m
a

座
長

：
T
. H

ir
aj
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-4
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，
M
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m
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ホ
ー
ル

（
シ
ン
ポ
）
A 
sp
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ia
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m
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an
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：
坂
野
昇
平
追
悼

日
本
地
質
学
会
第
11
6年
学
術
大
会
　
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

※
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

講
演

に
は

（
S）

，
ト

ピ
ッ

ク
お

よ
び

定
番

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

講
演

に
は

（
O
）

の
通

し
番

号
が

つ
い

て
い

ま
す

．
※
講
演
タ
イ
ト
ル
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
一
部
略
記
版
を
掲
載
し
て
い
ま
す
．

正
し

い
タ

イ
ト

ル
は

講
演

要
旨

集
を

ご
覧

下
さ

い
．

９
：

00
挨

拶
．

升
本

眞
二

９
：

05
S
-5
4

都
市

地
質

研
究

に
お

け
る

三
次

元
モ

デ
ル

と
そ

の
構

築
手

法
．

木
村

克
己

・
石

原
与

四
郎

・
小

松
原

純
子

・
根

本
達

也
・

江
藤

稚
佳

子
９

：
30

S
-5
5

三
次

元
地

質
モ

デ
ル

の
基

本
要

素
と

地
質

構
造

の
論

理
モ

デ
ル

．
升

本
眞

二
・

塩
野

清
治

・
根

本
達

也
・

野
々

垣
　

進
９

：
50

S
-5
6

地
質

構
造

の
論

理
モ

デ
ル

を
用

い
た

三
次

元
地

質
モ

デ
リ

ン
グ

：
デ

ー
タ

処
理

と
可

視
化

．
根

本
達

也
・

升
本

眞
二

・
塩

野
清

治
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：
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S
-5
7（
招
待
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地
質

調
査

業
に

お
け

る
三

次
元

モ
デ

ル
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丸

昌
則
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：
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石
油
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に
お

け
る

３
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元
貯

留
層

モ
デ
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ン

グ
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野
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・
辻

　
隆

司
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：
55

S
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9

侵
食

谷
形

状
モ

デ
リ

ン
グ
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辻

　
隆

司
・

柏
原

功
治

・
山
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己
・

加
藤
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・
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野
　

修
・

岡
田
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：
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グ
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．
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宇

田
亮
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：
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古
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）
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ポ
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：
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ポ

ジ
ウ

ム
趣

旨
説

明
９

：
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．
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野
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９

：
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．
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９
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．
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９

：
28

S
-1
2

岡
山

・
神

戸
の

古
第

三
紀

玄
武

岩
．

松
浦

浩
久

・
妹

尾
　

護
９

：
41

S
-1
3

（
コ

メ
ン

ト
）

瀬
戸

内
海

東
部

沿
岸

域
の

古
第

三
紀

の
貝

形
虫

化
石

の
古

海
洋

お
よ

び
貝

形
虫

の
変

遷
史

に
関

す
る

意
義

．
山

口
龍

彦
９

：
46

S
-1
4

山
陰

地
域

の
古

第
三

紀
コ

ー
ル

ド
ロ

ン
群

の
K
-A

r
年

代
．

今
岡

照
喜

・
君

波
和

雄
・

長
松

　
雄

・
板

谷
徹

丸 ９
：

59
S
-1
5

西
南

日
本

に
分

布
す

る
始

新
統

～
漸

新
統

と
日

本
海

開
裂

の
初

期
過

程
．

鹿
野

和
彦

10
：

12
S
-1
6

島
根

県
東

部
中

新
統

古
浦

層
に

記
録

さ
れ

た
環

境
の

変
化

．
酒

井
哲

弥
・

古
川

絢
子

10
：

25
S
-1
7

中
国

山
地

の
海

成
中

新
統

か
ら

の
微

化
石

群
集

．
入

月
俊

明
・

林
　

広
樹

・
瀬

戸
浩

二
・

田
中

裕
一

郎
・

松
山

和
馬

・
岩

谷
北

斗
・

後
藤

隆
嗣

10
：

42
S
-1
8（
招
待
）

中
国

地
方

下
の

地
震

活
動

と
地

下
構

造
．

三
好

崇
之

10
：

56
S-
19

中
国

地
方

の
漸

新
統

か
ら

み
た

西
南

日
本

弧
発

達
の

諸
問

題
．

尾
崎

正
紀

11
：

09
S
-2
0

西
南

日
本

の
時

計
回

り
回

転
：

到
達

点
と

課
題

．
星

博
幸

11
：

22
S
-2
1

M
es

oz
oi
c 

op
po

si
te
 t
ec

to
ni
c 

ro
ta
ti
on

s 
of
 t
w
o

bl
oc

ks
 a

lo
ng

 t
he

 e
as

te
rn

 m
ar

gi
n 

of
 t
he

 A
si
an

co
nt

in
en

t．
Y
o-
ic
hi
ro

  
O
to
fu

ji
11

：
32

S
-2
2

西
南

日
本

外
帯

前
期

中
新

世
形

成
仮

説
．

高
橋

雅
紀

11
：

47
総

合
討

論

座
長

：
酒

井
哲

弥
・

松
原

尚
志

（
10

-1
3）

，
入

月
俊

明
・

沢
田

順
弘

（
14

-1
7）

，
沢

田
順

弘
・

尾
崎

正
紀

（
18

-2
2）

講
演
会
場
　
31

（
シ
ン
ポ
）
中
国
地
方
の
新
生
界
の
諸
問
題
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■
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6日
（
日
）
午
前

9：
00

会
場

９
：

00
O
-1
03

多
毛

類
化

石
と

そ
の

生
痕

の
三

次
元

構
造

と
本

郷
層

の
堆

積
環

境
．

金
光

男
・

柏
原

秀
雄

・
池

原
　

研
・

牧
野

州
明

・
保

柳
康

一
９

：
15

O
-1
04

F
lu
id
 m

u
d
堆

積
物

に
お

け
る

「
粒

状
構

造
」

の
サ

イ
ズ

分
布

．
西

田
尚

央
・

伊
藤

　
慎

９
：

30
O
-1
05

S
r同

位
体

比
を

用
い

た
仙

台
湾

海
浜

砂
の

動
態

解
析

．
齋

藤
　

有
・

田
村

亨
・

中
野

孝
教

９
：

45
O
-1
06

砂
岩

中
の

ジ
ル

コ
ン

年
代

に
よ

る
過

去
の

後
背

地
研

究
．

中
間

隆
晃

・
丸

山
茂

徳
・

平
田

岳
史

・
大

藤
　

茂
・

柳
井

修
一

10
：

00
O
-1
07

新
潟

県
新

津
油

田
，

金
津

層
・

平
層

（
最

上
部

中
新

統
～

下
部

鮮
新

統
）

中
の

「
コ

ン
タ

ー
ラ

イ
ト

」．
栗

田
裕

司
10

：
15

O
-1
08

鹿
児

島
県

薩
摩

硫
黄

島
長

浜
湾

に
お

け
る

鉄
沈

殿
機

構
の

推
定

．
永

田
知

研
・

清
川

昌
一

・
二

宮
知

美
・

坂
本

　
亮

・
竹

原
真

美
・

池
原

　
実

・
小

栗
一

将
・

後
藤

秀
作

・
伊

藤
　

孝
・

山
口

耕
生

10
：

30
O
-1
09

D
X
C
L
掘

削
報

告
３

：
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

・
ピ

ル
バ

ラ
海

岸
グ

リ
ー

ン
ス

ト
ー

ン
帯

に
お

け
る

32
億

年
前

の
堆

積
相

復
元

．
坂

本
　

亮
・

清
川

昌
一

・
伊

藤
　

孝
・

池
原

　
実

・
奈

良
岡

　
浩

・
山

口
耕

生
・

菅
沼

悠
介

・
細

井
健

太
郎

・
宮

本
弥

枝
10

：
45

O
-1
10

太
古

代
の

海
底

熱
水

系
層

序
：

D
X
C
L
掘

削
成

果
４

．
清

川
昌

一
・

伊
藤

孝
・

池
原

　
実

・
山

口
耕

生
・

奈
良

岡
浩

・
菅

沼
悠

介
・

坂
本

　
亮

・
細

井
健

太
郎

11
：

00
O
-1
11

原
生

代
末

期
に

お
け

る
深

海
の

酸
化

還
元

環
境

　
佐

藤
友

彦
・

磯
�

行
雄

・
松

尾
基

之
11

：
15

O
-1
12

先
カ

ン
ブ

リ
ア

紀
の

表
層

海
水

温
の

推
定

．
小

宮
　

剛
・

西
澤

　
学

・
平

田
岳

史
11

：
30

O
-1
13

南
中

国
W

en
g
’a

n
地

域
の

エ
デ

ィ
ア

カ
ラ

紀
リ

ン
酸

塩
岩

中
の

リ
ン

酸
塩

と
炭

酸
塩

の
ス

ト
ロ

ン
チ

ウ
ム

局
所

分
析

と
リ

ン
の

ソ
ー

ス
．

岡
田

吉
弘

・
澤

木
佑

介
・

小
宮

　
剛

・
西

澤
　

学
・

高
畑

直
人

・
佐

野
有

司
・

丸
山

茂
徳

11
：

45
O
-1
14

原
生

代
後

期
、

南
中

国
W

en
g
’a

n
地

域
の

最
古

動
物

胚
化

石
を

含
む

微
化

石
を

構
成

す
る

リ
ン

酸
塩

鉱
物

の
U
-P

b
３

次
元

コ
ン

コ
ー

デ
ィ

ア
年

代
．

村
上

一
輝

・
澤

木
佑

介
・

平
田

岳
史

・
北

島
宏

輝
・

佐
野

有
司

・
小

宮
　

剛

座
長

：
吉

河
秀

郎
（

1
0
3
-1

0
6
）
，

西
田

尚
央

（
1
0
7
-1

1
0
）
，

清
川

昌
一

（
11

1-
11

4）

講
演
会
場
　
51

（
定
番
）
堆
積
作
用
・
堆
積
過
程

日
本
地
質
学
会
第
11
6年
学
術
大
会
　
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

※
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

講
演

に
は

（
S）

，
ト

ピ
ッ

ク
お

よ
び

定
番

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

講
演

に
は

（
O
）

の
通

し
番

号
が

つ
い

て
い

ま
す

．
※
講
演
タ
イ
ト
ル
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
一
部
略
記
版
を
掲
載
し
て
い
ま
す
．

正
し

い
タ

イ
ト

ル
は

講
演

要
旨

集
を

ご
覧

下
さ

い
．

９
：

00
O
-1
60

徳
島

県
上

勝
町

の
白

亜
紀

前
期

エ
ス

チ
ュ

ア
リ

奥
部

黒
色

泥
岩

か
ら

産
す

る
T
et
or

ia
 s

an
ch

ue
ns

is
の

自
生

産
状

．
箭

野
敬

典
・

近
藤

康
生

・
奈

良
正

和
・

高
橋

健
一

・
井

上
紀

子
・

菊
池

直
樹

・
香

西
　

武
９

：
15

O
-1
61

中
新

統
田

辺
層

群
白

浜
累

層
の

潮
汐

低
地

シ
ス

テ
ム

に
見

ら
れ

る
自

生
カ

キ
化

石
層

と
そ

の
成

因
　

下
郡

裕
之

・
高

橋
健

一
・

近
藤

康
生

・
奈

良
正

和
９

：
30

O
-1
62

中
新

世
汽

水
性

二
枚

貝
シ

オ
サ

ザ
ナ

ミ
科

S
ol
et

el
lin

a 
m

in
oe

n
si
sの

生
息

場
所

と
進

化
古

生
態

学
的

意
義

．
高

橋
健

一
・

近
藤

康
生

９
：

45
O
-1
63

貝
形

虫
化

石
群

集
に

基
づ

く
上

部
鮮

新
統

　
宮

崎
層

群
高

鍋
層

の
古

環
境

変
遷

．
岩

谷
北

斗
・

入
月

俊
明

・
林

広
樹

・
田

中
裕

一
郎

10
：

00
O
-1
64

日
本

の
下

部
中

新
統

よ
り

産
出

す
る

大
型

イ
シ

ガ
メ

科
（

カ
メ

目
）

に
関

す
る

予
察

的
考

察
．

平
山

　
廉

・
高

橋
亮

雄
・

薗
田

哲
平

・
加

藤
敬

史
・

河
野

重
範

・
鵜

飼
宏

明
・

角
谷

大
輔

10
：

15
O
-1
65

イ
ラ

ン
北

西
部

マ
ラ

ゲ
ー

産
後

期
中

新
世

有
蹄

類
化

石
頬

歯
メ

ゾ
ウ

エ
ア

解
析

．
仲

谷
英

夫
・

蓮
見

恵
理

・
宮

里
奈

央
・

渡
部

真
人

10
：

30
O
-1
66

岐
阜

県
大

野
町

石
山

石
灰

岩
の

生
層

序
．

川
合

康
司

・
高

橋
　

健
10

：
45

O
-1
67

福
岡

県
宮

若
市

，
脇

野
亜

層
群

中
の

石
灰

岩
礫

の
N
eo

sc
hw

ag
er

in
id
s．

太
田

泰
弘

・
阿

部
哲

夫
・

黒
河

雅
文

・
太

田
正

道
11

：
00

O
-1
68

南
中

国
の

呉
家

坪
/長

興
階

境
界

の
ア

ン
モ

ノ
イ

ド
と

コ
ノ

ド
ン

ト
．

永
広

昌
之

・
Sh

en
 S

hu
zh

on
g

11
：

15
O
-1
69

貝
殻

理
論

形
態

モ
デ

ル
の

統
一

に
向

け
て

．
生

形
貴

男
11

：
30

O
-1
70

北
海

道
の

後
期

中
新

統
厚

内
層

に
お

け
る

珪
藻

C
h
ae

to
ce

ro
s属

休
眠

胞
子

急
増

イ
ベ

ン
ト

．
須

藤
　

斎
・

萩
本

伸
太

11
：

45
O
-1
71

プ
ル

ー
ム

の
冬

増
強

版
．

磯
�

行
雄

座
長

：
北

村
晃

寿
（

16
0-
16

6，
17

0）
，

須
藤

　
斎

（
16

7-
17

1，
17

0を
除

く
）

講
演
会
場
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（
定
番
）
古
生
物

■
M
E
M
O
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．
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G
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m
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p
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p
d
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n
d
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n
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n．

Y
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ki
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S
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1

S
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S
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b
ag
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en
y
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:
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d
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d
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or
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en
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s 

p
ro

p
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ed
．

K
az

u
m
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a

A
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S
h
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ji
 

Y
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ot
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Sh

ig
en
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M
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a
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：
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m
m
en

t．
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：
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k
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：
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K
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A
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ot
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：
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p
h
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A
k
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a
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T
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p
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u
h
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k
i 
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T
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o 

K
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i,
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M
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am
ot
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i 
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u
h
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a
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a
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a
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i, 
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：
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D
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cu

ss
io
n

座
長

：
S
. 
M

ar
u
y
am

a（
29

-3
1）

，
Y
. 
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oz

ak
i（
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-

37
）

ホ
ー
ル

（
シ
ン
ポ
）
G
eo
te
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o
ni
c 
su
b
d
iv
is
io
n 
an
d
 e
vo
lu
tio
n 
o
f 
th
e

Ja
p
an
es
e 
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s：
日
本
列
島
構
造
発
達
史

日
本
地
質
学
会
第
11
6年
学
術
大
会
　
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

※
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

講
演

に
は

（
S）

，
ト

ピ
ッ

ク
お

よ
び

定
番

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

講
演

に
は

（
O
）

の
通

し
番

号
が

つ
い

て
い

ま
す

．
※
講
演
タ
イ
ト
ル
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
一
部
略
記
版
を
掲
載
し
て
い
ま
す
．

正
し

い
タ

イ
ト

ル
は

講
演

要
旨

集
を

ご
覧

下
さ

い
．

14
：

00
O
-2
59

地
学

教
育

委
員

会
の

活
動

．
阿

部
國

廣
14

：
15

O
-2
60

兵
庫

県
立

加
古

川
東

高
等

学
校

地
学

部
に

お
け

る
研

究
活

動
の

実
際

．
川

勝
和

哉
・

青
山

え
り

か
14

：
30

O
-2
61

国
際

地
学

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
現

状
と

課
題

．
久

田
健

一
郎

・
瀧

上
　

豊
14

：
45

O
-2
62

地
質

標
本

館
で

の
小

学
５

－
６

年
生

へ
の

地
層

の
学

習
内

容
．

玉
生

志
郎

・
森

尻
理

恵
・

澤
田

結
基

・
徳

橋
秀

一
15

：
00

O
-2
63

生
涯

学
習

の
場

で
の

地
学

教
育

．
先

山
　

徹
・

高
橋

晃
・

佐
藤

裕
司

・
平

松
紳

一
15

：
15

O
-2
64

神
保

小
虎

の
北

海
道

地
質

調
査

と
そ

の
成

果
．

松
田

義
章

15
：

30
O
-2
65

ダ
ー

ウ
ィ

ン
は

地
質

学
者

．
矢

島
道

子

座
長

：
矢

島
道

子
（

25
9-
26

4）
，

松
田

義
章

（
26

5）

講
演
会
場
　
43

（
定
番
）
地
学
教
育
・
地
学
史

14
：

00
O
-1
87

室
戸

岬
斑

れ
い

岩
か

ん
ら

ん
石

中
の

角
閃

石
含

有
多

相
固

体
包

有
物

の
起

源
．

星
出

隆
志

・
小

畑
正

明
14

：
15

O
-1
88

西
南

日
本

，
領

家
帯

柳
井

地
域

に
分

布
す

る
古

期
花

崗
岩

の
マ

グ
マ

過
程

．
西

塚
　

大
・

大
和

田
正

明
14

：
30

O
-1
89

京
都

府
北

部
丹

後
地

域
に

お
け

る
宮

津
花

崗
岩

の
地

球
化

学
的

研
究

．
西

垣
貴

史
・

壷
井

基
裕

14
：

45
O
-1
90

大
東

-横
田

の
マ

グ
ネ

タ
イ

ト
系

深
成

岩
類

を
生

じ
た

マ
グ

マ
の

累
進

的
酸

化
-純

度
の

高
い

磁
鉄

鉱
の

生
成

．
山

口
佳

昭
・

川
勝

和
哉

15
：

00
O
-1
91

花
崗

岩
中

の
石

英
の

カ
ソ

ー
ド

ル
ミ

ネ
ッ

セ
ン

ス
お

よ
び

T
iの

累
帯

構
造

と
マ

グ
マ

溜
り

プ
ロ

セ
ス

．
吉

倉
紳

一
・

横
山

正
敬

・
西

戸
裕

嗣
15

：
15

O
-1
92

花
崗

岩
体

中
の

カ
リ

長
石

の
秩

序
化

状
態

と
秩

序
化

経
路

．
加

納
　

隆
・

竹
崎

　
愛

・
前

島
裕

子
15

：
30

O
-1
93

大
崩

山
花

崗
岩

体
に

お
け

る
垂

直
方

向
組

成
累

帯
構

造
の

成
因

．
高

橋
正

樹
・

岡
本

康
成

・
藤

縄
明

彦
・

金
丸

龍
夫

15
：

45
O
-1
94

富
山

県
宇

奈
月

地
域

に
産

す
る

閃
緑

岩
複

合
岩

体
の

マ
グ

マ
過

程
．

滝
沢

顕
吾

・
大

和
田

正
明

16
：

00
O
-1
95

飛
騨

帯
熊

野
川

地
域

に
分

布
す

る
斑

れ
い

岩
複

合
岩

体
．

上
塘

　
斎

・
大

和
田

正
明

・
加

納
　

隆
16

：
15

O
-1
96

東
南

極
セ

ー
ル

・
ロ

ン
ダ

ー
ネ

山
地

，
ビ

ー
デ

レ
ー

山
で

見
い

だ
さ

れ
た

花
崗

閃
緑

岩
体

．
柚

原
雅

樹
・

亀
井

淳
志

・
大

和
田

正
明

・
志

村
俊

昭
・

束
田

和
弘

16
：

30
O
-1
97

ゴ
ン

ド
ワ

ナ
超

大
陸

の
分

裂
に

関
連

し
た

火
成

活
動

．
大

和
田

正
明

・
志

村
俊

昭
・

柚
原

雅
樹

・
束

田
和

弘
・

亀
井

淳
志

16
：

45
O
-1
98

沈
み

込
み

帯
の

流
体

プ
ロ

セ
ス

と
溶

融
．

岩
森

光
・

中
村

仁
美

座
長

：
金

丸
龍

夫
（

18
7-
19

2）
，
星

出
隆

志
（

19
3-
19

8）

講
演
会
場
　
31

（
定
番
）
深
成
岩
と
火
山
岩

14
：

00
O
-2
25

マ
イ

ロ
ナ

イ
ト

中
の

シ
ル

分
布

か
ら

推
定

さ
れ

る
下

部
地

殻
の

変
形

帯
．

吉
村

辰
朗

・
後

藤
啓

治
14

：
15

O
-2
26

山
陰

地
域

に
分

布
す

る
横

田
花

崗
岩

の
結

晶
作

用
と

モ
リ

ブ
デ

ン
鉱

化
作

用
の

関
係

．
三

谷
明

日
華

・
亀

井
淳

志
・

柴
田

知
之

14
：

30
O
-2
27

山
陰

帯
尾

原
地

域
に

分
布

す
る

深
成

岩
類

の
火

成
活

動
と

モ
リ

ブ
デ

ン
鉱

化
作

用
に

関
す

る
研

究
．

藥
師

寺
亜

衣
・

亀
井

淳
志

・
柴

田
知

之
14

：
45

O
-2
28

P
E
T
分

光
結

晶
に

お
け

る
バ

ッ
ク

グ
ラ

ウ
ン

ド
形

状
の

異
常

．
加

藤
丈

典
・

鈴
木

和
博

15
：

00
O
-2
29

隠
岐

葛
尾

火
山

岩
火

道
ア

ル
カ

リ
長

石
の

熱
史

．
中

野
聰

志
15

：
15

O
-2
30

月
布

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

中
に

含
ま

れ
る

ジ
ル

コ
ン

の
微

量
元

素
組

成
と

U
-P

b
年

代
．

昆
　

慶
明

・
高

木
哲

一
・

平
田

岳
史

・
茂

木
賢

一
・

伊
藤

雅
和

座
長

：
昆

　
慶

明
（

22
5-
22

7）
，
壷

井
基

裕
（

22
8-
23

0）

講
演
会
場
　
41

（
定
番
）
岩
石
・
鉱
物
・
鉱
床
一
般



（ ）17

■
9月
6日
（
日
）
午
後

14
：
00

会
場

14
：

00
O
-1
26

粘
土

質
野

島
断

層
ガ

ウ
ジ

の
中

速
・

高
速

摩
擦

挙
動

．
澤

井
み

ち
代

・
嶋

本
利

彦
・

東
郷

徹
宏

14
：

15
O
-1
27

中
国

龍
門

山
断

層
ガ

ウ
ジ

の
摩

擦
実

験
．

東
郷

徹
宏

14
：

30
O
-1
28

炭
素

鉱
物

の
断

層
す

べ
り

に
伴

う
自

己
断

層
面

潤
滑

．
大

橋
聖

和
・

嶋
本

利
彦

14
：

45
O
-1
29

台
湾

チ
ェ

ル
ン

プ
断

層
近

傍
の

母
岩

試
料

に
お

け
る

比
熱

と
熱

拡
散

係
数

の
実

測
－

そ
れ

ら
の

温
度

依
存

性
に

つ
い

て
－

．
廣

野
哲

朗
・

濱
田

洋
平

15
：

00
O
-1
30

付
加

体
泥

質
岩

の
摩

擦
熔

融
に

関
す

る
実

験
的

研
究

．
氏

家
恒

太
郎

・
堤

　
昭

人
・

Y
u
ri
 F

ia
lk

o・
山

口
は

る
か

15
：

15
O
-1
31

分
解

エ
ン

タ
ル

ピ
ー

に
基

づ
い

た
カ

オ
リ

ナ
イ

ト
粒

子
内

に
働

い
た

仕
事

量
．

滝
沢

　
茂

・
小

澤
佳

奈
・

八
田

珠
郎

・
根

本
清

子
15

：
30

O
-1
32

剪
断

変
形

実
験

に
よ

る
人

工
水

晶
単

結
晶

の
幾

何
学

軟
化

．
武

藤
　

潤
・

タ
リ

ス
ジ

ャ
ン

・
ヘ

イ
ル

ブ
ロ

ン
ナ

ー
レ

ネ
ー

15
：

45
O
-1
33

長
石

の
反

応
-細

粒
化

へ
の

水
の

役
割

と
輸

送
機

構
．

福
田

惇
一

・
奥

平
敬

元
16

：
00

O
-1
34

地
下

深
部

の
流

体
移

動
．

嶋
本

利
彦

16
：

15
O
-1
35

圧
痕

形
成

に
於

け
る

平
行

四
辺

形
の

法
則

の
提

唱
．

増
田

俊
明

・
櫻

井
涼

子
・

三
宅

智
也

・
山

之
内

未
来

・
大

森
康

智
・

針
金

由
美

子
・

岡
本

　
敦

座
長

：
重

松
紀

生
（

12
6-
13

0）
，
平

内
健

一
（

13
1-
13

5）

講
演
会
場
　
42

（
定
番
）
岩
石
鉱
物
の
破
壊
と
変
形

日
本
地
質
学
会
第
11
6年
学
術
大
会
　
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
口
頭
）

※
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

講
演

に
は

（
S）

，
ト

ピ
ッ

ク
お

よ
び

定
番

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

講
演

に
は

（
O
）

の
通

し
番

号
が

つ
い

て
い

ま
す

．
※
講
演
タ
イ
ト
ル
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
一
部
略
記
版
を
掲
載
し
て
い
ま
す
．

正
し

い
タ

イ
ト

ル
は

講
演

要
旨

集
を

ご
覧

下
さ

い
．

14
：

00
O
-1
15

エ
デ

ィ
ア

カ
ラ

紀
の

炭
酸

塩
の

炭
素

・
酸

素
同

位
体

比
の

正
逆

相
関

関
係

と
炭

素
循

環
変

動
．

田
畑

美
幸

・
上

野
雄

一
郎

・
石

川
智

子
・

澤
木

佑
介

・
小

宮
　

剛
・

吉
田

尚
弘

・
丸

山
徳

茂
14

：
15

O
-1
16

南
中

国
三

峡
地

域
の

掘
削

試
料

か
ら

得
ら

れ
る

エ
デ

ィ
ア

カ
ラ

紀
～

カ
ン

ブ
リ

ア
紀

の
安

定
C
a同

位
体

比
層

序
．

澤
木

佑
介

・
田

畑
美

幸
・

小
宮

　
剛

・
丸

山
茂

則
・

平
田

岳
史

座
長

：
小

宮
　

剛
（

11
5-
11

6）

講
演
会
場
　
51

（
定
番
）
堆
積
作
用
・
堆
積
過
程

14
：

00
O
-1
72

諫
早

湾
，

ラ
ジ

ウ
ム

放
射

能
比

・
底

生
有

孔
虫

群
集

・
重

金
属

濃
度

の
分

布
．

秋
元

和
実

・
田

中
正

和
・

野
村

律
夫

・
石

賀
裕

明
・

島
崎

英
行

14
：

15
O
-1
73

海
底

洞
窟

生
微

小
二

枚
貝

の
酸

素
同

位
体

比
に

基
づ

く
過

去
7,
00

0年
間

の
太

陽
活

動
変

動
に

対
す

る
東

シ
ナ

海
の

応
答

様
式

の
解

明
．

北
村

晃
寿

・
山

本
な

ぎ
さ

・
入

野
智

久
14

：
30

O
-1
74

ア
ラ

ビ
ア

海
酸

素
極

小
層

下
部

の
底

生
有

孔
虫

群
集

と
そ

の
地

球
史

に
お

け
る

意
味

．
北

里
　

洋
・

小
栗

一
将

・
菅

寿
美

・
野

牧
秀

隆

座
長

：
須

藤
　

斎
（

17
2-
17

4）

講
演
会
場
　
52

（
定
番
）
古
生
物

14
：

00
O
-2
44

下
総

台
地

東
部

に
お

け
る

降
雨

と
地

下
水

位
・

湧
水

の
関

係
．

香
川

　
淳

・
古

野
邦

雄
・

楠
田

　
隆

・
吉

田
剛

・
風

岡
　

修
・

山
本

真
理

・
加

藤
晶

子
・

酒
井

　
豊

14
：

15
O
-2
45

ロ
ー

ム
台

地
上

面
湧

水
地

に
形

成
さ

れ
た

上
部

更
新

統
泥

炭
層

と
湧

水
機

構
．

高
嶋

　
洋

・
楠

田
　

隆
14

：
30

O
-2
46

堆
積

相
解

析
に

よ
る

透
水

性
と

地
下

水
水

質
の

特
徴

．
高

清
水

康
博

・
丸

谷
　

薫
14

：
45

O
-2
47

甲
府

盆
地

周
辺

の
地

下
構

造
の

解
明

と
地

下
水

探
査

．
輿

水
達

司
・

尾
形

正
岐

・
小

林
　

浩
・

内
山

高
・

北
原

　
賢

15
：

00
O
-2
48

千
葉

県
地

盤
沈

下
・

地
下

水
位

観
測

井
に

お
け

る
孔

内
地

下
水

の
深

度
方

向
の

温
度

分
布

．
古

野
邦

雄
・

香
川

淳
・

吉
田

　
剛

・
風

岡
　

修
・

楠
田

　
隆

・
山

本
真

理
・

酒
井

　
豊

・
風

戸
孝

之
15

：
15

O
-2
49

G
P
R
を

用
い

た
湿

原
地

下
非

破
壊

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

実
験

．
七

山
　

太
・

村
上

文
敏

・
渡

辺
和

明
・

吉
川

秀
樹

・
石

川
智

・
重

野
聖

之
・

猪
熊

樹
人

・
佐

藤
真

太
郎

・
池

田
保

夫

座
長

：
風

岡
　

修
（

24
4-
24

5）
，
田

村
嘉

之
（

24
6-
24

8）

講
演
会
場
　
54

（
定
番
）
環
境
地
質

14
：

30
O
-8
6

C
h
em

os
tr

at
ig

ra
p
h
y
 o

f 
m

et
ac

ar
b
on

at
es

d
ep

os
it
ed

 
in

 
th

e“
M

oz
am

b
iq

u
e 

O
ce

an
”

b
et

w
ee

n
 

E
as

t 
G
on

d
w

an
a 

an
d
 

W
es

t
G
on

dw
an

a．
Sa

ti
sh

-K
um

ar
 M

ad
hu

so
od

ha
n・

宮
本

知
治

・
H
er

m
an

n
 J

oe
rg

・
W

in
d
le
y
 B

ri
an

・
G
ra

n
th

am
 G

eo
ff
・

D
u
n
k
le
y
 D

an
・

本
吉

洋
一

・
小

山
内

康
人

・
廣

井
美

邦
・

白
石

和
行

・
和

田
秀

樹
14

：
45

O
-8
7

南
中

国
湖

北
省

で
顕

著
な

礁
構

築
様

式
の

レ
ジ

ー
ム

転
換

－
オ

ル
ド

ビ
ス

紀
に

お
け

る
地

球
生

物
相

大
変

革
と

の
関

連
－

．
江
�

洋
一

・
劉

　
建

波
・

足
立

奈
津

子
15

：
00

O
-8
8

秋
吉

石
灰

岩
M

id
-C

ar
b
on

if
er

ou
s境

界
付

近
の

海
上

露
出

の
証

拠
お

よ
び

干
潟

堆
積

物
．

比
嘉

啓
一

郎
・

�
山

哲
男

15
：

15
O
-8
9

F
ac

ie
s 

an
al
y
si
s 

of
 t

h
e 

M
id

d
le
 t

o 
U
p
p
er

Ju
ra

ss
ic
 c

ar
b
on

at
es

 o
f 
th

e 
B
lu
e 

N
ile

 c
an

y
on

,
n
or

th
-c

en
tr

al
 

E
th

io
p
ia

．
G
il
am

ic
h
ae

l
K
id
an

em
ar

ia
m
 D

om
en

ic
o・

H
ir
oy

os
h
i 
S
an

o・
H
ir
os

hi
 K

ur
it
a・

Se
iic

hi
 T

os
hi
m
it
su

15
：

30
O
-9
0

冷
水

サ
ン

ゴ
の

U
-T

h解
放

系
年

代
狩

野
彰

宏
・

沈
洲

川
・

坂
井

三
郎

15
：

45
O
-9
1

多
良

間
島

の
第

四
系

琉
球

層
群

と
水

理
地

質
的

特
徴

．
山

田
茂

昭
・

與
那

原
信

夫
・

祖
父

江
久

徳
16

：
00

O
-9
2

衝
突

変
質

炭
酸

カ
ル

シ
ウ

ム
．

三
浦

保
範

16
：

15
O
-9
3

炭
素

・
酸

素
同

位
体

組
成

に
基

づ
く

地
表

露
出

面
の

認
定

～
宮

古
島

南
部

ボ
ー

リ
ン

グ
コ

ア
で

の
検

討
～

．
南

條
貴

志
・

松
田

博
貴

16
：

30
O
-9
4

山
口

県
長

登
銅

山
産

鍾
乳

石
の

炭
素

・
酸

素
安

定
同

座
長

：
狩

野
彰

宏
（

86
-8
9）

，
山

田
　

努
（

90
-9
2）

，
江

崎
洋

一
（

93
-9
5）

（
定
番
）
炭
酸
塩
岩
の
起
源

14
：

45
O
-7
2

ペ
ル

ム
紀

末
大

量
絶

滅
時

の
大

気
酸

素
濃

度
の

急
減

．
海

保
邦

夫
・

古
賀

聖
治

15
：

00
O
-7
3

八
代

海
マ

ウ
ン

ド
群

頂
部

か
ら

発
見

さ
れ

た
二

枚
貝

の
大

コ
ロ

ニ
ー

．
安

間
　

惠
・

秋
元

和
実

・
島

崎
英

行
・

岩
渕

　
洋

・
七

山
　

太
・

塩
屋

藤
彦

・
安

藤
寿

男
・

須
藤

雄
介

・
堤

　
正

光
15

：
15

O
-7
4

沖
縄

島
東

方
沖

の
古

環
境

．
板

木
拓

也
・

小
田

啓
邦

・
片

山
肇

・
池

原
　

研
・

下
司

信
夫

15
：

30
O
-7
5

東
シ

ナ
海

北
部

と
日

本
海

南
部

に
お

け
る

過
去

42
,0
00

年
の

底
生

有
孔

虫
群

集
変

化
の

比
較

大
井

剛
志

・
長

谷
川

四
郎

・
内

田
昌

男
・

板
木

拓
也

・
小

田
啓

邦
・

横
山

祐
典

・
松

崎
浩

之
・

久
保

田
好

美
・

多
田

隆
治 15

：
45

O
-7
6

IM
A
G
E
Sサ

イ
ト

で
の

堆
積

作
用

．
川

幡
穂

高
・

蓑
島

佳
代

・
長

尾
正

之
16

：
00

O
-7
7

反
射

法
地

震
探

査
か

ら
推

定
し

た
相

模
湾

東
部

海
域

の
構

造
発

達
史

．
三

澤
文

慶
・

芦
寿

一
郎

・
中

村
恭

之
・

木
下

正
高

・
岡

野
　

正
・

徳
山

英
一

16
：

15
O
-7
8

東
部

南
海

ト
ラ

フ
三

次
元

反
射

法
探

査
断

面
に

見
ら

れ
る

地
層

流
体

の
分

布
を

示
唆

す
る

音
響

反
射

面
．

大
塚

宏
徳

・
森

田
澄

人
・

棚
橋

　
学

・
芦

寿
一

郎
・

長
久

保
定

雄
16

：
30

O
-7
9

水
曜

海
山

及
び

伊
平

屋
北

熱
水

域
の

地
殻

熱
流

量
観

測
か

ら
推

定
し

た
水

理
構

造
．

正
木

裕
香

・
川

田
佳

史
・

木
下

正
高

座
長

：
佐

藤
　

暢
（

72
-7
5）

，
板

木
拓

也
（

76
-7
9）

（
定
番
）
海
洋
地
質

15
：

30
O
-6
8

長
野

県
南

部
，

伊
那

盆
地

に
お

け
る

中
期

更
新

世
テ

フ
ラ

の
層

序
と

広
域

対
比

．
竹

下
欣

宏
・

松
島

信
幸

・
寺

平
　

宏
15

：
45

O
-6
9

鮮
新

－
更

新
統

層
序

の
同

時
性

と
問

題
．

大
久

保
弘 16

：
00

O
-7
0

南
房

総
に

分
布

す
る

千
倉

層
群

の
鮮

新
－

更
新

世
テ

フ
ラ

層
序

と
そ

の
対

比
．

田
村

糸
子

・
岡

田
　

誠
・

山
崎

晴
雄

16
：

15
O
-7
1

古
琵

琶
湖

層
群

と
東

海
層

群
に

お
け

る
G
a
u
ss

ch
ro

n初
期

の
テ

フ
ラ

．
里

口
保

文

座
長

：
里

口
保

文
（

68
-6
9）

，
竹

下
欣

宏
（

70
-7
1）

（
定
番
）
地
域
間
層
序
対
比

位
体

組
成

か
ら

読
む

人
間

活
動

と
環

境
変

遷
．

松
田

博
貴

・
眞

崎
美

穂
・

吉
村

和
久

・
栗

崎
弘

輔
・

杉
原

真
司

・
横

山
裕

也
・

冨
田

麻
井

・
中

尾
武

史
・

園
山

幸
希

・
鮎

沢
潤

・
岡

本
　

透
・

中
川

良
平

・
池

田
善

文
・

藤
川

将
之

・
山

田
　

努
・

馬
淵

し
の

16
：

45
O
-9
5

鍾
乳

石
の

炭
素

・
酸

素
同

位
体

組
成

に
記

録
さ

れ
た

10
年

規
模

の
周

期
的

な
気

候
変

化
．

山
田

　
努

・
馬

淵
し

の
・

松
田

博
貴

・
財

津
良

太
・

吉
村

和
久

・
栗

崎
弘

輔
・

中
尾

武
史



（ ）18

■
9月
4日
（
金
）
コ
ア
タ
イ
ム
　
12
：
30
-1
3：
30

25
号
館
4F
ま
た
は
8F
ポ
ス
タ
ー
会
場

日
本
地
質
学
会
第
11
6年
学
術
大
会
　
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ポ
ス
タ
ー
）

※
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

講
演

に
は

（
SP

），
ト

ピ
ッ

ク
お

よ
び

定
番

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

講
演

に
は

（
P
）

の
通

し
番

号
が

つ
い

て
い

ま
す

．
※
講
演
タ
イ
ト
ル
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
一
部
略
記
版
を
掲
載
し
て
い
ま
す
．

正
し

い
タ

イ
ト

ル
は

講
演

要
旨

集
を

ご
覧

下
さ

い
．

（
ト
ピ
ッ
ク
）
ジ
ュ
ラ
系
＋

P
-1

淡
路

島
南

西
部

に
お

け
る

上
部

白
亜

系
和

泉
層

群
西

淡
層

か
ら

産
す

る
ア

ン
モ

ナ
イ

ト
化

石
・

放
散

虫
化

石
・

有
孔

虫
化

石
と

そ
の

意
義

．
吉

野
恒

平
・

松
岡

　
篤

（
定
番
）
地
域
地
質
・
地
域
層
序

P
-5

北
海

道
古

丹
別

地
域

に
分

布
す

る
上

部
白

亜
系

函
淵

層
．

辻
野

泰
之

P
-6

北
海

道
奥

新
冠

地
域

に
分

布
す

る
前

期
白

亜
紀

付
加

体
の

古
地

磁
気

．
伊

藤
康

人
・

藤
原

知
美

・
玉

置
真

知
子

・
植

田
勇

人
P
-7

道
東

　
根

釧
台

地
沖

陸
棚

・
大

陸
斜

面
の

層
序

．
辻

野
匠

・
野

田
　

篤
・

川
村

喜
一

郎
・

本
山

　
功

・
佐

々
木

智
之

・
柳

沢
幸

夫
P
-8

秋
田

県
南

部
，

百
宅

火
山

岩
の

層
序

．
深

井
勇

年
・

山
本

正
継

P
-9

南
部

北
上

帯
津

谷
地

域
の

下
部

三
畳

系
平

磯
層

の
堆

積
環

境
と

化
石

床
の

変
化

．
松

本
拓

也
P
-1
0

更
新

統
三

ツ
沢

川
層

の
テ

フ
ラ

の
F
T
年

代
．

立
石

良
・

小
坂

英
輝

・
鎌

滝
孝

信
・

三
輪

敦
志

・
儘

田
豊

・
今

泉
俊

文
P
-1
1

岩
手

県
奥

州
市

西
部

～
一

関
市

西
部

に
分

布
す

る
新

第
三

系
の

層
序

お
よ

び
地

質
構

造
の

再
検

討
．

内
田

淳
一

・
渡

邊
貴

央
・

三
輪

敦
志

・
鎌

滝
孝

信
・

小
坂

英
輝

・
儘

田
　

豊
・

嶋
田

智
恵

子
P
-1
2

仙
台

平
野

中
部

の
海

成
上

部
中

新
統

の
F
T
お

よ
び

珪
藻

年
代

．
柳

沢
幸

夫
・

藤
原

　
治

・
檀

原
　

徹
P
-1
3

関
東

山
地

東
部

，
横

瀬
町

～
名

栗
地

域
の

秩
父

累
帯

．
加

藤
　

潔
P
-1
4

野
田

図
幅

地
域

の
更

新
統

下
総

層
群

．
中

澤
　

努
・

中
里

裕
臣

P
-1
5

神
奈

川
県

大
磯

丘
陵

鷹
取

山
に

分
布

す
る

谷
戸

層
に

つ
い

て
．

小
田

原
　

啓
P
-1
6

葉
山

隆
起

帯
南

方
に

隣
接

す
る

ボ
ー

リ
ン

グ
孔

で
確

認
さ

れ
た

三
浦

層
群

・
葉

山
層

群
境

界
部

の
微

化
石

年
代

．
濱

田
崇

臣
・

近
藤

浩
文

P
-1
7

フ
ィ

ッ
シ

ョ
ン

・
ト

ラ
ッ

ク
法

か
ら

推
定

さ
れ

る
葉

山
層

群
の

堆
積

年
代

．
伊

藤
久

敏
・

三
和

　
公

P
-1
8

５
万

分
の

１
地

質
図

幅
「

加
茂

」
地

域
（

新
潟

県
蒲

原
山

地
）

に
分

布
す

る
足

尾
帯

の
地

質
と

付
加

年
代

．
内

野
隆

之
・

堀
　

利
栄

P
-1
9

地
質

図
幅

「
伊

勢
」

と
細

粒
苦

鉄
質

岩
．

西
岡

芳
晴

・
中

江
訓

・
竹

内
圭

史
・

坂
野

靖
行

・
水

野
清

秀
・

尾
崎

正
紀

・
中

島
　

礼
・

実
松

健
造

・
名

和
一

成
・

駒
澤

正
夫 P
-2
0

和
歌

山
県

湯
浅

地
域

の
下

部
白

亜
系

西
広

層
の

河
川

成
堆

積
物

お
よ

び
そ

の
古

流
向

と
砕

屑
物

供
給

源
．

加
瀬

善
洋

・
前

島
　

渉
P
-2
1

兵
庫

県
三

田
盆

地
の

古
第

三
紀

神
戸

層
群

吉
川

累
層

に
挟

在
す

る
含

カ
ミ

ン
グ

ト
ン

閃
石

凝
灰

岩
．

谷
　

保
孝

P
-2
2

白
亜

紀
作

東
コ

ー
ル

ド
ロ

ン
の

地
質

構
造

と
重

力
異

常
．

尾
嵜

聡
史

・
小

室
裕

明
P
-2
3

白
亜

紀
二

上
山

コ
ー

ル
ド

ロ
ン

北
部

の
火

砕
岩

類
と

地
質

構
造

．
小

山
　

薫
・

野
�

あ
ず

さ
・

小
室

裕
明

・
亀

井
敦

志
P
-2
4

和
久

羅
山

デ
イ

サ
イ

ト
と

松
江

層
玄

武
岩

の
地

質
学

的
・

岩
石

化
学

的
研

究
．

佐
藤

大
介

・
坪

田
智

行
・

松
本

一
郎

P
-2
5

大
山

中
部

火
山

灰
層

，
大

山
倉

吉
軽

石
層

（
D
K
P
）

の
鉱

物
・

記
載

岩
石

学
的

性
質

の
上

下
変

化
．

小
滝

篤
夫 P
-2
6

島
根

県
西

部
先

ジ
ュ

ラ
紀

泥
質

メ
ラ

ン
ジ

地
帯

か
ら

の
巨

大
蛇

紋
岩

塊
の

発
見

．
清

水
祐

也
・

松
本

一
郎

・
石

賀
裕

明
P
-2
7

佐
賀

県
嘉

瀬
川

ダ
ム

基
礎

に
分

布
す

る
花

崗
岩

質
岩

の
多

様
な

岩
相

．
石

坂
岳

士
・

大
和

田
正

明
・

角
縁

進
・

中
島

　
修

P
-2
8

熊
本

県
八

代
山

地
東

域
の

下
部

白
亜

系
袈

裟
堂

層
の

地
質

学
的

意
義

に
つ

い
て

．
田

中
　

均
・

本
多

栄
喜

・
利

光
誠

一
・

高
橋

　
努

P
-2
9

「
八

代
」

図
幅

南
部

の
火

山
岩

類
と

火
砕

流
の

給
源

．
宝

田
晋

治
・

水
野

清
秀

・
星

住
英

夫
・

阪
口

圭
一

P
-3
0

20
万

分
の

１
地

質
図

幅
「

八
代

及
び

野
母

崎
の

一
部

」
の

編
纂

．
斎

藤
　

眞
・

宝
田

晋
治

・
利

光
誠

一
・

水
野

清
秀

・
宮

崎
一

博
・

星
住

英
夫

・
濱

崎
聡

志
・

阪
口

圭
一

・
大

野
哲

二
・

村
田

泰
章

P
-3
1

沖
縄

県
北

大
東

島
に

分
布

す
る

炭
酸

塩
岩

の
S
r同

位
体

比
年

代
．

高
柳

栄
子

・
中

山
裕

樹
・

石
川

剛
志

・
永

石
一

弥
・

井
龍

康
文

P
-3
2

ポ
ン

ダ
ウ

ン
層

の
フ

ィ
ッ

シ
ョ

ン
ト

ラ
ッ

ク
年

代
．

鍔
本

武
久

・
ジ

ン
マ

ウ
ン

　
マ

ウ
ン

テ
イ

ン
・

鈴
木

寿
志

・
マ

ウ
ン

　
マ

ウ
ン

・
岩

野
英

樹
・

檀
原

　
徹

・
高

井
正

成
P
-3
3

中
央

ネ
パ

ー
ル

，
ジ

ョ
ム

ソ
ン

－
マ

ナ
ン

地
域

に
お

け
る

三
畳

系
テ

チ
ス

堆
積

物
の

年
代

層
序

．
大

友
和

夫
・

永
広

昌
之

・
吉

田
孝

紀
・

川
村

寿
郎

・
鈴

木
茂

之
・

D
hi
ta
l 
M

eg
h 

R
aj

（
定
番
）
テ
ク
ト
ニ
ク
ス

P
-9
3

イ
ン

ド
チ

ャ
イ

ナ
地

塊
の

古
生

代
後

期
－

中
生

代
の

北
上

過
程

：
古

地
磁

気
学

的
証

拠
．

宇
野

康
司

・
川

面
聡

一
郎

・
久

田
健

一
郎

・
上

野
勝

美
・

鎌
田

祥
仁

・
原

英
俊

・
藤

川
将

之
・

T
it
im

a 
C
h
ar

oe
n
ti
ti
ra

t・
P
un

ya
 C

ha
ru

si
ri
・

V
ic
ha

i 
C
hu

ta
ko

si
tk

an
on

P
-9
4

小
断

層
か

ら
推

定
さ

れ
る

天
草

上
島

地
域

の
新

生
代

構
造

発
達

史
．

藤
内

智
士

・
芦

寿
一

郎
P
-9
5

G
P
S
観

測
と

小
断

層
解

析
を

用
い

た
応

力
変

遷
；

北
海

道
北

部
幌

延
地

域
の

例
．

常
盤

哲
也

・
浅

森
浩

一
・

石
井

英
一

・
舟

木
泰

智
P
-9
6

ヘ
リ

ウ
ム

同
位

体
に

よ
る

未
知

の
活

断
層

の
検

出
．

梅
田

浩
司

・
二

ノ
宮

　
淳

P
-9
7

横
ず

れ
断

層
の

変
位

に
伴

う
岩

盤
の

３
次

元
変

形
過

程
－

ヘ
リ

カ
ル

X
線

C
T
を

用
い

た
断

層
変

位
実

験
に

よ
る

検
討

－
．

上
田

圭
一

P
-9
8

四
国

西
部

，
白

亜
系

和
泉

層
群

の
堆

積
盆

形
成

に
関

す
る

擬
似

モ
デ

ル
実

験
．

和
田

達
也

・
宮

田
隆

夫
P
-9
9

六
甲

山
地

東
部

・
芦

屋
断

層
か

ら
分

岐
す

る
八

幡
谷

断
層

と
そ

れ
に

沿
う

堆
積

物
の

分
布

．
甲

藤
寛

之
・

宮
田

隆
夫
P
-1
00

京
都

府
北

部
，

上
林

川
断

層
の

新
期

活
動

．
山

根
博

・
岩

森
暁

如
・

玉
田

潤
一

郎
・

金
谷

賢
生

・
亀

高
正

男
・

梅
田

孝
行

・
斉

藤
　

勝
・

松
場

康
二

・
東

　
篤

義
・

杉
森

辰
次

・
魚

住
誠

司
・

松
井

和
夫

・
桑

島
靖

枝
P
-1
01

南
－

中
央

ア
ル

プ
ス

横
断

地
震

探
査

に
よ

る
中

部
日

本
地

殻
構

造
解

明
中

間
報

告
（

1）
：

外
帯

．
村

田
和

則
・

駒
田

希
充

・
早

川
　

信
・

津
村

紀
子

・
狩

野
謙

一
・

佐
藤

利
典

・
宮

内
崇

裕
・

小
嶋

　
智

・
岩

崎
貴

哉
・

池
田

安
隆

・
佐

藤
比

呂
志

・
阿

部
信

太
郎

・
三

宅
康

幸
・

大
塚

　
勉

・
山

北
　

聡
・

深
畑

幸
俊

・
河

本
和

朗
・

金
田

平
太

郎
・

溝
畑

茂
治

・
阿

部
　

進
P
-1
02

南
－

中
央

ア
ル

プ
ス

横
断

地
震

探
査

に
よ

る
中

部
日

本
地

殻
構

造
解

明
中

間
報

告
（

2）
：

内
帯

．
駒

田
希

充
・

早
川

　
信

・
村

田
和

則
・

津
村

紀
子

・
狩

野
謙

一
・

佐
藤

利
典

・
宮

内
崇

裕
・

小
嶋

　
智

・
岩

崎
貴

哉
・

池
田

安
隆

・
佐

藤
比

呂
志

・
平

田
　

直
・

阿
部

信
太

郎
・

三
宅

康
幸

・
大

塚
　

勉
・

山
北

　
聡

・
深

畑
幸

俊
・

河
本

和
朗

・
金

田
平

太
郎

・
川

中
　

卓
・

須
田

茂
幸

・
溝

畑
茂

治
・

阿
部

　
進

P
-1
03

木
曽

山
地

東
麓

駒
ヶ

根
地

域
に

お
け

る
大

規
模

断
層

破
砕

帯
．

山
田

　
友

P
-1
04

新
潟

県
中

越
，

宮
沢

ル
ー

ト
に

お
け

る
鳥

越
断

層
露

頭
の

構
造

解
析

．
田

中
麻

衣
・

小
林

健
太

P
-1
05

北
上

山
地

古
期

岩
類

の
L
A
-I
C
P
-M

S
 U

-P
b
ジ

ル
コ

ン
年

代
．

下
條

将
徳

・
大

藤
　

茂
・

吉
松

一
橋

・
柳

井
修

（
定
番
）
ノ
ン
テ
ク
ッ
ト
ニ
ッ
ク
構
造

P
-1
06

メ
タ

ン
ハ

イ
ド

レ
ー

ト
を

疑
わ

せ
る

変
形

構
造

と
脱

水
構

造
．

佐
々

木
政

和
・

宮
田

雄
一

郎
P
-1
07

岩
手

・
宮

城
内

陸
地

震
の

荒
砥

沢
ダ

ム
崩

壊
の

偏
光

顕
微

鏡
写

真
分

析
．

大
角

恒
雄

（
定
番
）
変
成
岩
と
テ
ク
ト
ニ
ク
ス

P
-1
36

四
国

中
央

部
，

三
波

川
変

成
帯

中
の

五
良

津
西

部
岩

体
エ

ク
ロ

ジ
ャ

イ
ト

の
変

成
作

用
．

平
下

奈
奈

・
高

須
晃 P
-1
37

四
国

中
央

部
別

子
地

域
三

波
川

変
成

帯
五

良
津

東
部

岩
体

の
変

成
P
-T

経
路

．
岡

本
康

亜
・

高
須

　
晃

・
櫻

井
剛 P
-1
38

四
国

三
波

川
帯

・
西

五
良

津
岩

体
の

P
-T

-t
経

路
：

チ
タ

ナ
イ

ト
を

含
む

鉱
物

共
生

か
ら

の
制

約
．

遠
藤

俊
祐

・
ウ

ォ
リ

ス
　

サ
イ

モ
ン

P
-1
39

四
国

新
宮

地
域

に
産

す
る

地
殻

－
マ

ン
ト

ル
捕

獲
岩

か
ら

読
み

取
る

ユ
ー

ラ
シ

ア
大

陸
東

縁
の

熱
構

造
．

水
上

知
行
P
-1
40

三
波

川
帯

・
汗

見
川

地
域

の
大

規
模

褶
曲

．
森

宏
・

ウ
ォ

リ
ス

　
サ

イ
モ

ン
P
-1
41
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号
館
4F
ま
た
は
8F
ポ
ス
タ
ー
会
場

※
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

講
演

に
は

（
SP

），
ト

ピ
ッ

ク
お

よ
び

定
番

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

講
演

に
は

（
P
）

の
通

し
番

号
が

つ
い

て
い

ま
す

．
※
講
演
タ
イ
ト
ル
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
一
部
略
記
版
を
掲
載
し
て
い
ま
す
．

正
し

い
タ

イ
ト

ル
は

講
演

要
旨

集
を

ご
覧

下
さ

い
．

下
松

～
柳

井
地

域
の

領
家

変
成

帯
の

変
成

分
帯

と
温

度
圧

力
条

件
．

菅
原

　
雄

・
池

田
　

剛
P
-1
42

山
鹿

は
ん

れ
い

岩
体

の
構

成
岩

類
と

そ
の

化
学

組
成

．
宮

本
知

治
・

榎
原

　
彩

P
-1
43

月
蔵

山
変

成
岩

．
小

野
　

晃
P
-1
44

磁
気

ダ
イ

ポ
ー

ル
異

常
を

示
す

西
南

日
本

外
帯

蛇
紋

岩
の

組
織

と
磁

気
特

性
．

山
口

は
る

か
・

平
内

健
一

・
木

戸
ゆ

か
り

P
-1
45

東
南

極
リ

ュ
ッ

ツ
ホ

ル
ム

岩
体

超
塩

基
性

岩
の

ザ
ク

ロ
石

－
普

通
角

閃
石

コ
ロ

ナ
．

池
田

　
剛

P
-1
46

南
イ

ン
ド

M
ad

u
ra

i岩
体

北
部

に
産

出
す

る
含

コ
ラ

ン
ダ

ム
黒

雲
母

片
麻

岩
の

温
度

圧
力

履
歴

．
角

替
敏

昭
・

西
宮

ゆ
き

・
M

. S
an

to
sh

P
-1
47

南
イ

ン
ド

M
ad

u
ra

i岩
体

北
部

の
高

度
変

成
岩

に
み

ら
れ

る
コ

ロ
ナ

組
織

：
高

圧
変

成
作

用
か

ら
の

減
圧

の
証

拠
．

清
水

恒
子

・
角

替
敏

昭
・

M
. S

an
to
sh

P
-1
48

南
イ

ン
ド

の
ゴ

ン
ド

ワ
ナ

縫
合

帯
の

沈
み

込
み

－
大

陸
衝

突
過

程
．

佐
藤

　
桂

・
M

. S
an

to
sh

・
角

替
敏

昭
・

平
田

岳
史

P
-1
49

チ
ェ

コ
共

和
国

・
ボ

ヘ
ミ

ア
山

塊
の

藍
晶

石
エ

ク
ロ

ジ
ャ

イ
ト

中
の

S
r硫

酸
化

物
．

中
村

大
輔

・
小

林
記

之
・

ス
フ

ォ
イ

ッ
カ

　
マ

ル
チ

ン
・

平
島

崇
男

P
-1
50

コ
ク

チ
ェ

タ
フ

超
高

圧
変

成
炭

酸
塩

岩
中

の
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
包

有
ザ

ク
ロ

石
の

顕
微

ラ
マ

ン
マ

ッ
ピ

ン
グ

．
寺

林
優

・
佐

藤
秀

一
・

岡
本

和
明

・
小

澤
大

成
P
-1
51

北
ア

メ
リ

カ
南

西
部

K
n
ip

p
a及

び
K
il
b
ou

rn
e 

H
ol
e

か
ん

ら
ん

岩
捕

獲
岩

の
構

造
岩

石
学

的
特

徴
．

佐
津

川
貴

子
・

道
林

克
禎

・
S
te

rn
 
R
ob

er
t 

J.
・

R
ay

e
U
rm

id
ol
a・

A
nt

ho
ny

 E
liz

ab
et
h 

Y
.

P
-1
52

地
殻

流
体

か
ら

の
シ

リ
カ

鉱
物

析
出

速
度

．
最

首
花

恵
・

岡
本

　
敦

・
平

野
伸

夫
・

土
屋

範
芳

P
-1
53

高
温

高
圧

実
験

に
よ

る
石

英
の

結
晶

成
長

過
程

の
研

究
．

井
元

　
恒

・
道

林
克

禎
P
-1
54

低
温

型
・

高
温

型
蛇

紋
石

の
相

対
強

度
実

験
．

平
内

健
一

・
片

山
郁

夫 （
定
番
）
応
用
地
質
学
一
般

P
-1
82

堆
積

岩
中

に
お

け
る

割
れ

目
の

形
成

過
程

に
基

づ
く

高

透
水

部
の

連
続

方
向

の
推

定
：

北
海

道
北

部
，

幌
延

地
域

の
珪

質
泥

岩
の

例
．

石
井

英
一

・
平

賀
正

人
・

藪
内

聡
・

横
田

秀
晴

・
古

澤
　

明
P
-1
83

浅
層

ボ
ー

リ
ン

グ
孔

で
観

測
さ

れ
た

地
下

水
位

と
地

質
構

造
の

地
下

水
流

動
へ

の
影

響
に

関
す

る
一

考
察

．
横

田
秀

晴
・

山
本

陽
一

・
前

川
恵

輔
P
-1
84

湖
沼

性
鳥

趾
状

デ
ル

タ
か

ら
破

堤
ロ

ー
ブ

を
伴

う
ベ

ッ
ド

ロ
ー

ド
河

川
へ

の
変

遷
：

京
都

南
部

，
木

津
川

下
流

域
の

地
表

・
地

下
地

質
の

解
析

．
伊

藤
有

加
・

増
田

富
士

雄
P
-1
85

地
中

レ
ー

ダ
で

甲
陽

断
層

に
沿

う
旧

河
川

の
オ

フ
セ

ッ
ト

を
さ

ぐ
る

．
平

井
絢

子
・

宮
田

隆
夫

・
苦

瓜
泰

秀

（
定
番
）
第
四
紀
地
質

P
-1
92

埼
玉

県
芝

川
低

地
の

沖
積

層
層

序
．

小
松

原
純

子
・

中
島

　
礼

P
-1
93

た
め

池
底

質
に

含
ま

れ
る

球
状

炭
化

粒
子

を
用

い
た

大
気

汚
染

履
歴

の
解

明
．

加
藤

孝
和

・
金

井
篤

史
・

北
瀬

（
村

上
）

晶
子

・
香

村
一

夫
P
-1
94

デ
ジ

タ
ル

X
線

セ
ン

サ
ー

を
利

用
し

た
密

度
解

析
．

宮
地

良
典

・
稲

崎
富

士
・

中
西

利
典

・
田

辺
　

晋
P
-1
95

野
尻

湖
柱

状
試

料
の

粒
度

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

か
ら

見
た

湖
水

面
変

動
．

中
村

祐
貴

・
井

内
美

郎
・

中
西

俊
貴

・
滝

口
　

健
・

青
木

優
作

・
近

藤
洋

一
・

井
上

卓
彦

・
菅

井
一

磨
P
-1
96

琵
琶

湖
湖

底
表

層
堆

積
物

の
生

物
源

シ
リ

カ
含

有
率

か
ら

復
元

し
た

過
去

の
気

候
変

動
．

中
西

俊
貴

・
井

内
美

郎
・

岩
本

直
哉

・
相

沢
育

美
・

天
野

敦
子

P
-1
97

島
根

県
大

橋
川

に
お

け
る

現
生

底
生

有
孔

虫
群

の
分

布
と

宍
道

湖
－

中
海

水
系

の
同

化
石

群
へ

の
適

用
．

高
田

裕
行

・
瀬

戸
浩

二
・

倉
田

健
悟

・
野

村
律

夫
・

B
oo

-
K
eu

n 
K
H
IM

 
P
-1
98

三
重

県
志

摩
半

島
に

お
け

る
古

津
波

堆
積

物
調

査
．

藤
野

滋
弘

・
木

村
治

夫
・

宍
倉

正
展

・
小

松
原

純
子

・
澤

井
祐

紀
・

行
谷

佑
一

P
-1
99

松
山

平
野

下
の

第
四

系
上

部
に

挟
在

す
る

火
山

灰
質

堆
積

物
中

の
火

山
ガ

ラ
ス

の
化

学
組

成
．

高
倉

清
香

・
榊

原
正

幸
P
-2
00

17
92

年
島

原
大

変
津

波
が

も
た

ら
し

た
環

境
イ

ン
パ

ク
ト

．
市

原
季

彦
・

下
山

正
一

P
-2
01

石
英

中
の

不
純

物
中

心
の

E
S
R
信

号
を

用
い

た
風

送
塵

起
源

地
の

分
別

．
豊

田
　

新
・

山
本

裕
哉

・
磯

崎
裕

子
・

Y
ou

b
in

 S
u
n
・

多
田

隆
治

・
長

島
佳

菜
・

谷
篤

史
・

五
十

嵐
康

人
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■
9月
5日
（
土
）
コ
ア
タ
イ
ム
　
13
：
00
-1
4：
00
-1
3：
30

25
号
館
4F
ま
た
は
8F
ポ
ス
タ
ー
会
場

※
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

講
演

に
は

（
SP

），
ト

ピ
ッ

ク
お

よ
び

定
番

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

講
演

に
は

（
P
）

の
通

し
番

号
が

つ
い

て
い

ま
す

．
※
講
演
タ
イ
ト
ル
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
一
部
略
記
版
を
掲
載
し
て
い
ま
す
．

正
し

い
タ

イ
ト

ル
は

講
演

要
旨

集
を

ご
覧

下
さ

い
．

（
シ
ン
ポ
）
都
城
秋
穂
追
悼

SP
-4
（
招
待
）

都
城

秋
穂

氏
，

自
ら

を
語

る
．

林
　

　
衛

SP
-5

都
城

博
士

と
ア

パ
ラ

チ
ア

造
山

帯
．

宮
下

　
敦

・
大

森
聡

一
・

林
　

　
衛

・
横

山
一

己
SP
-6

A
d
ir
on

d
ac

k
巨

晶
ざ

く
ろ

石
角

閃
岩

中
の

ジ
ル

コ
ン

．
大

森
聡

一
・

佐
藤

　
桂

・
山

本
伸

次
・

宮
下

　
敦

・
林

衛
・

丸
山

茂
徳

（
ト
ピ
ッ
ク
）「
ち
き
ゅ
う
」
に
よ
る

南
海
ト
ラ
フ
掘
削
の
成
果

P
-2

井
内

浦
お

よ
び

海
山

観
測

井
コ

ア
を

き
る

断
層

面
を

用
い

た
応

力
場

変
遷

．
大

坪
　

誠
・

重
松

紀
生

・
北

川
有

一
・

小
泉

尚
嗣

（
ト
ピ
ッ
ク
）
IB
M
の
発
生
と
進
化

P
-3

マ
リ

ア
ナ

海
溝

南
部

陸
側

斜
面

の
か

ん
ら

ん
岩

の
構

造
と

岩
石

学
的

特
徴

．
上

原
茂

樹
・

道
林

克
禎

・
小

原
泰

彦
・

石
井

輝
秋

P
-4

マ
リ

ア
ナ

弧
蛇

紋
岩

海
山

か
ら

産
出

さ
れ

る
蛇

紋
岩

化
し

た
か

ん
ら

ん
岩

の
構

造
解

析
．

藤
井

彩
乃

・
道

林
克

禎
・

石
井

輝
秋

（
定
番
）
砕
屑
物
組
成
・
組
織
と
続
成
作
用

P
-4
8

後
期

古
生

代
火

成
弧

の
削

剥
レ

ベ
ル

の
指

標
と

し
て

の
光

学
的

異
方

性
を

示
す

砕
屑

性
C
aザ

ク
ロ

石
．

竹
内

誠 P
-4
9

ペ
ル

ム
紀

付
加

体
砕

屑
岩

の
後

背
地

と
堆

積
環

境
：

秋
吉

帯
姫

川
コ

ン
プ

レ
ッ

ク
ス

の
例

．
松

澤
　

希
・

竹
内

誠 P
-5
0

和
泉

層
群

南
部

相
名

手
累

層
の

堆
積

相
と

砂
岩

組
成

．
米

谷
奈

々
・

前
島

　
渉

（
定
番
）
炭
酸
塩
岩
の
起
源
と
地
球
環
境

P
-5
1

最
古

の
コ

ケ
ム

シ
礁

が
示

す
微

生
物

礁
か

ら
後

生
動

物
礁

へ
の

転
換

．
足

立
奈

津
子

・
江
�

洋
一

・
劉

　
建

波
P
-5
2

淡
水

成
ス

ト
ロ

マ
ト

ラ
イ

ト
に

見
ら

れ
る

光
合

成
誘

導
方

解
石

沈
殿

．
白

石
史

人
P
-5
3

ク
リ

ス
タ

ル
ガ

イ
ザ

ー
の

縞
状

ト
ラ

バ
ー

チ
ン

．
奥

村
知

世
・

高
島

千
鶴

・
狩

野
彰

宏
・

嶋
本

利
彦

P
-5
4

炭
酸

塩
砂

丘
砂

層
中

に
見

ら
れ

る
陸

水
性

続
成

作
用

に
つ

い
て

．
熊

井
教

寿
・

松
田

博
貴

P
-5
5

沖
縄

島
南

西
沖

の
高

分
解

能
音

波
探

査
．

荒
井

晃
作

・
村

上
文

敏
・

辻
野

　
匠

・
井

上
卓

彦

（
定
番
）
堆
積
相
と
堆
積
シ
ス
テ
ム

P
-5
6

エ
ジ

プ
ト

，
フ

ァ
イ

ユ
ー

ム
盆

地
カ

ル
ン

湖
北

岸
の

段
丘

化
し

た
完

新
世

ギ
ル

バ
ー

ト
型

デ
ル

タ
堆

積
物

．
前

島
　

渉
・

猪
岡

　
聖

P
-5
7

河
川

－
陸

棚
堆

積
物

の
粘

土
鉱

物
組

成
変

化
．

柴
田

健
一

郎
・

伊
藤

　
慎

P
-5
8

魚
沼

層
群

の
堆

積
シ

ス
テ

ム
と

新
潟

ト
レ

ン
ド

の
褶

曲
形

成
：

前
期

更
新

世
の

褶
曲

形
成

に
よ

る
海

域
侵

入
の

規
制

と
流

路
変

化
．

市
澤

恵
爾

・
酒

井
治

孝
P
-5
9

茨
城

県
大

子
町

周
辺

に
お

け
る

新
第

三
系

の
堆

積
環

境
の

変
遷

と
棚

倉
断

層
の

横
ず

れ
運

動
．

及
川

敦
美

・
松

原
典

孝
・

天
野

一
男

P
-6
0

海
底

扇
状

地
堆

積
物

に
み

ら
れ

る
周

期
変

動
と

砕
屑

物
供

給
．

杉
山

直
也

・
宮

田
雄

一
郎

・
吉

岡
麻

里

（
定
番
）
堆
積
作
用
・
堆
積
過
程

P
-6
1

砕
屑

粒
子

沈
降

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

．
川

村
信

人
P
-6
2

海
底

チ
ャ

ネ
ル

・
レ

ビ
ー

シ
ス

テ
ム

の
再

現
実

験
．

光
原

奈
美

・
宮

田
雄

一
郎

P
-6
3

塊
状

タ
ー

ビ
ダ

イ
ト

砂
岩

層
中

の
長

波
長

ベ
ッ

ド
フ

ォ
ー

ム
．

河
野

光
宏

・
宮

田
雄

一
郎

P
-6
4

島
根

県
出

雲
市

北
部

に
分

布
す

る
中

新
統

牛
切

層
の

重
力

流
堆

積
物

の
高

分
解

能
単

層
解

析
．

丸
山

美
智

子
・

酒
井

哲
弥

P
-6
5

粒
子

配
列

マ
ッ

ピ
ン

グ
法

に
よ

る
土

石
流

堆
積

物
の

内
部

構
造

の
可

視
化

．
佐

々
木

泰
典

・
弓

真
由

子
・

瀧
井

喜
和

子
・

石
原

与
四

郎
P
-6
6

タ
ー

ビ
ダ

イ
ト

粒
度

分
布

の
時

間
的

変
化

：
更

新
統

大
田

代
層

の
単

層
解

析
．

新
井

和
乃

・
成

瀬
　

元
・

長
谷

川
裕

樹
・

伊
藤

　
慎

P
-6
7

粒
径

頻
度

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

か
ら

検
討

し
た

堆
積

過
程

－
石

狩
低

地
帯

沖
積

層
ボ

ー
リ

ン
グ

コ
ア

の
例

－
．

仁
科

健
二

・
川

上
源

太
郎

・
小

松
原

純
子

・
木

村
克

己
・

大
津

　
直

・
廣

瀬
　

亘
・
�

清
水

康
博

・
岡

　
孝

雄

P
-6
8

ボ
ー

リ
ン

グ
資

料
解

析
に

基
づ

く
完

新
世

バ
リ

ア
シ

ス
テ

ム
の

復
元

．
須

藤
雄

介
・

安
藤

寿
男

・
七

山
　

太
・

熊
崎

農
夫

博
・

重
野

聖
之

・
嵯

峨
山

積
P
-6
9

暴
浪

性
の

波
が

作
る

海
岸

地
形

を
再

現
す

る
水

路
実

験
：

底
質

の
粒

度
分

布
の

特
徴

の
分

析
．

谷
口

圭
輔

・
福

井
康

至
・

田
村

　
亨

・
増

田
富

士
雄

P
-7
0

紀
伊

半
島

西
部

和
歌

山
県

広
川

町
の

有
田

層
に

見
ら

れ
る

ス
ト

ー
ム

堆
積

物
．

井
出

祐
介

・
前

島
　

渉
P
-7
1

清
水

海
岸

沿
岸

域
に

お
け

る
土

砂
移

動
の

季
節

特
性

．
吉

河
秀

郎
・

根
元

謙
次

P
-7
2

メ
ガ

ト
レ

ン
チ

掘
削

に
よ

る
津

波
痕

跡
調

査
と

予
察

的
成

果
．

重
野

聖
之

・
石

井
正

之
・

七
山

　
太

・
古

川
竜

太
・

猪
熊

樹
人

・
中

川
　

充
P
-7
3

堆
積

構
造

と
組

織
か

ら
み

た
火

砕
流

の
堆

積
様

式
．

宮
田

雄
一

郎
・

松
尾

征
二

P
-7
4

複
数

の
手

法
に

よ
る

未
固

結
堆

積
物

の
古

流
向

解
析

の
例

．
安

江
健

一
・

郷
津

知
太

郎
・

柳
田

　
誠

P
-7
5

玉
湯

川
三

角
州

の
湖

底
地

形
・

湖
底

堆
積

物
と

そ
の

時
間

変
化

．
酒

井
哲

弥
・

三
井

恵
輔

・
山

口
勝

範
P
-7
6

野
尻

湖
表

層
堆

積
物

の
粒

度
及

び
元

素
濃

度
分

布
．

菅
井

一
磨

・
滝

口
　

健
・

青
木

優
作

・
中

西
俊

貴
・

井
内

美
郎

・
近

藤
洋

一
・

公
文

富
士

夫
・

井
上

卓
彦

P
-7
7

二
次

元
水

路
実

験
で

生
成

す
る

オ
ー

ト
ジ

ェ
ニ

ッ
ク

な
平

衡
河

川
．

武
藤

鉄
司

・
キ

ム
　

ウ
ォ

ン
ス

ク
・

パ
ー

カ
ー

　
ゲ

イ
リ

ー
P
-7
8

河
道

屈
曲

点
と

河
床

勾
配

急
変

域
の

関
係

．
坂

本
隆

彦

（
定
番
）
石
油
・
石
炭
地
質
学
と
有
機
地
球
化
学

P
-7
9

新
潟

県
東

頸
城

丘
陵

西
縁

部
の

地
質

構
造

．
松

永
絹

子
・

遠
藤

　
晋

・
大

竹
正

巳
・

百
瀬

　
敦

・
満

田
信

一

（
定
番
）
岩
石
鉱
物
の
破
壊
と
変
形

P
-8
0

紀
伊

半
島

鳥
羽

地
域

の
蛇

紋
岩

マ
イ

ロ
ナ

イ
ト

の
変

形
微

小
組

織
．

曽
田

祐
介

・
太

田
　

亨
・

岡
崎

一
浩

・
繁

田
善

幸
P
-8
1

岸
和

田
地

域
の

領
家

帯
内

部
剪

断
帯

，
河

合
マ

イ
ロ

ナ
イ

ト
の

変
形

組
織

と
変

形
条

件
．

坂
部

達
哉

・
石

井
和

彦

P
-8
2

伊
豆

－
小

笠
原

弧
衝

突
域

に
分

布
す

る
新

第
三

紀
花

崗
岩

類
中

の
マ

イ
ク

ロ
ク

ラ
ッ

ク
を

用
い

た
古

応
力

場
の

復
元

と
そ

の
変

遷
．

原
田

　
尚

・
高

木
秀

雄
P
-8
3

岩
石

の
粘

弾
性

構
成

則
に

基
づ

く
余

効
す

べ
り

の
時

系
列

パ
タ

ー
ン

の
解

析
．

長
濱

裕
幸

・
川

田
祐

介
・

内
田

直
希

・
松

澤
　

暢
P
-8
4

粉
砕

起
源

シ
ュ

ー
ド

タ
キ

ラ
イ

ト
に

発
達

す
る

高
速

す
べ

り
面

お
よ

び
低

速
す

べ
り

面
の

微
細

組
織

：
サ

ブ
ミ

ク
ロ

ン
粉

砕
粒

子
の

形
状

に
基

づ
く

判
定

．
小

澤
佳

奈
・

滝
沢

　
茂

P
-8
5

岩
石

の
熱

伝
導

率
測

定
．

多
田

井
　

修
・

林
　

為
人

・
谷

川
　

亘
・

廣
瀬

丈
洋

・
山

口
飛

鳥
・

坂
口

真
澄

P
-8
6

せ
ん

断
破

壊
変

形
に

伴
う

弾
性

波
速

度
の

変
化

．
坂

口
真

澄
・

谷
川

　
亘

・
廣

瀬
丈

洋
・

多
田

井
　

修

（
定
番
）
付
加
体

P
-8
7

北
部

秩
父

帯
の

変
玄

武
岩

か
ら

発
見

さ
れ

た
地

殻
内

微
生

物
化

石
．

榊
原

正
幸

・
菅

原
久

誠
・

辻
　

智
大

・
池

原
　

実
P
-8
8

岡
山

県
西

部
ペ

ル
ム

紀
前

～
中

期
変

玄
武

岩
に

産
す

る
微

生
物

変
質

様
組

織
お

よ
び

炭
素

同
位

体
比

．
菅

原
久

誠
・

榊
原

正
幸

・
池

原
　

　
実

P
-8
9

関
東

山
地

の
秩

父
帯

・
四

万
十

帯
付

加
コ

ン
プ

レ
ッ

ク
ス

境
界

．
原

　
英

俊
P
-9
0

足
尾

帯
ジ

ュ
ラ

紀
付

加
体

に
お

け
る

ユ
ニ

ッ
ト

境
界

断
層

の
性

状
と

そ
の

地
質

学
的

意
義

．
鈴

木
孝

明
・

鎌
田

祥
仁
P
-9
1

流
体

包
有

物
に

よ
る

メ
ラ

ン
ジ

ュ
形

成
時

・
形

成
後

の
温

度
・

圧
力

条
件

の
推

定
の

試
み

～
ジ

ュ
ラ

紀
付

加
体

玖
珂

層
群

の
例

～
．

鎌
田

祥
仁

・
森

岡
順

子
・

森
宏 P
-9
2

付
加

体
構

造
に

お
け

る
応

力
分

布
の

動
的

変
化

．
宮

川
歩

夢
・

辻
　

　
健

・
山

田
泰

広
・

松
岡

俊
文

（
定
番
）
噴
火
と
火
山
発
達
史

P
-1
21

阿
武

火
山

群
，

伊
良

尾
火

山
の

火
山

噴
出

物
の

特
徴

．
堀

川
義

之
・

永
尾

隆
志

・
清

杉
孝

司
P
-1
22

室
生

火
砕

流
堆

積
物

基
底

相
の

到
達

範
囲

．
佐

藤
隆

春
・

茅
原

芳
正

・
山

本
俊

哉
・

古
山

勝
彦

・
別

所
孝

範



（ ）21

■
9月
5日
（
土
）
コ
ア
タ
イ
ム
　
13
：
00
-1
4：
00
-1
3：
30

25
号
館
4F
ま
た
は
8F
ポ
ス
タ
ー
会
場

※
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

講
演

に
は

（
SP

），
ト

ピ
ッ

ク
お

よ
び

定
番

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

講
演

に
は

（
P
）

の
通

し
番

号
が

つ
い

て
い

ま
す

．
※
講
演
タ
イ
ト
ル
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
一
部
略
記
版
を
掲
載
し
て
い
ま
す
．

正
し

い
タ

イ
ト

ル
は

講
演

要
旨

集
を

ご
覧

下
さ

い
．

P
-1
23

阿
蘇

カ
ル

デ
ラ

北
方

に
お

け
る

A
so

-4
火

砕
流

ユ
ニ

ッ
ト

の
再

定
義

．
松

尾
征

二
・

堀
川

義
之

（
定
番
）
深
成
岩
・
火
山
岩

P
-1
24

兵
庫

県
篠

山
地

域
の

白
亜

紀
ア

ダ
カ

イ
ト

質
安

山
岩

．
平

松
　

圭
・

今
岡

照
喜

・
大

平
　

武
・

亀
井

淳
志

・
板

谷
徹

丸
P
-1
25

マ
ラ

カ
ン

ド
超

苦
鉄

質
岩

体
．

佐
野

　
栄

P
-1
26

舞
鶴

帯
夜

久
野

岩
類

の
岩

石
学

的
特

徴
：

舞
鶴

帯
お

よ
び

夜
久

野
オ

フ
ィ

オ
ラ

イ
ト

の
造

構
史

に
関

す
る

試
論

．
隅

田
祥

光
・

早
坂

康
隆

・
伏

木
　

治
P
-1
27

大
分

県
竹

田
市

東
部

に
分

布
す

る
鬼

界
ア

カ
ホ

ヤ
火

山
灰

の
岩

石
学

的
研

究
．

遠
藤

晴
美

・
榊

原
正

幸
P
-1
28

阿
蘇

火
山

A
so

-4
火

砕
流

　
弁

利
ス

コ
リ

ア
流

に
お

け
る

マ
グ

マ
供

給
系

．
大

鹿
淳

也
・

荒
川

洋
二

・
新

村
太

郎 P
-1
29

大
崩

山
火

山
深

成
複

合
岩

体
を

構
成

す
る

環
状

岩
脈

の
帯

磁
率

異
方

性
．

金
丸

龍
夫

・
高

橋
正

樹
P
-1
30

北
部

北
海

道
，

中
期

～
後

期
中

新
世

フ
ェ

ル
シ

ッ
ク

火
山

岩
に

お
け

る
S
r-
N
d
同

位
体

比
組

成
の

多
様

性
．

高
梨

幸
志

郎
・

周
藤

賢
治

P
-1
31

中
央

北
海

道
南

部
の

漸
新

世
火

山
岩

の
岩

石
化

学
的

特
徴

．
岡

村
　

聡
・

米
島

真
由

子
・

前
田

卓
哉

P
-1
32

中
国

バ
ソ

リ
ス

と
北

九
州

バ
ソ

リ
ス

の
比

較
研

究
．

長
松

　
雄

・
今

岡
照

喜
・

亀
井

淳
志

P
-1
33

日
高

変
成

帯
の

I－
タ

イ
プ

ト
ー

ナ
ル

岩
マ

グ
マ

の
起

源
に

関
す

る
新

知
見

．
小

島
　

萌
・

志
村

俊
昭

P
-1
34

背
弧

域
上

部
マ

ン
ト

ル
融

解
プ

ロ
セ

ス
：

韓
国

C
h
u
g
ar

y
on

g
火

山
．

柵
山

徹
也

・
常

　
　

青
・

長
岡

信
治

・
小

澤
一

仁
P
-1
35

A
r-
A
r年

代
に

基
づ

く
中

部
地

方
白

亜
紀

～
古

第
三

紀
火

成
岩

体
の

定
置

年
代

の
再

検
討

．
棚

瀬
充

史
・

曽
根

原
崇

文
・

原
山

　
智

・
小

井
土

由
光

（
定
番
）
環
境
地
質

P
-1
73

重
金

属
か

ら
み

た
河

川
底

質
物

の
環

境
地

球
化

学
．

松
本

一
郎

・
D
en

n
is
 H

of
fm

an
・

Ja
so

n
 M

cA
lis

te
r・

Ju
ne

 W
ol
fe
・

石
賀

裕
明

P
-1
74

摺
上

川
ダ

ム
建

設
に

よ
っ

て
発

生
し

た
水

質
変

化
．

難
波

謙
二

・
芳

賀
智

也
・

岸
波

晃
代

P
-1
75

那
須

塩
原

地
下

水
水

質
の

季
節

変
化

．
田

村
壮

礼
・

難
波

謙
二

・
皆

川
絵

梨
P
-1
76

天
然

ガ
ス

（
上

ガ
ス

）
の

噴
出

す
る

海
浜

の
潮

溜
ま

り
の

白
濁

現
象

の
機

構
解

明
．

吉
田

　
剛

・
風

岡
　

修
・

古
野

邦
雄

・
楠

田
　

隆
・

香
川

淳
・

酒
井

　
豊

P
-1
77

高
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

棄
物

処
分

に
対

す
る

隆
起

・
侵

食
に

起
因

す
る

影
響

評
価

の
検

討
．

川
村

　
淳

・
江

橋
健

・
牧

野
仁

史
・

稲
垣

　
学

・
柴

田
雅

博
P
-1
78

中
海

浚
渫

窪
地

に
見

ら
れ

る
イ

ベ
ン

ト
堆

積
物

．
一

宮
大

和
・

井
内

美
郎

・
柳

野
勝

史
・

山
崎

泰
弘

・
三

瓶
良

和
・

徳
岡

隆
夫

・
天

野
敦

子
P
-1
79

海
砂

採
取

後
海

域
の

海
底

環
境

変
化

－
愛

媛
県

大
三

島
南

方
海

域
－

．
井

手
直

道
・

天
野

敦
子

・
岩

本
直

哉
・

中
西

俊
貴

・
井

内
美

郎
P
-1
80

長
崎

県
大

村
湾

に
お

け
る

過
去

約
15

0 
年

間
の

底
生

有
孔

虫
と

貝
形

虫
の

時
系

列
変

化
．

牧
野

美
里

・
入

月
俊

明
・

野
村

律
夫

・
河

野
重

範
P
-1
81

荒
砥

沢
ダ

ム
上

流
域

の
大

規
模

す
べ

り
の

地
す

べ
り

史
的

発
生

要
因

．
川

辺
孝

幸
・

風
岡

　
修

・
香

川
　

淳
・

楠
田

　
隆

・
酒

井
　

豊
・

古
野

邦
雄

・
吉

田
　

剛

（
定
番
）
地
学
教
育
・
地
学
史

P
-1
86

海
洋

研
究

を
理

科
教

育
に

活
か

す
教

員
研

修
に

つ
い

て
．

田
口

康
博

・
川

村
教

一
・

吉
澤

　
理

■
M
E
M
O
■



（ ）22

■
9月
6日
（
日
）
コ
ア
タ
イ
ム
　
13
：
00
-1
4：
00
-1
3：
30

25
号
館
4F
ま
た
は
8F
ポ
ス
タ
ー
会
場

※
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

講
演

に
は

（
SP

），
ト

ピ
ッ

ク
お

よ
び

定
番

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

講
演

に
は

（
P
）

の
通

し
番

号
が

つ
い

て
い

ま
す

．
※
講
演
タ
イ
ト
ル
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
一
部
略
記
版
を
掲
載
し
て
い
ま
す
．

正
し

い
タ

イ
ト

ル
は

講
演

要
旨

集
を

ご
覧

下
さ

い
．

（
シ
ン
ポ
）
中
国
地
方
の
新
生
界
の
諸
問
題

SP
-1

西
南

日
本

前
弧

域
の

伸
張

・
隆

起
テ

ク
ト

ニ
ク

ス
．

高
橋

雅
紀

（
シ
ン
ポ
）
G
eo
te
ct
o
ni
c 
su
b
d
iv
is
io
n 
an
d
 

ev
o
lu
tio
n 
o
f 
th
e 
Ja
p
an
es
e 
Is
la
nd
s

（
日
本
列
島
構
造
発
達
史
）

SP
-2

S
u
b
d
u
ct

io
n
 

er
os

io
n
 

co
u
ld

 
re

p
re

se
n
t

re
ar

ra
ng

em
en

t 
ra

th
er

 t
ha

n 
re

m
ov

al
 o
f 
fo
re

ar
c

m
at

er
ia
ls
: 
In

si
g
h
ts
 f
ro

m
 g

eo
lo
g
y
 i
n
 c

en
tr
al

H
ok

ka
id
o,
 J
ap

an
.

H
ay

at
o 
U
ed

a

（
シ
ン
ポ
）
A
 s
p
ec
ia
l s
ym
p
o
si
um
 t
o
 h
o
no
r

S
ho
uh
ei
 B
an
no
（
坂
野
昇
平
追
悼
シ
ン
ポ
）

SP
-3

S
ol
u
b
il
it
y
 o

f 
F
e 2

O
3
in

 A
l 2
S
iO

5
m

in
er

al
s．

K
aw

as
ak

i 
T
os

h
is
u
k
e・

S
h
ir
ak

aw
a 

C
h
ie

・
N
ak

ak
u 

M
ic
hi
ko

・
Is
hi
zu

ka
 H

id
eo

（
定
番
）
地
域
間
層
序
対
比
と
年
代
層
序

P
-3
4

新
潟

堆
積

盆
七

谷
層

中
に

見
つ

か
っ

た
中

期
中

新
世

広
域

テ
フ

ラ
．

工
藤

　
崇

・
檀

原
　

徹
・

岩
野

英
樹

・
山

下
　

透
・

柳
沢

幸
夫

P
-3
5

岐
阜

県
瑞

浪
地

域
に

分
布

す
る

中
部

中
新

統
瑞

浪
層

群
生

俵
層

の
珪

藻
化

石
年

代
の

再
検

討
．

河
邑

圭
太

・
須

藤
　

斎
・

柳
沢

幸
夫

P
-3
6

北
海

道
上

部
白

亜
系

放
散

虫
化

石
層

序
の

再
検

討
．

小
安

浩
理

・
平

野
弘

道

（
定
番
）
海
洋
地
質

P
-3
7

非
造

礁
性

単
体

六
射

サ
ン

ゴ
骨

格
の

同
位

体
・

微
量

元
素

分
析

．
垣

内
一

秀
・

大
森

一
人

・
江
�

洋
一

・
渡

邊
剛

・
徳

田
悠

希
P
-3
8

陸
棚

堆
積

物
と

珪
藻

化
石

か
ら

み
た

最
終

氷
期

以
降

の
常

磐
沖

古
海

洋
変

遷
．

畑
中

　
彩

・
石

田
　

桂
・

保
柳

康
一

・
長

橋
良

隆
・

柳
沢

幸
夫

P
-3
9

東
地

中
海

の
高

塩
水

湖
（

M
ee

d
ee

 L
ak

e）
の

堆
積

古
環

境
．

泉
谷

直
希

・
村

山
雅

史
・

佐
川

拓
也

・
朝

日
博

史
・

中
村

恭
之

・
白

井
正

明
・

芦
寿

一
郎

・
徳

山
英

一
・

北
里

　
洋

P
-4
0

北
海

道
西

方
，

石
狩

湾
～

後
志

ト
ラ

フ
の

堆
積

作
用

片
山

　
肇

・
井

内
美

郎
・

池
原

　
研

P
-4
1

北
海

道
太

平
洋

側
海

域
に

お
け

る
現

世
堆

積
作

用
．

野
田

　
篤

・
片

山
　

肇
P
-4
2

相
模

湾
西

部
根

府
川

，
白

糸
川

河
口

周
辺

海
域

で
観

察
さ

れ
た

地
す

べ
り

地
形

．
根

元
謙

次
・

坂
本

　
泉

・
滝

野
義

幸
・

吉
河

秀
郎

・
藤

巻
三

樹
雄

・
奈

良
宏
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イ
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■　ランチョン　■

都合により急遽会場が変更になる場合もございますので，会期

中の掲示にご注意下さい．

9月5日（土）12：00-13：00

会場44 地域地質部会・層序部会合同（世話人　吉川敏之）部会

活動や世話人体制についての議論と情報交換

会場43 火山部会（世話人　石塚吉浩）定例会合

会場31 これからの男女共同参画（世話人　堀　利栄）日本地質

学会における女性会員数は増加傾向にありますが，まだまだ常

勤職および上級職についている女性研究者の割合は低いままで

す．これからの男女共同参画活動はどのようにあるのがよいの

か？　皆さんのアイデアや要望をぜひお聞かせいただけません

か？　また，若い女性研究者の皆さん，普段困っていることは

ありませんか？　先輩の知恵や経験に解決策があるかもしれま

せん．昼食を食べながら，これらの問題について皆で一緒に考

えてみませんか？　ぜひ気軽にご参加ください．お子様連れも

大歓迎です．学会における女性研究者のネットワークの形成と

今後の男女共同参画のあり方について話し合う予定．

会場　41 構造地質部会（世話人　松田達生・大坪　誠）定例会

合

会場　42 地方地質誌編集委員会

会場　55 Island Arc編集委員会（世話人　竹内圭史）Island

Arc誌の編集に関する打合せ

9月6日（日）12：00-13：00

会場43 地学教育委員会（世話人　矢島道子，中井均，藤林紀枝）

地学教育に関係する諸事項について報告，議論する．

会場41 岩石部会（世話人　片山郁夫）定例会合

会場42 地質学雑誌編集委員会（世話人　久田健一郎）

会場51 堆積部会（世話人　小松原純子）定例会合

会場52 古生物部会（世話人　北村晃寿）定例会合

会場54 海洋地質部会（世話人　徳山英一・片山　肇・芦　寿一

郎・小原泰彦）海洋地質部会の活動に関する議論と情報交換

■　夜間小集会　■

都合により急遽会場が変更になる場合もございますので，会期

中の掲示にご注意下さい．

9月5日（土）18：00-20：00

会場44 南極地質研究委員会（世話人　本吉洋一）第50次

（2008/09）セールロンダーネ山地地質調査報告/第51次

（2009/10）観測計画と新南極観測船「しらせ」の概要/第52次

（2010-）以降の調査計画について/委員の交代について/その他

会場43 沖積層研究の新展開（世話人　卜部厚志・木村克己・岡

孝雄）国内の沿岸低地や内陸部の沖積層に関する研究動向につ

いて，話題提供や意見交換を行う．

会場31 考古学への地質学の貢献（9）本邦「地考古学」の問題

点（世話人　渡辺正巳・松田順一郎・趙　哲済・井上智博・別

所秀高・小倉徹也）松田順一郎・趙　哲済による「ジオアーケ

オロジーの視点」，「地考古学」の問題点についての講演と討論

の予定

会場41 地質学史懇話会（世話人　会田信行・金　光男）地質学

史に関する講演２題

会場42 構造地質学の今後の課題（世話人　松田達生・大坪 誠）

構造地質学のこれからについて話題提供をいただき，今後の展

望に関して参加者間で議論します．

会場51 海跡湖に記録された汎世界的な環境変動と人為的環境変

化に関する研究小集会（世話人　瀬戸浩二・高田裕行・廣瀬孝

太郎）本集会は，地質学的手法を用いて海跡湖群における近過

去の古環境変遷の研究を行うための情報交換会である．

会場52 【ジュラ系+】の集い（世話人　松岡　篤・小松俊文・

近藤康生・堀　利栄・尾上哲治・石田直人）ジュラ系の階境界

のGSSP設定の状況および世界のジュラ系研究の動向について

情報交換を行う．

会場54 環境地質部会（世話人　田村嘉之．風岡　修）環境地質

部会の定例会合（講演含む）

会場55 地質学会若手の集い（世話人　大坪 誠・山口飛鳥・山

口直文・大橋聖和・池田昌之）若手の交流の場の提供と地球科

学研究の今後の展望について参加者で議論します．

試写室　教員養成と地学教育（世話人　藤林紀枝・中井　均・七

山　太）教員養成大学・学部の情報交換と，学校教育の地学領

域のこれからのあり方について討論することを目的とし，これ

らの話題に興味のある会員の参加を歓迎する．

9月6日（日）17：30-19：00

会場51 炭酸塩堆積学に関する懇談会（世話人　山田 努・松田

博貴）炭酸塩堆積学に関する最近の話題・トピックスについて

討論するとともに，最新研究動向・情報について意見交換を行

う．

会場52 後期中新世南西アジアの環境変動と哺乳類動物相変遷

（世話人　仲谷英夫）後期中新世の環境変動と類人猿を含む哺

乳類動物相変遷についてイランマラゲーの調査で明らかできる

ことは？
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中村栄三（岡山大学地球物質科学研究セン

ター）

日時：9月4日（金）13：30～14：30

会場：ホール（岡山理科大学25号館８階）

日本地質学会学術大会116年の歴史の中

で岡山地区開催は初めてです．タイムリー

にも表層地質学を出発点に地球惑星科学研

究を始めた岡山地区研究者が，癌発生メカニズムに関する新しい

モデルを構築し論文を発表しました．本論文は体内での微量元素

の濃縮過程とそれに伴う放射性元素による内部放射線被曝を明確

に示す画期的なものです．世界が注目する研究内容であり，今後

様々な方面で話題沸騰することが大いに期待される内容です．

最新の研究成果の紹介とともに，若い表層地質学研究者へのエ

ンカレッジとなる講演を予定しています．

【発表論文題目】Accumulation of radium in ferruginous protein

bodies formed in lung tissue: association of resulting radiation

hotspots with malignant mesothelioma and other malignancies.

Proc. Jpn. Acad., Ser. B 85（2009）, in press.

by Eizo NAKAMURA, Akio MAKISHIMA, Kyoko HAGINO

and Kazunori OKABE

日時：9月5日（金）～6日（日）10：00～17：00

（６日のみ16：00まで）（入場無料）

＊４日（金）13：00～17：00に団体・プレス向けの内覧会

を実施します．体験コーナーは，コーナー毎に開始・終

了時間が異なります．

会場：岡山市デジタルミュージアム（岡山駅徒歩１分）

主催：独立行政法人産業技術総合研究所 地質調査総合センタ

ー・日本地質学会・林原自然科学博物館

後援：岡山県教育委員会・岡山市教育委員会・香川県教育委員

会・NHK岡山放送局・山陽新聞社・四国新聞社・岡山日

日新聞社・中国地質調査業協会・四国地質調査業協会，

（以下，申請中）岡山大学・岡山理科大学・香川大学

展示テーマ（予定）：岡山・香川の地質（瀬戸内地域の地質のま

とめと大地のなりたち），花こう岩の天然記念物と文化財，岡山

県地盤図の紹介，高校生・大学生・高校教員による岡山・香川の

地質の紹介，地下の恵み（金属鉱物資源，地下水），瀬戸内海の

環境・生物，ジオパークなど

体験コーナー（予定）：自分だけの化石レプリカを作ろう！　足

跡化石から恐竜の体を考えてみよう！　石の楽器をたたいてみよ

う！　石を割ってみよう！　顕微鏡で石を観察してみよう！　地

層のできかたをみてみよう！　ペットボトルで地盤の液状化を再

現！　マンガン団塊を採ろう！　パソコンで地学クイズにチャレ

ンジ！　キッチン火山実験　磯の生物に触ってみよう！　自然の

不思議「鳴り砂」

講演会（予定）：車窓からジオを楽しむ，寒川なまず博士の地震

と活断層の話

特別展示：

◯地学オリンピック：国際地学オリンピックとは/日本地学オリ

ンピックとは/第２回フィリピン大会の様子（昨年９月）/第３回

台湾大会について（9/14-22）

写真などを使って地学オリンピックについてご紹介いたします．

また過去の問題なども展示いたします．

◯地学教育委員会関連：地学教育委員会の活動紹介/「小さな

Earth Scientistのつどい－小・中・高校生徒地学研究発表会－」

優秀ポスター（兵庫県立加古川東高校）/杉山了三会員の教育実践

（県立宮古高校教諭，東レ理科教育賞・文部科学大臣賞受賞）

ミニ講演会：岡山のたたら，サヌカイトの石器，岡山の化石につ

いて

お問い合せ先

地質調査総合センター地質情報展開催事務局

URL：http://www.gsj.jp/Info/event/2009/johoten_2009/

e-mail：g09okayama@m.aist.go.jp

TEL：029-861-3754 Fax：029-861-3746

日本地質学会ジオパーク支援委員会は，ジオパークによる地域

活性化，Geoheritageの保全および地学の普及のために，地域の

方々と地質学者がどのように連携して活動していけばよいかをさ

ぐるために，ワークショップを開催します．本ワークショップで

は，実際にジオパークの運営に携わる人と地質学会員が，各地の

実践例の発表を元に，地域と地質学者の連携のあり方を議論しま

す．発表者はジオパーク支援委員会が現在依頼中です．ジオパー

クに関心のある，行政担当者，地域の方，研究者などの皆様の参

加を期待します．

日時：9月5日（土）13：00-17：30

場所：岡山市デジタルミュージアム４階

主催：日本地質学会ジオパーク支援委員会

共催：日本ジオパークネットワーク（予定）

後援：産総研地質調査総合センター

プログラム（予定，発表者は依頼中）

第一部　13：00- 日本初の世界ジオパークにおける実践例

第二部　14:：45- 各地の実践例の発表と討論

お問い合わせ先：

日本地質学会ジオパーク支援委員会

〒101-0032 東京都千代田区岩本町2-8-15 井桁ビル

TEL：03-5823-1150 FAX：03-5823-1156

e-mail：main@geosociety.jp

ジオパークワークショップ：
ジオパークによる地域活性化をめざして
－地域と地質学者の連携のあり方をさぐる－地質情報展2009おかやま

－ワクワク発見　瀬戸の大地－

特別講演会
「地質学と医学の融合　－癌発生のメカニズム－」

■　関　連　行　事　■
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※なお，ご希望の地域には，９月５日10：00－12：00の日程で日

本地質学会ジオパーク支援委員会によるジオパーク個別相談

（事前予約制）を行いますので，上記連絡先までご連絡くださ

い．

日時：9月5日（土）13：30～16：30（入場無料・事前申込必要）

会場：さん太ホール（岡山市柳町2-1-1，JR岡山駅から徒歩15分

または，路線バス５分「山陽新聞社前」下車）

講演者と講演内容：

「地質と生き物と人々の生活―ヨーロッパそして岡山の風景―」

波田善夫（岡山理科大学学長）

各地の森の様子やそこに生えている植物を調査しながら，その

下の地形や地質との関係，森が育んだ地域の文化などを考えてい

ます．岡山の森や植生やそこに生きる生き物や人々と地形・地質

との関係を，ヨーロッパの嶺を交えながらお話します．

「おいしいワインのできる畑の地球環境」

武田　弘（東京大学名誉教授）

世界の有名なワイン産地のぶどうとその畑の地質・土質・土

壌・地形・気候との関係からはじめて，広く地球環境のお話をい

たします．

座談会では，司会者も含め，地球環境問題や，農産物の安全問

題などの最近の課題も含め，地質環境とその上ではぐくまれる植

生・農産物，そしてそれに依存して生きる動物や人間との関連，

文化，あるべき制度の問題などを大きな視点で論じたいと思いま

す．

日本地質学会地学教育委員会では，地学普及行事の一環として，

地学教育の普及と振興を図ることを目的として，学校における地

学研究を紹介する「地学研究」発表会をおこなっています．岡山

大会でも，小・中・高等学校の地学クラブの活動，および授業の

中で児童・生徒が行った研究の発表を募集いたしました．会場は

研究者も発表するポスター会場内に，特設コーナーを用意いたし

ます．同時並行で研究者の発表も行われますので，児童・生徒同

士のみならず，研究者との交流もできます．この会を通じて生徒，

研究者，市民の交流が進み，地質学，地球科学への理解が深まっ

て，未来を担う生徒たちの学習意欲への良い刺激と励みになるこ

とを願っております．

日時 9月6日（日）９：00～16：00

場所　日本地質学会年会ポスター会場（25号館８F）

後援　秋田県教育委員会・秋田市教育委員会

参加校（７月10日現在）岡山県立朝日高等学校・岡山県立林野高

等学校・早稲田大学高等学院・兵庫県立加古川東高等学

校・福岡県立八幡高等学校・伊勢市立五十鈴中学校

問い合わせ・申し込み先：

日本地質学会地学教育委員会（担当　三次）

〒101-0032 東京都千代田区岩本町2-8-15 井桁ビル6F

TEL：03-5823-1150 FAX：03-5823-1156

e-mail：main@geosociety.jp

主催　海洋研究開発機構

共催　日本地質学会

日時：9月6日（日）午後

会場：講演会場55（岡山理科大

25号館５F）

岡山で誕生した地球深部探査

船「ちきゅう」の南海トラフ地

震発生帯の掘削の成果と，今後「ちきゅう」を用いた掘削が予定

されている「プロジェクトIBM（伊豆ー小笠原ーマリアナ）」や

「モホール」は何を目指しているのか．岡山市民の方々にご紹介

したいと考えています．

内容：「ちきゅう」の概要，南海トラフ掘削成果速報，今後の計

画のねらい，などを一般向け講演として行います．同会場の展示

ブース（25号館１F）における展示内容（「ちきゅう」模型も展

示予定）と連携した内容の講演を行います．

一般向け講演会
岡山で生まれた地球深部探査船「ちきゅう」の活躍

小さなEarth Scientistのつどい
～第7回　小，中，高校生徒「地学研究」発表会～

市民講演会
「大地から考える地球環境

－地質と生物・農業の深い関係－」
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ご希望の方は代金を添えて本会事務局宛お申込みください．なお，２冊以上のお申込みにつきましては送料をお問い合わ
せください．
現金書留または郵便振替　00140－8－28067

40号以前の論集については，一部在庫がございます．院生・学生４割引，正会員２割引で販売しております．ご希望の方
は学会事務局までお問い合わせ下さい．No. 40以降の論集 : 院生・学生のみ２割引

地　質　学　論　集
第 40 号　中央構造線のネオテクトニクス―その意義と問題点―．岡田篤正ほか編，250pp., 1992年12月刊，会員頒価3,200円，

〒340円
第 42 号　西南日本の地殻形成と改変．小松正幸ほか編，357pp., 1993年４月刊，会員頒価3,100円，〒340円
第 43 号　浅部マグマ溜りとその周辺現象の地球科学．村岡洋文ほか編，177pp., 1994年４月刊，会員頒価2,000円，〒340円
第 44 号　島弧火山岩の時空変遷．周藤賢治ほか編，335pp., 1995年11月刊，会員頒価2,800円，〒340円
第 45 号　シーケンス層序学―新しい地層観を目指して．斎藤文紀ほか編，249pp., 1995年８月刊，会員頒価2,500円，〒340

円（売り切れました）
第 46 号　火山活動のモデル化．佐藤博明ほか編，162pp., 1996年９月刊，会員頒価 1,900円，〒290円
第 47 号　日高地殻―マントル系のマグマ活動．荒井章司ほか編，323pp., 1997年４月刊，会員頒価3,000円，〒340円
第 48 号　Cretaceous Environmental Change in East and South Asia （IGCP350） Contributions from Japan―　岡田博有

ほか編，188pp.，1997年６月刊，会員頒価 2,100円，〒340円
第 49 号　21世紀を担う地質学．新妻信明ほか編，232pp.，1998年３月刊，会員頒価 2,500円，〒340円
第 50 号　構造地質　特別号―21世紀の構造地質学にむけて―．狩野謙一ほか編， 263pp.，1998年７月刊，会員頒価2,500円，

〒340円
第 51 号　地震と地盤災害―1995年兵庫県南部地震の教訓―．岡田博有ほか編， 162pp.，1998年３月刊，会員頒価3,000円，

〒340円
第 52 号　オフィオライトと付加体テクトニクス．宮下純夫ほか編，316pp.，カラー 10pp.，1999年９月刊，会員頒価3,000円，

〒340円
第 53 号　本州弧下部地殻と珪長質マグマの生成・活動システム．加々美寛雄ほか編，401pp.，1999年11月刊，会員頒価3,900

円，〒450円．
第 54 号　タフォノミーと堆積過程―化石層からの情報解読―小笠原憲四郎ほか編，197pp.，1999年12月刊，会員頒価2,900

円，〒340円．
第 55 号　ジュラ紀付加体の起源と形成過程．木村克己ほか編，221pp.，2000年１月刊，会員頒価2,800円，〒340円．

（売り切れました）
第 56 号　古領家帯と黒瀬川帯の構成要素と改変過程．高木秀雄ほか編，253pp., 2000年３月刊，会員頒価2,900円，〒340円．
第 57 号　砕屑岩組成と堆積・造構環境．公文富士夫ほか編，240pp., 2000年９月刊，会員頒価2,800円，〒340円．
第 58 号　地震イベント堆積物―深海底から陸上までのコネクション―藤原　治ほか編，169pp., 2004年12月刊，会員頒価

2,900円，〒340円．
第 59 号　沖積層研究の新展開　井内美郎ほか編，212pp.，2006年５月刊，会員頒価2,400円，〒340円．

リーフレットシリーズ
大地の動きを知ろう―地震・活断層・地震災害―　1995年４月発行　会員価格200円（非会員300円）
大地のいたみを感じよう―地質汚染Geo－Pollutions 1997年２月発行　会員価格 200円（非会員300円）
大地をめぐる水―水環境と地質環境―　2001年５月発行　会員価格300円（非会員400円）

国立公園地質リーフレットたんけんシリーズ
１．箱根火山たんけんマップ―今、生きている火山　2007年５月発行　会員価格300円（20部以上購入の場合割引あり）
２．屋久島地質たんけんマップ―洋上アルプスは不思議な地質がいっぱい―　2009年３月発行　会員価格300円

（20部以上購入の場合割引あり）

国立公園地質リーフレットシリーズ
１．箱根火山　2007年７月発行　会員価格1,000円（20部以上購入の場合割引あり）

下敷き : 「干渉色図表」・「偏光顕微鏡による鉱物鑑定表」（英語版）１枚200円（非会員300円）

講演要旨集ほか
第115年見学旅行案内書（2008年秋田） 会員頒価2,500円，〒500円
第114年学術大会講演要旨（2007年札幌） 会員頒価4,000円，〒500円
第114年見学旅行案内書（2007年札幌） 会員頒価2,400円，〒500円
※このほか，大会講演要旨は，2002年新潟，2003年静岡，2004年千葉，2006年高知．見学旅行案内書は，2003年静岡，

2004年千葉，2005年京都に残部があります．

フィールドノート：学会オリジナル．12×19cm．ハードカバー．レインガード使用　会員頒価１冊500円．

出　版　物　在　庫　案　内
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第116年学術大会（岡山）：事前参加登録受付中

参加を予定されている皆様にはお早めのご登録をお願いいたしま

す．懇親会，見学旅行などは定員になり次第締切となりますので，

ご注意下さい．詳しくは，ニュース誌４月号予告記事，もしくは大

会HPをご参照下さい．なお，講演申込は，６月23日（火）で申込

受付を終了しています．

事前参加登録締切：Web：８月17日（月）18：00

郵送/FAX：８月10日（月）必着

参加登録費（要旨集付き）

正会員　　　　　7,500円（当日　9,500円）

院生割引適用　　4,500円（当日　6,500円）



本財産額を年間経費の半分まで引き上げるた

め，引当金を取り崩して増額することが説明

された．

質疑応答：なし

採決確認：３号議案とともに拍手で承認（出

席85；委任42；議決行使賛成23；合計150）

＜５号議案＞名誉会員の推薦について

佃委員長による説明

質疑応答：

質問）この度逝去された品田芳二郎氏は環境

地質部会から名誉会員に推薦されていた．亡

くなったために名誉会員への推挙はなかった

が，これまでの選考経緯を明らかにしてほし

い．大学教官でない会員の草の根活動による

社会貢献に対して表彰を求める．

回答）規約のため死亡者は名誉会員には選出

できない．また選考過程を明かすことはでき

ない．しかし，ニュース誌への掲載など何ら

かの手法で品田氏の貢献を知らせることを検

討している．推薦者からの投稿も一つの手段

である．

採決確認：拍手で承認（出席87；委任42；議

決行使賛成22・保留1；合計152）

＜６号議案＞任意団体日本地質学会の解散に

ついて

藤本副常務理事による説明

質疑応答：

コメント）社団法人になったら大きなビジョ

ンで活動してほしい．国境問題にも踏み込ん

だ地質学会ならではの活動を期待する．

採決確認：拍手で承認（出席88；委任42；議

決行使賛成23；合計153）

閉会（長谷部議長）

2009年５月17日

以上，決議を明確にするため，この議事録

を作成し，議長及び出席理事がこれに記名押

印する．

議長　長谷部徳子　印

会長　宮下純夫　　印

理事　藤本光一郎　印

2008年度事業経過報告

１．報告事項

１）会員の動静

2009年４月末現在の会員は，賛助会員30社，

名誉会員72名，正会員4143名（うち院生割引

126名），準会員30名，会員総数4266名，2007

年４月末と比べて104名の減少であり，その

議　事　録

日時：2009年５月17日（日）17：45－18：54

会場：幕張メッセ　国際会議場302会議室

（千葉市美浜区中瀬2-1）

開会　（進行：斎藤行事担当理事）

＜議長・副議長・書記の選出＞

議長：長谷部徳子；副議長：小荒井衛

書記：森田澄人・尾上哲治

＜１号議案＞2008年度事業経過報告

渡部常務理事による報告と説明．理事会議

決・評議員会評議事項について，とくに編集

規則の改正内容に触れ，インパクトファク

ターに関連し引用文献の英語表記が必要で，

９月号の原稿から採用することなどが説明さ

れた．会員の動静としては，今年度末は昨年

に比して会員数104名の減．となり，2009年

４月末現在，会員総数4,266名であった．

今年度中に逝去された会員に黙祷を捧げた．

質疑応答：とくになし

採決確認：拍手で承認（出席82；委任42；議

決行使賛成24；合計148）

出席者数確認：

議決権総数　203名（代議員182，理事17，

監事２）

出席者数　148名（会場出席者82；委任

状：42；議決行使書：24）

出席者総数が議決権の過半数を充足し，総

会は成立．

＊以下、議案ごとに数字が違うのは，会場出

席者数の変化によるものです．

＜２号議案＞2008年度決算報告

向山会計担当理事による説明

青野監事による会計監査報告

質疑応答：

質問）支出の部の特定引当金の各繰入額が50

万円で一律である意味は何か？具体案があ

るのか？

回答）具体案はまだない．法人化後に必要と

なる見込みで，いずれ具体性が出てくると

思われる．引当金の一部を基本財産へ移動

の見込みである．

採決確認：拍手で承認（出席83；委任42；議

決行使賛成24；合計149）

＜３号議案＞2009年度事業計画について

渡部常務理事による説明

採決確認：４号議案と合わせて審議し，一括

議決とする．

＜４号議案＞2009年度予算案について

向山会計担当理事による説明．

特に法人への移行を見据えて，引当金等の

整理検討を行うこと，その一環として特に基

内訳は次のとおりである．

入会者　152（賛助１社，正会員136名

〔うち院生割引89名〕，準会員15名）

退会者　144（賛助３社，正会員139名

〔うち院生割引11名〕，準会員２名）

除籍者　91（正会員91名）

逝去者　21（名誉会員８名，正会員13名）

名誉会員：八木健三（08/7/18），都城秋

穂（7/24?），中川久夫（8/5），坂野昇平

（8/19），藤田和夫（12/1），加藤磐雄

（12/27），松本達郎（2009/2/7），勘米良

亀齢（4/6）

正会員：金子史郎（2008/3/14），山�達

雄（4/18），村山正郎 （6/4），林　行敏

（6/16），関　全寿（8/20），田中　武

（8/21），内藤源太朗（9/4），本田　裕

（10/13）遠藤勝壽（11/30），吉村尚久

（12/5），堀江正治（08年秋），鎌田泰彦

（09/1/10），品田芳二郎（3/18）

２）学会運営に関する諸集会及び委員会等の

活動

＜第115年総会＞

日時：2008年５月25日　17：30～19：00

会場：幕張メッセ　国際会議場303会議室

出席者：前半＝理事・代議員：出席87名，

委任状提出者35名，議決権行使35，合計

157，定足数102名，後半＝事・代議員：出

席93名，委任状提出者35名，議決権行使38，

合計166，定足数102名

審議事項：１）2006年度事業経過報告，２）

2006年度決算報告，３）選挙結果報告，４）

2007年度事業計画案，５）2007年度予算案

について，６）名誉会員の推薦

＜2008年度臨時総会＞

日時：2008年11月30日　14：00～15：00

会場：学士会館　本館　210会議室

出席者：理事・代議員：出席55名，委任状

提出者41名，議決権行使54，合計152，定

足数102名

＜委員会等の開催＞

・理事会（14回）議事内容，報告等につい

ては，随時HP，ニュース誌に掲載

・定例評議員会（４回）議事内容，報告等

については，随時HP，ニュース誌に掲

載．

・その他委員会：総務委員会（会計委員

会），広報委員会（インターネット委員

会），行事委員会，地質学雑誌ならびに

アイランドアーク編集委員会，各賞選考

委員会（選考検討委員会，アイランド

アーク賞選考委員会を設置し，該当賞の

選考を諮問），地質基準委員会，名誉会

員推薦委員会，女性地球科学者の未来を

考える委員会，法務委員会学会，選挙委

員会など，メールによる会議を含め，随
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４）出版物の刊行

＜地質学雑誌＞

・114巻４号（2008年４月）～115巻３号

（2009年３月）を刊行した．総ページ数

は650ページ．

・地質学雑誌補遺：秋田大会見学旅行案内

書　冊子版およびCD-ROM版．

＜日本地質学会ニュース＞

・11巻４号（2008年４月）～12巻３号

（2009年３月）を発行した．総ページ数

は340ページ．

＜Island Arc＞

・Island Arc 編集委員会の編集により，

Wiley-Blackwell社よりVol.17, Issue 2～

Issue 4 Vol.18, Issue 1 を刊行した．総

ページ数は654ページ．

＜リーフレット＞

・国立公園地質リーフレットたんけんシ

リーズ２「屋久島地質たんけんマップ」

＜その他＞

・地方地質誌　関東地方（朝倉書店より）

・一般向け広報誌の名称を「ジオルジュ」

と決め，９月に準備号1000部を印刷し，

アンケートをとり，今後の本格的発行に

むけて広報委員会が検討を継続中．

５）関連外部委員会への協力

下記の関連外部委員会等に対して本学会か

ら選出された委員を通じて，これまでに引き

続きそれぞれの活動，関連学会の発展と連携

に協力した．

日本地球惑星科学連合：評議員（宮下純

夫），連絡委員（久田健一郎），プログラム委

員（七山　太，大坪　誠），キャリアパス支援

小委員会委員（佐々木和彦），環境・災害対

応委員会-災害の委員（横山俊治），環境・災

害対応委員会-環境の委員（小荒井衛），学術

出版委員会委員（井龍康文），教育問題検討

委員会（阿部国広，矢島道子，芝川明義，中

井睦美），国際委員会（副委員長　公文富士

夫），地質科学関連学協会連合（天野一男），

自然史学会連合（斎木健一），地理関連学会

連合（藤本光一郎），地質技術関連学協会継

続教育協議会（CPD，公文富士夫），日本技術

者教育認定機構（JABEE，天野一男），国際

惑星地球年（IYPE）日本委員会（佃　栄吉），

地質の日実行委員会（委員　藤林紀枝）原子

力総合シンポジウム（運営委員，高橋正樹），

アイソトープ・放射線研究発表会運営委員会

（運営委員，小笠原正継），地質情報活用機構

（GUPI）技術者の認定制度創設のための委員

会委員（山本高司）富士学会：富士山科学看

板設置調整委員会（専門委員　高橋正樹），

日本ジオパーク委員会（委員　高木秀雄），

大学評価・学位授与機構の専門委員など．

６）その他報告事項（主なもの，そのほかは

News誌，HPに掲載の理事会議事録，評議

員会議事録参照）

＜特に他学協会との共催・後援，賛行事，開

催年月日に関りなくこの期間に依頼のあった

時開催．

３）行事の開催

＜第115年年会＞

会期：2008年９月20日-22日

会場：秋田大学

参加者：791名（会員727名，非会員64名）

日本鉱物科学会　同時開催（合同懇親会・

１シンポ・４セッション共催）

・一般発表：484件（申込み492件）：口頭

276件（申込み278件），ポスター208件

（申込み214件）

・シンポジウム：8件（58講演演），緊急展

示：2008年岩手・宮城内陸地震関連１件

・地質災害現地報告会：9月22日（月）

2008年四川大地震：1件/2008年岩手・宮

城内陸地震：７件

・優秀ポスター賞の授与：12件（ポスター

発表のみ）

・見学旅行：実施11コース

・ランチョン：専門部会を中心に９件

・夜間小集会：９件

・就職支援プログラム：2008年９月21日

参加企業６社

＜日本地質学会各賞の授与式・記念式典＞

日時：９月20日（土）

会場：秋田大学手形キャンパス教育文化学

部３号館大講義室

・日本地質学会賞記念講演「微小領域分析

と変成岩」（榎並正樹会員）

・日本地質学会柵山雅則賞受賞記念スピー

チ「とにかくやってみる」（片山郁夫会

員）

・日韓地質学会学術交流協定調印記念式

典，講演　韓国地質学会会長　李 鉉具

氏（忠南大学）

＜年会関連行事＞

・地質情報展2008あきた－発見・体験！地

球からのおくりもの－　2008年９月19日

～21日

共催：（独）産業技術総合研究所（秋田市民

交流プラザ　ALVE1Fの「きらめき広場」

及び４Fの「自然科学学習館」）参加者：

約1900名

・市民講演会「大地の成り立ちと人びとの

生活・歴史－男鹿半島・大潟村・豊川油

田をジオパークに－」共催：日本地質学

会ジオパーク支援委員会．2008年９月20

日，参加者：約130名．講師：薄井伯

征・佐々木榮一・佃　栄吉・佐々木詔雄

・地学教育委員会

小さなEarth Scientistのつどい～第６回

小・中・高校生徒地学研究発表会：2008

年９月21日，参加校10，11件，うち２件

に優秀賞を授与．

第７回理科教員対象見学旅行：2008年９

月20日，見学旅行C班「地学教育の素材

としての男鹿半島」秋田地学教育学会

共催．

もの＞

・日本工業新聞社より，2008年地球環境保

護土壌・地下水浄化技術展（10/1-3）の

協賛．

・埼玉県理化研究会（会長　大下仁）研修

会「東京と伊豆大島の見学：案内者　小

幡喜一会員」（8/26-27）の後援

・21世紀の地学教育を考える大阪フォーラ

ム実行委員会より「第９回子供のための

ジオカーニバル」の後援.

・計測自動制御学会，第34回リモートセン

シングシンポジウム（11/6-7，東京）の

協賛．

・6th International Conference on Asian

Marine Geology（8/29-9/1，高知，徐委

員長）の後援．

・朝日新聞社「第６回ジャパン・サイエン

ス＆エンジニアリング・チャレンジ2008

（JSE2008）」2008年９月－2009年６月，

後援．

・ゼオライト学会，国際会議「ZMPC2009

（International Symposium on Zeolites

and Microporous Crystals 2009）」（2009

年8/3-7，早稲田大学）の共催．

・筑波大学より朝永振一郎記念第３回「科

学の芽」賞を後援，

・ゼオライト学会「第25回ゼオライト研究

発表会」（11/7-8）の共催．

・琉球大学熱帯生物圏研究センター共同利

用研究会「有殻原生生物プランクトン研

究はどこに向かうのか」（11/28-29）の

後援．

・石専門の写真家須田郡司氏より，「世界

石巡礼」（2009年４月開始）の後援．

・日本ジオパーク委員会の記念式典の後援

（2/20）．

・茨城大学主催のシンポジウム「茨城県北

地域振興の新たな可能性をさぐる－茨城

県北ジオパークをめざして－」（2/1）の

後援．

・日本原子力学会，原子力総合シンポジウ

ム2009（５月開催）の共催，運営委員：

高橋正樹．

・2009年度地球化学会年会（9/15-17，広

島大学）共催．

・第53回粘土科学討論会（粘土学会，

9/10-11，岩手大学）の共催

・日本科学技術振興財団より，「青少年の

ための科学の祭典2008」の後援．

・科学教育研究協議会，第56回全国研究大

会（さいたま市，8/1-3）の後援．

・日本アイソトープ協会：第46回アイソ

トープ・放射線研究会の共催．運営委

員：小笠原正継．

７）支部の活動

＜北海道支部＞

＊2008年支部幹事会の体制：支部長　宮坂

省吾，事務局（庶務）：高清水康博，吉

本充宏（会計）・中川充・岡村　聡・渡

邉　剛・重野聖之（北海道地質百選兼
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・公開講演会：「丹波の恐竜化石発掘」

三枝春生（兵庫県立人と自然の博物館）

・シンポジウム 「篠山層群周辺の地質発

達史：兵庫県中央部の中生代」

・発表：口頭発表　６件，ポスター発表

10件，参加者：76名

２．後援

・山陰海岸「地質の日」見学会（2008年５

月11日）（日本地質学会近畿支部・山陰

海岸ジオパーク推進協議会主催），参加

者：69名

・第四紀国際学術講演会（2008年４月４日）

大阪市立大学文化交流センター，講演：

５件，参加者：38名（日本第四紀学会，

日本地質学会　近畿支部，日本応用地質

学会関西支部共催）

＜四国支部＞

・巡検：三波川変成岩中の藍晶石（12月20

日，午前） 案内者：皆川鉄雄（愛媛大）

・第８回四国支部総会・講演会（12月20日，

午後） 愛媛大学メディアホール

＜西日本支部＞

１．2008年度の支部体制

・支部長：大木公彦，幹事：佐野　弘好・

宮本　隆実・仲谷　英夫・松田　博貴，

事務局：松田博貴，庶務：磯部博志，会

計：小松俊文

２．2008年度行事

１）第156回西日本支部例会（近畿・西日

本・四国　三支部合同例会）

・日時：平成20年６月29日（日）

・場所：兵庫県立人と自然の博物館

・公開講演会：「丹波の恐竜化石発掘」（三

枝春生氏・兵庫県立人と自然の博物館）

・シンポジウム：「篠山層群周辺の地質発

達史：兵庫県中央部の中生代」

・講演：ポスター　10件（うち西日本支部

会員　１件）

２）第157回西日本支部例会・2008年度総

会

・日時：2008年２月14日（土）

・場所：九州大学国際ホール

・講演：口頭　26件，ポスター　10件

・次期幹事校：長崎大学

３．日本地質学会第116年学術大会岡山大

会（2009）準備・実行支援事業

・大会準備委員会（準備委員長　板谷徹丸，

事務局長　鈴木茂之）のもと，岡山大会

の準備・運営を支援．

・西日本支部事務局が，見学旅行案内書の

編集業務を担当．

８）部会研究会等の活動

1．男女共同参画委員会（委員長　堀　利

栄）

・金沢―石川県能登半島周辺 でワーク

ショップを開催（３月29日－30日）

２．構造地質部会（部会長　竹下徹）

・構造地質夏の学校の開催（8/21-23）千

葉大学

・構造地質部会2008年度例会（3/14-16）

任）・安元和己・川上源太郎・千葉恵美，

会計監査：岡　孝雄，災害専門委員：川

村信人，ジオパーク支援委員：田近　淳

北海道地質百選選定グループ：石井正

之・小板橋重一・田近　淳・垣原康之・

鬼頭伸治

１．北海道支部総会（2008年５月10日）

・個人講演会（７件）

・特別講演会「知られざるシレトコ―知床

半島の地質―」（３件）

２．「地質の日」記念企画　2008年４月29

日（火）～６月１日（日）

・北海道大学総合博物館企画展示「ライマ

ンと北海道の地質―北からの日本地質学

の夜明け―」

日本応用地質学会北海道支部・北海道大

学総合博物館との共催

３．2009年北海道大学総合博物館企画展示

「支笏火山と私たちのくらし」の実行委

員会の立ち上げ

＜東北支部＞

１．2008年度は支部としての活動は特に行

わなかった．

２．第115年学術大会（秋田）は，開催校

である秋田大学の実行委員会の奮闘によ

り，無事終了した．

＜関東支部＞

１．地質技術伝承講演会―技師長が語る地

質工学余話シリーズ―の開催

第１回（４月19日） トンネル地質学

（講師　石井正之（明治コンサル））

第２回（５月10日） 建設に伴う活断層

調査をささえた地質技術屋のはなし

－中部海上国際空港との地質調査（講

師　豊蔵勇（ダイヤコンサル））

第３回（６月７日） 斜面災害対策と地

質屋の役割（講師　上野将司（応用地

質））

２．地質見学会（５月17日～18日）

「箱根火山見学会」（案内者　高橋正樹

（日大））参加者18名

３．支部総会と第２回研究発表会（６月８

日）支部長講演，口頭発表６件，ポス

ター発表21件

４．柏崎原発トレンチ調査見学会（７月９

日）

＜中部支部＞

１．中部支部総会・シンポジウム「ひずみ

集中帯とフォッサマグナ」，新潟大学に

て（６月28日）

２．個人講演（ポスターセッション）（６

月28日）

３．巡検「 中越東頸城丘陵の地形と地質

構造」，案内者：小林健太・豊島剛志・

立石雅昭（新潟大学）（６月29日）

４．2010年地質学会年会開催地の調整．富

山大学を中心として中部支部として開催

する．

＜近畿支部＞

１．近畿支部総会・合同例会（2008年６月

29日，兵庫県人と自然の博物館）

新潟県長岡市

２．理事会議決・承認事項および評議員会評

議，承認事項

１）2007年度評議員会議長及び副議長の選

出，任期１年　議長：保柳康一，副議

長：小山内康人

２）各賞選考委員会委員の選出（任期２年，

2010年度まで）

新任委員（2010年総会まで）：高橋正樹，

滝田良基，渡辺真人，村山雅史，吉川敏

之

留任委員（2009年総会まで）：卜部厚志，

北里　洋，高木秀雄，中川光弘（選考委

員長），堀　利栄

職責委員：現，前，正副編集委員長（ア

イランドアーク含む）：狩野謙一，宮下

純夫，久田健一郎，小嶋　智，岩森　光，

石渡　明，Simon WALLIS，井龍康文，

前川寛和

３）2009年年会開催地：西日本支部，岡山

地区，会場：岡山理科大学　会期：2008

年９月４日～９月６日

・実行委員長：板谷徹丸会員（岡山理科

大），事務局：鈴木茂之会員（岡山大）

ほか．

・岡山大会テーマ：「桃太郎と学ぶ地質学」

・岡山大会の事前及び当日の業務委託につ

いて，イベント会社（株）アカデミック

ブレインズと請書を交わした．岡山大会

を日本地球化学会との共催とした．

４）産業技術総合研究所と前年度に引き続

き，2008年度も共同研究契約を締結：研

究題目：「地質科学分野におけるオンラ

イン化の将来動向に関する研究」

５）2008年度の地学オリンピック（フィリ

ピン）の協賛（協賛金50万円）をした．

６）韓国地質学会の李鉱具会長を秋田大会

に招待した．

７）ジオパーク支援委員会は，ジオパーク

の広報宣伝用パンフレット作成し，地方

自治体その他関係者に配布，支援した．

８）名誉会員推薦委員会の設置：委員長；

佃　栄吉副会長

各支部長（５名）：宮坂省吾（北海道），

大槻憲四郎（東北），中山俊雄（代理：

関東），原山　智（中部），宮田隆夫（近

畿），高橋治郎（四国），大木公彦（西日

本），階層別委員（４名）：大学：岡村

眞，小中高：紺谷吉弘，官公所：植村和

彦，会社：足立勝治，理事会（１名）：

石渡　明

９）2010年年会開催地：中部支部富山地区

会場：富山大学　会期：2010年９月18日

～20日

委員長：竹内　章，事務局長：大藤　茂

10）現行任意団体との並行運営，組織体制，

一般社団法人定款案，細則案，理事会規

則案とうの検討を行い，評議員会に諮り，

定款の認証，臨時総会を経て，12月１日

に一般社団法人の登記を完了した．
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化石生層序を用いた地質学的および古海

洋学的研究」

・日本地質学会論文賞（２件）

高橋雅紀，2006，日本海拡大時の東北日

本と西南日本の境界．地質学雑誌，第

112巻，第１号，p.14-32．

守屋俊治・鎮西清高・中嶋　健・壇原

徹，2007，山形県新庄盆地西縁部の鮮新

世古地理の変遷－出羽丘陵の隆起時期と

隆起過程－．地質学雑誌，第114巻，第8

号，p.389-404．

・日本地質学会小藤賞（１件）

嶋田智恵子・佐藤時幸・工藤美幸・山崎

誠，2008，IODP, Exp. 303航海で得られ

た北大西洋の中部第四系から産出した絶

滅珪藻種Neodenticula kamtschaticaの

意義．地質学雑誌，第114巻，第１号，

p.47-50

・日本地質学会研究奨励賞（２件）

石井英一（日本原子力研究開発機構地層

処分研究開発部門）

対象論文：石井英一・中川光弘・齋藤

宏・山本明彦，2008，北海道中央部，更

新世の十勝三股カルデラの提唱と関連火

砕流堆積物：大規模火砕流堆積物と給源

カルデラの対比例として．地質学雑誌，

第114巻，第７号，no.2，p.348-365．

坂口真澄（高知大学理学部）

対象論文：Masumi Sakaguchi and

Hideo Ishizuka，2006，Subdivision of

the Sanbagawa pumpellyite-actinolite

facies region in central Shikoku,

southwest Japan. The Island Arc, vol.

17, no. 3, 305-321．

・日本地質学会 Island Arc賞（１件）

授賞論文: Tethyan ophiolites and

Pangea break-up ,Island Arc, 14, 442-

470 （2006）．著者: Bortolotti, V. and

Principi, G.

・日本地質学会表彰（１件）

秋吉台科学博物館（館長　高橋文雄）

表彰業績：秋吉台研究に関する調査研

究・教育普及活動

21）法人化への移行方針，スケジュール等

と任意団体の解散について総会に諮るこ

ととした．（６号議案）

22）編集規約と投稿規定を一本化した新し

い編集規則を策定し，2009年９月から施

行することとした．

23）リーフレットの出版を活発にするため

「企画出版委員会」（委員長　高橋正樹）

を設置することとし，委員会規約案を承

認した．

24）法人としての支部規約のモデル案を作

成し，各支部に示し，検討を依頼した．

2009年度事業計画骨子

事業基本方針：社団法人への学会事業の完全

移転と公益法人への早期移行をめざし，地

11）共同利用施設拠点認定のための要望書

提出の要請に応え，以下の大学に要望書

を提出した．

高知大学海洋コア総合研究センター，埼

玉大学地圏科学研究センター，信州大学

山岳科学総合研究所

12）地球惑星科学連合への加盟登録申請を

した．

13）富士学会「富士山に科学（学術）的説

明看板を設置する運動」へ参加し，看板

設置の要請書を提出した．

14）日本地質学会賞および柵山賞の選考に

ついて選考検討委員会を設置し選考を諮

問した．委員長：宮下純夫，委員：木村

学，榎並正樹，磯崎行雄，平　朝彦，久

田健一郎，狩野謙一，井龍康文，前川寛

和，石渡　明，Simon WALLIS，永広

昌之，川幡穂高

・Island Arc賞については，Island Arc編

集委員会に選考を諮問した．

15）次の14名の会員を50年会員として顕彰

することとした．

鹿島愛彦　小池敏夫　小林忠夫　小村精一

坂口和則　高山俊昭　手塚高清　野田浩司

町田　洋　松山幸弘　丸山順康　森　　啓

盛谷智之　山崎貞治

16）一般社団法人日本地質学会との間で業

務委託（月額６万円）等の覚書を交わした．

17）2008年度（2008年４月～2009年３月）

決算案を承認した．（２号議案）

18）2009年度（2009年４月～2010年３月）

の事業計画ならびに予算案を承認した．

（３号・４号議案）

19）名誉会員推薦委員会から提案された下

記の５名の会員を総会に推挙することと

した．（５号議案）

須鎗和巳会員，飯山敏道会員，相原安津

夫会員，原郁夫会員，石崎国煕会員

20）各賞選考委員会より提案された下記の

各賞受賞者を承認した．

・日本地質学会国際賞

太田昌秀（元　ノルウエー極地研究所），

対象研究テーマ：極域の地質学

・日本地質学会賞（２件）

鳥海光弘（東京大学大学院　新領域創成

科学研究科），対象研究テーマ：造山帯

とマントルの力学的側面の研究．

石渡　明（東北大学　東北アジア研究セ

ンター）対象研究テーマ：オフィオライ

トと東北アジアの地質学的研究

・日本地質学会柵山雅則賞（１件）

水上知行（金沢大学　理工学域自然シス

テム学類地球学コース），対象研究テー

マ：マントル構造岩石学

・日本地質学会小澤儀明賞（２件）

小宮　剛（東京工業大学大学院理工学研

究科地球惑星科学専攻），対象研究テー

マ：先カンブリア時代のテクトニクスと

地球史の解読

須藤　斎（名古屋大学環境学研究科地球

環境科学専攻），対象研究テーマ：「珪藻

質学と地質学の社会への寄与・貢献の発展

Ⅰ．公益的事業の展開

１．地質学に関する学術活動推進

1－1．秋季岡山大会の成功

1－2．春季連合大会への参加促進と，地質学

会の主催・共催セッションの充実と成功　

1－3．学術雑誌の充実と成果の発信

・地質学雑誌充実を図り，インパクトファ

クター登録雑誌へ

・一般販売の推進とWebでの早期公開の

検討

・Island Arcの充実と隔月化の早期実現

1－4．国際交流の強化

・アジア諸国との連携強化

日韓および日タイ学会間の連携と交流のさ

らなる推進．

モンゴル，フィリピン，ベトナム等の地質

学会との協力協定の締結推進．

・国際的な学術研究の推進

1－5．学協会との連携推進

２．普及・教育・啓発活動

2－1．最終年度の IYPE活動展開（シンポジ

ウムほか）

2－2．「地質の日」事業・イベントの推進と

定着化

2－2．ジオパーク支援の展開と自治体との連

携強化

2－3．地学オリンピックへのさらなる支援と

人材育成への貢献

2－4．広報誌「ジオルジュ」の定期的発行と

出版活動展開

2－5．学術・教育情報の発信の強化

2－6．理科教育に関する提言活動，連合教育

問題検討委員会との連携

2－7．地質学関連の教材等の開発とその普及

３．社会貢献事業

3－1．自然災害対応の充実・強化（他学会と

の連携体制の確立）

3－2．地質関連人材養成・派遣・斡旋事業の

新展開

3－3．地質技術者支援事業の展開

3－4．Web上で地質学関連業界などと連携

Ⅱ．組織整備と会員サービスの強化

１．組織整備強化

1－1．公益認定への加速（法人化委員会の発

展・強化）

1－2．法人としての中長期ビジョンの策定と

実行

1－3．事務局体制の強化と学会事務所の整備

推進

1－4．公益事業執行体制の確立

1－5．学会事業の社団法人への移転準備完了

２．会員サービスの強化

2－1．情報高度化による会員サービスの強化

（英文化を含むWebの充実，システムの高

度化）

2－2．地質学関連用品の開発と会員への提供

2－3．学生・院生会員への就職情報の提供と

支援
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飯山敏道会員（1927年

10月25日生　81歳）

飯山敏道会員は，1957

年から20年間にわたって

フランスで活躍され，帰

国後は地質学全般にわた

る活発な教育研究活動や日仏交流のキーパー

ソンとして多大な貢献をされている．

飯山会員の研究は広範囲にわたるが，本領

は実験といえよう．フランス滞在中に行った

鉱物と熱水溶液間のイオン交換平衡を用いた

元素の分配や固溶体の熱力学的性質に関する

研究は今でも高い評価を受けている．自ら装

置を設計されたばかりでなく旋盤で金属を加

工するなど技術的な面にも造詣が深く，内熱

型高温高圧実験装置を東京大学や千葉大学に

先駆的に導入して多くの成果をあげるなど，

熱水実験の意義を広く認識させた功績も大き

い．

1976年に東京大学地質学教室の第三講座

（鉱床学）の教授として帰国されてからは，

スカルンを中心とする鉱床の研究や交代作用

の研究，花崗岩の研究，社会問題ともなった

セメントのアルカリ骨材反応の研究など，さ

らに広い分野の研究に取り組まれたことは多

くの人々の知るところである．

1984年に開始された日仏KAIKO計画にお

ける日本側計画代表としての活躍も特筆され

る．同計画は潜水艇による潜行調査や海底探

査，広範囲の地質調査など海陸を統合する大

規模なプロジェクトであり，飯山会員はフラ

ンスとの結びつきを生かして計画の実現に尽

力し，島弧海溝系の理解と日本のテクトニク

スの解明にインパクトを与えたことは記憶に

新しい．

これらの業績に対して，フランス政府はフ

ランス国家功労賞騎士号，同士官号などを授

与し，飯山会員を称えている．また，飯山会

員は熱水実験を中心に鉱床学，鉱物学，地球

化学など幅広い分野において第一線で活動し

ている後進を数多く育成された．

1981年の日本地質学会第88年学術大会に際

しては，1968年以来の懸案であった東京大学

開催を大会準備委員会の責任者として成功裏

に実現させた．1992年に京都で開催された第

29回万国地質会議に関しては，世界的に活躍

する諸外国の研究者との深い連携を背景に準

備段階から組織委員として活躍され，同会議

が大きな成果をあげるよう尽力された．これ

らは広く学界への貢献として特筆されるべき

ことである．

さらに，1984年に東京大学理学部助手の福

山博之氏と柵山雅則氏（両名とも日本地質学

会員）と学生１名がアイスランド調査中の事

故で亡くなった際には，飯山会員は東京大学

評議員として公務災害認定のために学内外で

奔走された．公務災害適用への道を切り開か

れたことは危険と隣り合わせで調査する地質

学研究者とその家族を保護する上で歴史的な

意味があったといえよう．

2009年度名誉会員推薦理由

須鎗和巳会員（1926年

３月10日生，83歳）

須鎗和巳会員は1948年

に東北大学理学部地質学

古生物学教室を卒業され

た．同年，東北大学理学

部副手として採用され，1949年理学部文部教

官三級を経て，1950年に徳島大学学芸学部助

手に転任，1952年同講師，1960年同助教授に

昇任，1965年徳島大学教養部助教授に配置換

えの後，1966年に徳島大学教養部教授になら

れた．

四国赴任後の須鎗会員は，秩父累帯の層序

と生層序の研究に着手，その成果を1961年に

東 北 大 学 博 士 論 文 「 Geological and

paleontological studies in central and

eastern Shikoku, Japan」としてまとめると

ともに，黒瀬川構造帯の一連の共同研究を推

進された．その後，和泉層群の堆積学的研究

にも着手，北縁部の浅海相と中軸部タービダ

イト相の指交関係や，阿讃山脈の地質構造の

解析に貢献された．須鎗会員は，地の利を生

かした野外調査を基本とする研究を推進し，

その領域は，秩父累帯，領家帯和泉層群，四

万十帯，室戸半島第四系，中央構造線と吉野

川平野の鮮新-更新統，御荷鉾帯・三波川帯

の原岩堆積年代ほかに大別できるように，古

生代から第四紀まで，四国の全ての地質体に

及んでいる．中でも御荷鉾帯と三波川帯の源

岩堆積年代の解析は，同会員がその探求に特

に情熱を注いだ感のある共同研究であり，

「四国西部三波川帯主部よりの後期三畳紀コ

ノドントの発見」（須鎗ほか，1980）により，

日本地質学会小藤賞を授与された．

教育面では東北大学，徳島大学はもとより，

非常勤講師を勤められた高知大学，愛媛大学

等においても，同僚や後進にさまざまな指針

を与え，教科書「地球科学概論」（朝倉書店，

1984）をはじめとする執筆出版を通じて，地

球科学の普及に大いに尽力された．指導を受

けた多数の学生は，大学・研究所や教育機関

に留まらず，社会の第一線で活躍しており，

須鎗会員の教育・研究に対する深い理解と熱

意は，世代を超えて受け継がれている．また

須鎗会員は1970～72年には徳島大学教養部

長，その前後の1969～77年には同評議員を歴

任，大学行政と教育・研究の発展にも尽力さ

れた．

また，須鎗会員は「日本の地質８　四国地

方」（共立出版，1991）の代表編集委員を務

め，20万分の１四国地方表層地質図（高知営

林局，1977）の編纂や，土地分類基本調査な

ど，地質学の成果を世に広め，後世に残すた

めの仕事にも力を注がれた．

以上の理由により，須鎗和巳会員を名誉会

員として推薦する．

大学を辞められても今なお，房総地学会の

活動に積極的に関わるなど地質学の普及教育

に尽していると伺っている．

以上のような長年の地質学に対する貢献に

より，飯山敏道会員を名誉会員に推薦する．

相原安津夫会員（1930

年５月28日生　79歳）

相原安津夫会員は1954

年に東京教育大学理学部

地質鉱物学科を卒業後，

三井鉱山（動力炉・核燃

料開発事業団およびサンコーコンサルタント

出向）を経て，1974年に九州大学理学部地質

学科石炭地質学講座の助教授として着任され

た．1987年に教授昇任，学内では石炭研究資

料センター委員や自然災害科学西部地区部会

事務局などを務め，1994年に退職後はダイヤ

コンサルタント顧問，国際協力事業団のイン

ドネシア派遣専門家，福岡教育大学非常勤講

師などを歴任されている．

相原会員は，石炭地質学分野で地質学に重

要な貢献を残した．とりわけビトリナイト反

射率を用いた有機埋没変成史と古地熱環境の

情報から，九州・北海道などの堆積盆発達史

や付加体テクトニクスなどに多くの知見をも

たらしたことは周知のとおりである．教育面

においては，九州大学在職中の20年間で理学

部および教養部の教育に携わったほか，国内

外10以上の大学で非常勤講師として石炭地質

学の講義をされた．集中講義の受講生の中に

は卒・修・博論で九大の石炭顕微鏡の恩恵に

浴したものも少なくない．日本国内の石炭産

業が縮小撤退を余儀なくされていた折，教育

研究の場で石炭地質学の維持と有機地球科学

への転換を担われた．これらの成果は，2006

年に開催された国際堆積学会議における石炭

堆積学のセッションで，日本人発表者のすべ

てが相原スクール出身であったことにも現れ

ている．

国際的には，国際石炭組織・有機岩石学委

員会（ICCP）で，日本の唯一のフルメン

バーとして，変動帯の炭田形成から有機変成

に関わる地質特性を紹介すると共に，内外情

報や研究動向の交流に携わり，新たなアソシ

エイトメンバーの導入につとめた．遡って

1960年代はじめにオーストラリアで当時未詳

であったボウエン炭田の石炭資源調査に従事

し，その後の炭田開発や日本への石炭安定供

給の基礎を築いた．その業績が評価され，燃

料協会（現　日本エネルギー学会）および鉱

山地質学会（現　資源地質学会）の技術賞を

受賞された．同会員の学識は石油地質学や応

用地質学の領域でも遺憾なく発揮されている

（例えば，相原（1979）石炭鉱床.佐々木昭ほ

か編,地球科学14，岩波書店など）．日本地質

学会が社会に向けての情報発信や普及に対す

る組織的な取り組みを行う前から，同会員は

「『科学の公園』をつくる会」などの活動にも

参画し，児童・生徒および保護者が地質学に
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にもっと良く纏められているが，本論文は

101ページを費やし，118図を用いた超大作で，

引用回数の非常に多い論文となっている．上

記すべての研究は，構造地質学・テクトニク

スの進展に大きく貢献するものであり，1995

年に原会員の功績に対して日本地質学会賞が

授与された．

以上，原会員は並はずれたバイタリティー

と洞察力をもって，日本の構造地質学の黎明

期に次々と世界第１線の研究を成し遂げたほ

か，構造地質学と変成岩岩石学を結び付け変

成帯のテクトニクスの研究を世界レベルで展

開した功績は大きい．さらに，原会員のパイ

オニア的研究に刺激を受け，現在日本では第

２世代，第３世代および第４世代の構造地質

学研究者が育ち活躍するなど，原会員が後進

に残した影響は計り知れない．応用地質（株）

に移られてからもそれは全く変わることな

く，熱意を持って指導力を発揮された．原会

員はまた，14の国立大学で非常勤講師として

集中講義を行い，後進の指導に努めてこられ

た．

以上，長年わたる多大なる地質学への貢献

により，原郁夫会員を名誉会員に推薦する．

石崎国煕会員（1934年

１月25日生　75歳）

石崎会員は昭和32年に

徳島大学学芸学部を卒業

した後，東北大学大学院

理学研究科地学専攻に進

学し，修士課程では高知市近郊に分布する古

生界の地質学的研究に従事した．同課程修了

後 は 博 士 課 程 に 進 み ， 昭 和 3 7 年 に

「Stratigraphical and paleontological studies

of the Onogahara and its neighbouring area,

Kochi and Ehime Prefectures, southwest

Japan」の研究で理学博士の学位を授与され

た．博士課程修了後は，日本学術振興会の特

別研究生を経て，昭和37年東北大学理学部地

質学古生物学教室に助手として就任されて以

来，同大学の助教授，教授として，35年間の

永きにわたって地質学・古生物学に関する教

育と研究に活躍され，平成９年３月末に退官

された．

石崎会員は主として四国に分布する秩父帯

の地質および紡錘虫の生層序学的研究に精力

的に取り組んだ後，当時の将来的研究の発展

をいち早く展望し，微化石の一種である，節

足動物甲殻類の貝形虫化石に関する古生物学

的・古生態学的研究へと転じ，我が国のこの

分野のパイオニアかつ第一人者として長年活

躍された．

石崎会員の貝形虫に関する研究は，それま

でほとんど手を付けられていなかった古生代

の貝形虫化石の分類学的研究に始まった．そ

の後，日本各地の現世堆積物中の貝形虫の生

態や分布様式，貝形虫群集とそれをとりまく

環境との因果関係の解明，および詳細な分類

学的研究に基づいて多くの新種記載を行い，

興味や関心を持つ場の創出に尽力している．

上記の功績により相原安津夫会員を名誉会

員に推薦する．

原　郁夫会員（1932年

11月２日生，76歳）

原会員は，1955年に広

島大学地学科を卒業後，

同大学大学院を経て，広

島大学助手，助教授，教

授を歴任され，1996年の定年退職時に広島大

学名誉教授となられた．この間，ダルムシュ

タット工業大学鉱物学教室客員研究員として

４度ドイツに留学された．また，定年退職後

は，2007年まで応用地質（株）で現役の地質

技術者として活躍された．

原会員は，構造地質学およびテクトニクス

の分野，特に石英の変形ファブリック，層状

岩体褶曲作用および日本列島変成帯テクトニ

クスに関する研究で多大な業績を上げ，国内

外で高く評価されている．石英の変形ファブ

リックや褶曲作用の研究は，研究者として比

較的初期（1961-1977）に行われたが，当時

日本に構造地質学（構造岩石学）が育ってい

なかった状況の中で，原会員は国際的なレベ

ルで先端的な研究を行われた．これらの研究

成果の一部は1970年代後半にシドニー，ライ

デン，バルセロナおよびゲッチンゲンにおい

て 開 催 さ れ た Microtexture Analysis

Conferenceにおいて公表されたが，原会員

が 一 連 の 会 議 に 論 文 （ 内 2 編 は

Tectonophysicsに印刷されている）を提出

した唯一の日本人であったことは特筆され

る．当時の欧米は，プレートテクトニクスが

開花した頃であるが，一方では1950年代後半

に岩石・鉱物変形実験が開始され，プレート

テクトニクスを可能にしている地球内部（固

体）の流動を，変形物理条件の関数として解

き明かそうとしていた時代にあった．この様

な動きは，日本では漸く論文集「固体の流動」，

上田誠也編，東海大学出版会（1974）に見て

とれるが，この論文集においても，地質学者

として論文を提出しているのは原郁夫と伊藤

英文のみであり，当時原会員が孤軍奮闘され

ていた様子が窺える．

その後，原会員は研究テーマを日本列島変

成帯（特に三波川変成帯）および領家帯・中

央構造線の研究に転向する（1973-1996）．一

連の研究は，小島丈兒，秀敬らを中心とする

広島学派により1950年代から開始された徹底

した地質調査に基づく地域地質学的研究であ

るが，一方で詳細な微細構造の解析と大量の

鉱物化学組成のデータに基づく変成条件およ

び変成温度―圧力履歴の推定を行っており，

まさに総合的なテクトニクスの研究である．

また，科研費の総合研究を企画し，市川浩一

郎名誉会員や水谷伸冶郎名誉会員らとともに

日本の中・古生界のテレイン・テクトニクス

の発展にも貢献されている．三波川変成帯の

テクトニクスの研究は，Hara et al.（1992）

今日のこの分野の礎を築かれた．さらに，こ

のような現世貝形虫に関する知見に基づい

て，地質学的イベントと群集形成や種の移

動・消滅との関連性，鮮新－更新世における

海洋環境の変動の解明など数多くの成果を挙

げられた．特に，当時は十分に汎用化されて

いなかったコンピューターを用いて微化石群

集の検討にいち早く多変量解析の手法を導入

し，古環境変動を定量的に復元することに成

功した．当時の古生物学における先駆的なこ

の試みは，この分野における嚆矢となり，数

多くの研究論文として公表されただけでな

く，「微古生物学」（朝倉書店，1976共著）

「微化石研究マニュアル」（朝倉書店，1978共

著）や「古生物学各論」（築地書館，1980共

著）などの解説書の中でもまとめられた．こ

れらは現在でも古生物学者の重要な参考書で

あり，国内外の数多くの研究者に研究手法が

引き継がれ，地質学・古生物学の発展に多大

なる貢献となっている．このような石崎会員

の一連の業績に対して，昭和54年に日本古生

物学会から学術賞が授与された．石崎会員は

東北大学はもちろんのこと，非常勤講師を勤

めた大学でも後進の指導にも熱心にあたら

れ，ご自身の研究分野のみならず，堪能な英

語能力を生かし，東北大学で学生の学術論文

の英文添削や，博士論文作成のための英語指

導等を一手に引き受けた．このおかげで数多

くの指導学生が国際誌への成果の公表や博士

号の取得を行うことができ，現在，大学，研

究所，および企業の第一線で活躍している．

また，国内外の関連学会や社会貢献活動にも

多大な功績を残しており，文部省の科研費審

議会のメンバー，国際古生物協会（IPA）の

もとでの国際研究グループのメンバー，英国

のBritish Micropalaeontological Societyが発

行していたStereo-Atlas of Ostracod Shellの

編集委員，日本古生物学会が発行する学術誌

の編集委員や編集委員長を歴任された．さら

に，日本で開催された３つの国際会議，第９

回貝形虫国際シンポジウム，第３回テチス浅

海域に関する国際シンポジウム，第４回底生

有孔虫国際シンポジウムにおいて，幹事や組

織委員を務められ，会議を成功へと導かれた

ほか，フランス・エジプトなどの研究者を受

入れるなど，国際共同研究・国際交流活動を

活発に行われている．

以上，石崎会員の長年に渡る古生物学分野

の研究業績と日本の地質学に対する多大な貢

献により石崎会員を名誉会員として推薦す

る．

2009年度
50年会員顕彰者（1959年入会者）

鹿島愛彦　小池敏夫　小林忠夫　小村精一

坂口和則　高山俊昭　手塚高清　野田浩司

町田　洋　松山幸弘　丸山順康　森　　啓

盛谷智之　山崎貞治（14名．敬称略）
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受賞者：石渡　明（東北

大学　東北アジア研究セ

ンター・教授）

対象研究テーマ：オフィ

オライトと東北アジアの

地質学的研究

石渡　明氏は，卓抜し

た地質調査センスと岩石学分野の知識を融合

させた研究により，特に「オフィオライト」

をキーワードとして，日本列島を含む東アジ

アのテクトニクスの解明に多大な貢献をして

いる．夜久野岩類の研究では，火成岩・変成

岩岩石学的手法を導入し，それらがペルム紀

の島弧とホットスポットにともなう縁海盆に

由来する異常に厚い海洋地殻の断片であるこ

とを明らかにした．これは，本邦に産するオ

フィオライトの系統的な研究の先駆けとなっ

た．さらに，同氏は，アルプスやロシア極東

域など，世界に産する主要なオフィオライト

およびそれに関連する変成岩や火成岩の研究

を続け，総説を含めて多くの研究成果を公表

するとともに，第29回万国地質学会議（IGC）

京都大会でオフィオライト・シンポジウムを

主催した．また，深海底掘削計画の立案や実

施にも積極的に参加し，統合国際深海掘削計

画（IODP）科学立案評価パネル（SSEP）共

同議長を務めるなど，国内外の関連分野の進

展に重要な役割を果たしている．氏が代表者

となり現在も継続しているロシア極東域の日

露共同調査の成果は，同地域と西南日本の地

質構造の連続性を明らかにし，環太平洋顕生

代多重オフィオライト帯の提唱に結実した．

また，中国蘇魯―大別山超高圧変成帯の日中

共同研究では，特に超高圧変成帯にともなう

超苦鉄質岩の産状や岩石学的特徴に関してい

くつもの重要な知見を報告すると同時に，日

本列島の基盤の形成には中生代初期におこっ

た中朝地塊と揚子地塊の衝突型造山運動が深

く関わっていたとするモデルを提唱してい

る．また，火山岩類に関しても，グリーンタ

フ火山岩類の特徴を地質学的，岩石学的，地

球化学的に再検討したことや，美濃-丹波帯

からプルーム活動に関連したペルム紀海台由

来の緑色岩類を報告するなど，多くの重要な

研究を行っている．

同氏は，学会や個人のHPを通じて寄せら

れる地球科学関連の質問への回答，オフィオ

ライト関連データベース「AILIS」および

「偏光顕微鏡による主要造岩鉱物の簡易鑑定

表」の公表や，調査グループを組織して行っ

た平成19年能登半島地震の調査など，地球科

学の教育・普及にとって，そして社会的にも

重要な多くの活動を続けている．また，２期

４年間，編集長としてIsland Arcの国際化に

尽力するとともに，現在は同編集顧問，日本

地質学会理事を努め，学会の発展にも多大な

る貢献をしている．

以上のように，石渡明氏は地質学分野の研

究をはじめとする多方面にわたり，多くの重

要な功績・実績・貢献があり，日本地質学会

賞に相応しい候補者として推薦します．

2009年度
日本地質学会各賞受賞理由

日本地質学会賞（２件）

受賞者：鳥海光弘（東京

大学大学院　新領域創成

科学研究科・教授）

対象研究テーマ：造山帯

とマントルの力学的側面

の研究

鳥海光弘氏は1975年に

関東山地三波川変成帯の変成岩岩石学の研究

で学位を取得した．その後，一貫して，『力

学が造山運動を支配した』という信念に基づ

き，日本，カリフォルニア，アルプスなどの

変成帯の構造と変成岩の組織（形，サイズ，

方向性）の解析から，造山帯が発展する過程

を定量的に復元する手法の開発と解読を実践

してきた．それらを列挙すると，（１）広域

変成作用時の応力の定量的解析法の開発（放

散虫の変形を利用した応力，応力ひずみ），

（２）変成再結晶時の鉱物の移動の解析（曹

長石斑状変晶と集合ざくろ石の成因），（３）

太平洋型造山帯の変成鉱物ファブリックの形

成機構と応力の解析である．これらの研究は，

それまでの構造地質学の伝統的な手法とは異

なり，地質学に粉体力学や流体力学を持ち込

み，変形組織から応力やひずみを定量化して，

既存の定性的な造山運動論を近代化しようと

する独創的な試みであった．鳥海氏のもう一

つの貢献は，実験岩石学からマントルの流動

特性の定量化である．660km深度で滞留する

スラブの原因を反応曲線の傾斜が負になるこ

とによる浮力の獲得だけでなく，変成再結晶

作用による結晶粒の微粒化による粘性の局所

的低下が滞留を促進することを実証した．更

に応力計の開発や『歪み速度計』を考案した．

鳥海氏が提案した計算レオロジーは，今後の

マントルの研究に，物質科学分野だけでなく

地球物理学分野にも大きな影響を与え，固体

地球の理解に大きく貢献するだろう．

以上の研究は極めて独創的で，造山帯の力

学とマントルダイナミクスを理解する上で，

極めて重要な貢献をしたと思われる．そして

鳥海氏は，これらの分野で欧米の主要な国際

雑誌17誌に，1978年から2008年までに合計44

論文を発表した．地質学雑誌などに投稿した

論文（和文，英文）を併せると75論文が発表

されている．

これらの研究に加えて，鳥海氏は岩波書店

発行の地球惑星科学教科書シリーズを通じて

編集者として， 地球科学の体系化に貢献す

るとともに，著作，総説などで積極的に地球

科学の普及にも努めた．更に，鳥海氏は地質

学雑誌の編集委員を５年にわたって務め，

1995-1997年には編集委員長を務め，地質学

会の発展にも貢献した．

以上の業績を踏まえ，鳥海光弘氏を地質学

会賞に強く推薦したい．

日本地質学会国際賞（１件）

受賞者：太田昌秀（元

ノルウエー極地研究所）

対象研究テーマ：極域の

地質学

太田昌秀博士は，1972

年以来ノルウェー極地研

究所の主席研究員とし

て，スバールバル諸島やロシア～カナダにか

けて北極圏の地質研究を主導し，多くの著作

や地質図を発表された．特にスバールバル諸

島の古生代前期～先カンブリア時代後期

（Grenvilliann）の変動とその年代の解明に貢

献され，高圧変成岩類がカレドニア造山運動

の前期サブダクション期にあたることを明ら

かにし，プレ－トテクトニクスの開始時期に

関する重要なデータとして注目を集めた．ま

たノルウェー政府派遣の交換科学者として日

本の南極観測隊でも活躍され，北半球の夏は

北極，冬は南極と，両極の地質研究を精力的

に展開された．1980年代以降の日本人地質家

によるスバールバル諸島の研究や，同諸島

ニーオルスン国際科学村に日本が観測基地を

設けることは，博士の助言や尽力なくしては

困難であった．さらに日本のみならず，英米

独仏露南ア・スウェーデン・ポーランドなど

との共同研究を通じて極域の地質学の発展と

国際交流に大きな役割を果たされた．

太田博士は，1933年長野県に生まれ，1962

年北海道大学大学院博士課程修了後1972年ま

で同大学理学部に勤務された．若き日の博士

は，飛騨変成帯や隠岐島後を研究対象とし，

1959～63年にかけ多数の論文を発表された．

また光学的手法により長石が互いに癒合しな

がら斑状変晶を形成する過程を解明したり，

ザクロ石斑状変晶の立体構造を解析する方法

を開発するなど，独創的な研究をされた．博

士は，1969-70年に北海道大学ヒマラヤ学術

調査隊副隊長としてネパールの調査を行い，

ヒマラヤの地質学にも大きな功績を残され

た．それまでの探検的調査の域から出て，科

学的成果として「Geology of the Nepal

Himalayas」というモノグラフに集大成され

たのは博士の手腕によるところであり，同調

査グループとともに1973年度秩父宮記念学術

賞を受賞された．

太田博士は，常々科学者の視野の狭さを戒

められた．ナンセンの大部の著書「フラム号」

を翻訳されたのは，そうした思いからと思わ

れる．北極圏は，冷戦時代には軍事的に，現

在は地球環境問題や資源開発に，重要な地域

である．博士は，1992 - 99年に日露ノル

ウェーの北極海航路プロジェクト委員として

も貢献され，2006年にノルウェー極地研究所

を退職された今もオスロにあって，極域の科

学の普及と国際交流に努められている．これ

らの功績をたたえて国際賞に推薦する．
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変成岩岩石学や同位体地球化学的手法を駆使

して，地球史全体に及ぶ長時間スケールの中

でのテクトニクス様式の変遷，マントルおよ

び核の進化プロセス，さらには地球表層環境

の進化の解明を試みている．これまでに氏が

国内外の共同研究者達と明らかにした多くの

成果は国内外において高く評価されている．

氏が中心となって進めた研究の中でも特に

世界的に大いに注目されている業績として，

地球におけるプレートテクトニクスの開始時

期を限定したグリーンランド，イスア地域の

研究がある．日本で1980年代に確立された付

加体地質学の視点と手法を用いて，従来受動

的大陸縁の堆積岩とみなされていた約38億年

前のイスア表成岩体について詳しい野外調査

と岩石学的分析を行った結果，海洋プレート

層序やデュープレックス構造を認定し，その

地質体が実は世界最古の付加体であることを

解明した．これは，現在とほぼ同様なプレー

トテクトニクスが，誕生して約８億年たった

初期地球において既に機能していたことを世

界で初めて示した画期的な研究成果である．

イスア地域からは，世界最古の生命の存在を

示すデータが報告されており，氏の研究成果

は世界の地質学界に大きな衝撃を与えた．先

カンブリア時代の岩石・地層を産しない日本

で育った地質学者が，初期地球テクトニクス

の研究でこのような学問的貢献をした例はこ

れまでになかった．さらに小宮氏はグリーン

ランドの岩石試料の他に，西オーストラリア

やアフリカ南部の試料についても同時に詳し

く化学分析し，太古代から原生代にかけてマ

ントルの温度の経年変化を調べた．その結果，

マントルの温度が段階的に低下したことを具

体的に示した．最近では研究対象をさらに広

げ，地球表層で形成された種々の堆積岩につ

いても多様な同位体地球化学的分析を行い，

過去の大気・海洋中の酸素濃度変化の推定を

試みており，今後得られる成果に大きな期待

が寄せられている．小宮氏はこれまでに42編

の学術論文（査読のある国際誌31編，著書２

編うち筆頭著者分９編；国内誌９編，うち筆

頭５編）を公表した．被引用回数は300回に

達しつつあり，現在も急増中である．

以上のように小宮　剛氏の業績は，特にそ

の質の高さで群を抜いており，日本地質学会

小澤儀明賞に値する．

受賞者：須藤　斎（名古

屋大学環境学研究科地球

環境科学専攻）

対象研究テーマ：珪藻化

石生層序を用いた地質学

的および古海洋学的研究

須藤　斎氏は，大学院

以来一貫して珪藻化石生層序学と海洋環境変

遷の研究に取り組んできた．その研究は大き

く分けて，「野外地質調査に基づく珪藻化石

生層序を用いた新生界の地質学的研究」と

「海生珪藻キートケロス属の休眠胞子化石生

層序を用いた古海洋学的研究」に分けられる．

日本地質学会Island Arc賞（１件）

授賞論文: Bortolotti, V.

and Principi, G.，2005，

Tethyan ophiolites and

Pangea break-up

Island Arc, 14, 442-470.

This paper provides a

masterful tectonic-

petrologic-geochemical synthesis of the

rifting and dispersion of Pangea based on

the newly generated Tethyan oceanic crust

now preserved in the Alpine mountain

belts. It compiles Triassic to middle

Jurassic ophiolitic bodies in the Tethyan

and Caribbean regions in detail and

proposes that the breakup of Pangea and

the development of the Tethyan ophiolites

progressed from east（Middle-Late Triassic）

to west（Late Jurassic-Early Cretaceous）.

It presents the role of ophiolites in the

elucidation of the timing and mechanisms of

the breakup of Pangea as well as the

development of Tethyan basins throughout

the Mesozoic.

Based on the Thomson Science Index for

the year 2007, this paper had the greatest

number of citations of the candidate Island

Arc papers published in 2005-2006. The

first author has long worked in the fields of

regional geology and geodynamics of the

Northern Apennines and the peri-

Mediterranean chains. He has energetically

studied the stratigraphy, tectonics, and

geodynamic evolution of the internal areas

of these orogenic chains, in particular the

successions pertaining to the Tethyan

Ocean. He has published many articles on

regional geology concerning the ophiolitic

successions from Cyprus, the Pontic

Ranges, Hellenides, Albanides, Dinarides,

Romanian Apuseni, and Northern

Apennines and has made great

contributions in this field. We believe that

this paper will contribute to future research

on the geologic and geodynamic evolution

of the Eurasia-Pacific region. In view of the

scientific impact of the paper and the

international scientific activity of the first

author, the Judge Panel recommends this

paper for the 2009 Island Arc Award.

日本地質学会小澤儀明賞（２件）

受賞者：小宮　剛（東京

工業大学大学院理工学研

究科地球惑星科学専攻）

対象研究テーマ：先カン

ブリア時代のテクトニク

スと地球史の解読

小宮　剛氏は地球史解

読の研究において顕著な業績をあげてきた．

氏の研究は野外地質学を根幹とし，火成岩・

前者に関しては，同氏は関東から常磐地域

の陸上新第三系に対して珪藻化石生層序に基

づく詳細な年代層序を確立し，堆積相と珪藻

化石群集の変化から中部日本の新第三紀の海

洋古気候変遷を明らかにした．また，産業技

術総合研究所が実施している地震動予測のた

めの平野地下構造解明の研究にも参画し，関

東・新潟および常磐地域の新第三系の地下構

造の解明に貢献している．後者に関しては，

三陸沖，ノルウェー沖，アフリカ南西沖の深

海コア，日本各地・カリフォルニアの陸上セ

クションを用いて，光学・走査型電子顕微鏡

による形態観察と層序学的分析を行い，キー

トケロス属休眠胞子化石13属85種（９新属69

新種を含む）の詳しい記載を行い，世界で初

めて休眠胞子化石の分類体系を確立し，

4,000万年前から現在に至るグローバルな時

空分布と進化史を解明した．この研究によっ

て3,370万年前にキートケロス属が短期間に

種数と産出量を爆発的に増加させ，その時代

まで主要な海洋一次生産者であった渦鞭毛藻

類からキートケロス属を中心とする珪藻類に

置き換わるという大生物イベントがあったと

いう新事実を明らかにした．このイベントは，

南極大陸に初めて本格的な氷床が発達し温室

地球から氷室地球へと変化した急激な寒冷化

イベントと一致し，さらに，珪藻を食べる甲

殻類等を餌とするヒゲクジラ類が大量に分化

していることから，海洋生態ピラミッドの上

位の生物群に対しても，甚大な影響を与えた

可能性を示唆している．このような成果によ

り同氏は，統合国際深海掘削計画（IODP）

の第302次航海の珪藻化石担当乗船研究員に

抜擢され，世界初の北極海深海底掘削

（ACEX）の研究ミッション遂行に貢献した．

その成果はNatureにいち早く発表され，古

海洋学に大きなインパクトを与えており，珪

藻休眠胞子化石の分類を礎とする同氏のユ

ニークな古海洋学的研究は，今後もさらなる

発展が期待される．

以上の理由により，須藤　斎氏を小澤儀明

賞候補者として相応しいと判断し，ここに推

薦する．

日本地質学会柵山雅則賞（１件）

受賞者：水上知行（金沢

大学　理工学域自然シス

テム学類地球学コース）

対象研究テーマ：マント

ル構造岩石学

「国内初天然ダイヤモ

ンドの発見」はNHK全

国ニュースなど多くのマスメディアに取り上

げられ，発見者である水上知行君は一気に脚

光を浴びることになった．ダイヤモンドの発

見は，前弧地域におけるマントル流動を見直

すきっかけとなり，画期的な研究成果である．

今回の発見の背景に，今までの水上知行君の

マントル岩石に関する高度な知識と幅広い研

究成果の蓄積が必要不可欠であった．その特

筆すべき例として，2004年「Nature誌」に
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のテクトニクスの理解が不可欠であることを

示した．このことは，我が国の地質構造発達

史の研究のありかたに，変更をせまるもので

ある．以上の理由により本論文を，日本地質

学会論文賞を受けるにふさわしい論文として

推薦する．

受賞論文：守屋俊治・鎮西清高・中嶋　健・

檀原　徹，2008，山形県新庄盆地西縁部の

鮮新世古地理の変遷－出羽丘陵の隆起時期と

隆起過程－．地質学雑誌，第114巻，第８号，

p.389-404．

本論文は，出羽丘陵新庄盆地西縁部に分布

する鮮新世の地層群について，堆積学的手法

を用いてその隆起史を明らかにしたものであ

る．筆者らは，これまで未解決であった出羽

丘陵の形成史について，詳細な地質調査に基

づき層序の見直しを行い，堆積学的解析によ

り16の堆積相とそれらの組合せによる６つの

堆積組相に区分し，その堆積環境の推定を

行った．また複数見られる海進・海退サイク

ルを基準に同時間面を認定し，堆積シーケン

スに区分し，堆積組相の分布パターン・古流

向解析・等層厚線図をもとに，堆積時の古地

理を復元した．その上で，出羽丘陵の隆起過

程と隆起時期について，地層群中に含まれる

凝灰岩のフィッショントラック年代値と合わ

せて議論している．このように，本論文は基

本的な堆積学的解析手法を駆使して，古地理

変遷・構造発達史の解明と堆積盆解析を実施

した例として堆積学の模範となる論文であ

る．よって，論文賞に値するものと考えられ

る．

日本地質学会小藤賞（１件）

出版されたカンラン石のLPOに関する発表が

挙げられる．この論文は，カンラン石の

＜a＞軸がマントル流動方向に対して垂直に

配列し，かつ３軸集中するいわゆる「B-type」

のLPOを天然試料から世界で初めて記載した

もので，そのLPO形成と沈み込みプロセスと

の関係を明確に示した．マントルの主要鉱物

であるカンラン石のLPOは，マントルの物性

に強い影響を与えており，マントルの地震学

的異方性とマントル流動の関係を明らかにす

るための重要な情報である．同君は，この研

究成果についてアメリカ地球物理連合及び日

本地球惑星科学連合大会で招待講演を行って

いる．また，水上知行君は四国・三波川変成

帯の高変成度部に位置する東赤石超塩基性岩

体の研究にも取り組んできた．険峻な山岳地

帯にもかかわらず，同地域の綿密な野外調査

を行い，構造地質学的・岩石学的手法を組み

合わせることにより，単調な岩相からなる東

赤石岩体が記録している複雑な変形・圧力・

温度履歴を見事に読み解いた．その結果，東

赤石岩体は100キロ以深に由来し，沈み込み

帯－ウェッジマントル系の様々な情報を保持

している可能性が高いことが明らかとなっ

た．このような岩体は世界でも非常にまれで

貴重なものであり，現在では国内外で多くの

研究者の注目を集めている．さらに，水上知

行君は高圧実験及びラマン分光法を研究に取

り入れ，既に両分野で優秀な業績を挙げてい

る．

以上のように，水上知行君は，マントル岩

石の地質学的な履歴を究明するために，様々

な研究手法を融合した独自の研究スタイルを

築いてきた．また，確度の高いデータにもと

づいた慎重な議論を行い，確実な研究成果を

上げる貴重な研究者でもあり，同君は今後も

地質学的分野の研究に大きく貢献できるもの

と確信される．よって，水上知行君を，日本

地質学会の柵山賞の候補者として強く推薦す

る．

日本地質学会論文賞（２件）

受賞論文：高橋雅紀，

2006，日本海拡大時の

東北日本と西南日本の境

界．地質学雑誌，第112

巻，第１号，p.14-32.

我が国の地帯構造とそ

の発達史の研究では，新

第三系と中古生界の研究者のあいだの議論が

これまで活発ではなかった．中古生界の地体

構造は古第三紀までに大略完成し，新第三紀

になると，日本海拡大時にブロック化して多

少の相対運動をしたにすぎないと思われてい

たわけである．高橋氏はこの論文で，著者自

身を含む多くの研究者によって蓄積された

データを使って，そうした見方にたいして説

得力のある反論を展開した．それによって，

例えば中央構造線がどこに連続するかという

ような，日本列島の地帯構造論の重要問題を

解くために，新第三紀なかんずく中新世前半

受賞論文：嶋田智恵子・佐藤時幸・工藤美

幸・山崎　誠，2008，IODP, Exp. 303航海

で得られた北大西洋の中部第四系から産出し

た絶滅珪藻種Neodenticula kamtschaticaの

意義．地質学雑誌，第114巻，第1号，p.47-

50.

第三紀末に絶滅した１つの珪藻種が北大西

洋の中部第四系から産出するという興味深い

事実を報告し，その原因を考察した短報であ

る．この珪藻化石は再堆積であるとしても，

この珪藻種は大西洋では未報告とのことで，

ベーリング海峡成立以後，パナマ陸橋成立以

前の太平洋と大西洋のつながりを示す重要な

資料であり，これについての考察は非常に面

白い．この論文はグローバルな重要性を持つ

事実をタイムリーに報告し，その意義を明確

に論じた短報として，十分に小藤賞に値する．

日本地質学会研究奨励賞（２件）

受賞者：石井英一（日本

原子力研究開発機構）

受賞論文：石井英一・中

川光弘・齋藤　宏・山本

明彦，2008，北海道中

央部，更新世の十勝三股

カルデラの提唱と関連火

砕流堆積物：大規模火砕流堆積物と給源カル

デラの対比例として．地質学雑誌，第114巻，

第７号，no.2，p.348-365．

上記論文は，北海道中央部十勝三股地域周

辺に分布する給源不明の火砕流堆積物群にお

いて，分布・累重様式・層相解析・年代測

定・全岩および鉱物化学組成等を調べ，これ

らが一連の火砕噴火で生じたことを明らかに

した論文である．さらに，このデータを基に

地球物理学的データとの比較・検討を行い，

同火砕流堆積物が十勝三股盆地を給源とする

ことをつきとめ，その盆地がカルデラである

ことを実証した．この研究は，主著者自らが

行った堆積物の露頭観察・分析に基づいてい

る点や，長い間不明だった１Ma頃の大規模

火砕噴火の復元に成功した点で，火山地質学

を研究する醍醐味を体現しており，大変に魅

力的な論文である．主著者である石井英一さ

んは，対象期間内に火山学のみならず地下水

理特性など幅広い内容の論文を多数発表して

おり（主著３・副著２），その活躍は火山学

の枠に留まらず，今後の活躍が大いに期待さ

れる若手研究者である．よって，本論文は研

究奨励賞に十分に値すると考えられる．

受賞者：坂口真澄（高知大学）

受賞論文：M a s u m i

Sakaguchi and Hideo

I s h i z u k a ， 2 0 0 8 ，

Subdivision of the

S a n b a g a w a

pumpellyite-actinolite

facies region in central

Shikoku, southwest Japan.  Island Arc, vol.

17, no. 3, 305-321. 
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秋吉台科学博物館は，山口県美祢郡秋芳町

立博物館（現在は美祢市立）として，「秋吉

台の自然保護」と「学術研究の発展」を目的

として，1959年10月１日に設立された．その

後，増・改築を行い，現在は展示室・講座

室・研究室・資料室・レクチャールームを持

つ，秋吉台の自然の研究拠点として活動を続

けている．

秋吉台科学博物館では，資料収集保存・調

査研究・教育普及・展示を基本として様々な

活動に取り組み，特に調査研究活動と外部研

究者への研究支援について，設立以来，一貫

して継続されてきた．昭和30年代後半の秋芳

洞精密測量，秋芳洞潜水調査に始まり，その

後も鍾乳洞群の学術調査，学術ボーリング調

査，地下水調査など，多くの学術調査が外部

団体との連携のもと実施された．これら一連

の調査研究により秋吉台研究は大幅に進展

し，特に帰り水を中心にした秋吉台の地質研

究に新しい一頁が開かれると共に，フズリナ

生層序学，古生代後期の礁形成史等の知見が

飛躍的に増大した．また近年では，自然観察

会を定期的に開催すると共に，児童・生徒な

らびに地域住民を対象に，秋吉台の自然に関

する体験学習などの教育普及活動に尽力して

この論文は四国中央部の三波川変成帯低温

部（パンペリー石・アクチノ閃石相）におけ

る詳細な鉱物組合せ・鉱物化学組成の検討か

ら，別子ユニットと大歩危ユニットとの間の

「ナップ境界」に変成温度のギャップはなく

連続的であることを明らかにした力作であ

る．地質学において，岩石の性質が空間的に

ある方向へ連続して変化するということを自

前の十分なデータによって証明するのは忍耐

を要する困難な仕事であり，特に変成温度の

低い変成岩については尚更である．これは多

数のNa輝石の発見につながり，それによっ

てミカブ帯の変成作用との連続性も明らかに

なった．この研究結果は三波川帯低温部の変

成作用がナップ形成の後に行われた可能性を

示唆し，今後の三波川帯研究へのインパクト

も大きい．困難な研究に敢えて挑戦し，重要

な結果を導き出したこの論文は研究奨励賞に

値する．

日本地質学会表彰（１件）

受賞者：秋吉台科学博物館（代表：館長　高

橋文雄）

表彰業績：秋吉台研究に関する調査研究・教

育普及活動

きている．

秋吉台科学博物館において特筆すべきこと

は，町立のために財政的に苦しい中，これま

で入館料を徴収することなく，多くの来訪

者・研究者に対し，限られた学芸員で献身的

に研究支援・教育普及活動を続けてきたとこ

ろにある．この１～２年においても，年間１

万人にのぼる修学旅行・見学団体に対し，講

演・化石採集・見学会などの対応を行い，多

い日には５～６校の児童・生徒に，秋吉台と

地質学の面白さ・素晴らしさを伝えてきてい

る．学術研究においても多忙な館運営の中，

研究成果は昭和36年創刊以降，継続的に発行

されている「秋吉台科学博物館報告」により

公表されると共に，調査報告書やパンフレッ

トなどの普及本の形で広く社会に還元されて

きている．さらに外部研究者の調査基地とし

て様々な形で研究支援を行い，これまでに多

くの優秀な地質研究者をサポートしてきた．

このような秋吉台科学博物館の秋吉台研究

を通じてなされた我が国地質学発展に対する

多大な貢献は，日本地質学会表彰に値するも

のと考え，ここに推薦する次第である．
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原一郎

入場無料・予約不要・当日会場先着順（定員

630名）ご来聴の方には，後日講演記録を進

呈いたします．

問合せ先　財団法人　東レ科学振興会

千葉県浦安市美浜1-8-1

Tel : 047-350-6103 Fax : 047-350-6082

E-mail : torayzaidan@tgnts.toray.co.jp

http://www.toray.co.jp/tsf/index. html

海上保安庁では，海図や海底地形図などに

記載する海底地形の名称を決定する「海底地

形の名称に関する検討会」を下記のとおり開

催します．

開催にあたり，関係学会等に広く海底地形

名称を募集することとしましたのでお知らせ

します．同検討会で決められた海底地形名は，

海上保安庁海洋情報部のホームページで紹介

しております．http://www1.kaiho.mlit.go.jp/

KOKAI/ZUSHI3/topographic/topographic.

htm

「海底地形の名称に関する検討会」

日時：2009年７月６日（月）15：00から

場所：海上保安庁海洋情報部会議室（東京都

中央区築地5-3-1）

主な議題：海洋調査機関などから提案された

日本列島周辺の海底地形名称の検討

出席者：学識経験者（地理学，海洋底地球科

学の各専門家）及び日本地理学会，関係機

関（産業技術総合研究所，水産庁，東京大

学海洋研究所，海洋研究開発機構，海上保

安庁海洋情報部）の職員からなる委員10名

検討会の趣旨：海洋調査機関などの海底調査

で明らかになった海底地形に学術的な名称

を付与して，無用な混乱を防ぐことを目的

としています．海底地形の名称を決定する

国内唯一の検討会です．

提案に関する問い合せ先：提案地名がある場

合は，以下の問い合せ先にご連絡いただけ

れば提案書を送付致します．提案期限は随

時とし，今回の検討会に間に合わない場合

は次回検討会に提案いたします．

問い合せ先：

海上保安庁海洋情報部航海情報課

主任海図編集官　細萱（ほそがや）

電話　03-3541-4201 FAX 03-3541-4388

海底地形名称の提案募集
「温暖化，水とくらしはどうなる？どうす

る？（Ⅱ）～水環境における賢い適応へ向け

て～」

主催 （社）日本水環境学会

期日　2009年８月25日（火）10：00～16：30

場所　地球環境カレッジホール（東京および

大阪）

プログラム

10：00～11：40 水環境管理と温暖化適応策

須藤隆一（埼玉県環科国際セ/東北大院）

13：00～14：00 上水道における適応策　秋

葉道宏（保健医療科学院）

14：10～15：10 下水道における適応策　花

木啓祐（東大院）

15：20～16：20 地域水環境モニタリングと

適応策　風間ふたば（山梨大院）

参加費　3,000円（テキスト代含），高校生以

下無料

定　員　300名（各会場150名）（先着順）

申込方法　FAX，E-mailまたはハガキに①

参加者氏名（フリガナ），②会員・非会員

の別，③会員の場合は会員番号，④希望受

講会場，⑤連絡先（所属団体名，住所およ

びTEL・FAX番号）をご記入の上，下記

宛お申し込みください．入金を確認後，参

加証（ハガキ）をお送りいたします．

申し込み・問い合わせ先

（社）日本水環境学会セミナー係

〒135-0006 東京都江東区常盤2-9-7-201号

Tel : 03-3632-5351 Fax : 03-3632-5352

E-mail：yamamoto@jswe.or.jp

詳しくは，http://www.jswe.or.jp/kais/

jour/event.html

日時：2009年９月18日（金）17：00～20：00

場所：有楽町朝日ホール（東京都千代田区有

楽町2-5-1 有楽町マリオン11階）

テーマ：第三の科学としてのコンピュータシ

ミュレーション－理論・実験に続く科学の

方法－

Ⅰ．大規模計算は科学や技術をどう変えたか

東洋大学計算力学研究センター長：矢川元

基（東京大学名誉教授）

Ⅱ．ものづくりに新しい価値を創造する計算

科学

東京工業大学大学院理工学研究科教授：萩

第59回　東レ科学講演会

朝日新聞文化財団より，2009年度「朝日賞」

候補者推薦の依頼がありました．朝日新聞文

化財団は，朝日新聞社が文化活動支援を公益

的な立場から行うため，1992年に設立され，

朝日賞の受賞事業を継承しております．この

賞は，1929年（昭和４年）に朝日新聞社が，

創立50周年を記念して創設したもので，人文

や自然科学など，我が国のさまざまな分野に

おいて，傑出した業績をあげ，文化・社会の

発展，向上に多大な貢献をされた個人または

団体に贈られています．

推薦書は８月31日（月）までに，所定様式

送付となりますので，推薦を希望される方は

８月14日（金）までに，理事会宛にご連絡下

さい．

推薦票は下記URLからダウンロードでき

ますが，パスワードが必要です．希望される

方は学会事務局までお問い合わせ下さい．

http://www.asahi.com/shimbun/award/asa

hi/suisen/

問い合わせ先：

朝日新聞社事業本部メセナ・スポーツ部

「朝日賞」事務局

〒104-8001 東京都中央区築地5-3-2

TEL 03-5540-7453 FAX 03-3541-8999

http://www.asahi.com/shimbun/award/asa

hi/

沖縄研究奨励賞は，沖縄の地域振興及び学

術振興に貢献する人材を発掘し，育成するこ

とを目的としています．本奨励賞は，沖縄を

対象とした将来性豊かな優れた研究（自然科

学，人文科学又は社会科学）を行っている新

進研究者（又はグループ）の中から，受賞者

３名以内を選考し，奨励賞として本賞並びに

副賞として研究助成金50万円を贈り表彰する

ものです．

応募資格は，学協会，研究機関若しくは実

績のある研究者から推薦を受けた50歳以下

（平成21年７月15日現在）の方で，出身地及

び国籍は問いません．

応募方法：

（1）所定の「沖縄研究奨励賞推薦応募用紙」

に所要事項を記入し，

第31回沖縄研究奨励賞推薦応募
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第18回日本水環境学会市民セミ
ナー

ご案内

本会以外の学会およ

び研究会・委員会か

らのご案内を掲載し

ます．

各賞・
研究助成

日本地質学会に寄せられ

た候補者の推薦依頼をご

案内いたします．推薦ご

希望の方は締切日半月前

までに，理事会までお申

し込み下さい．

2009年度「朝日賞」候補者推薦
依頼のお知らせ



対象：推薦締切日に50才未満で，自然科学の

分野で，顕著な研究業績を収めている女性

科学者

表彰内容：賞状，副賞として賞金30万円，１

件（１名）

応募方法：当会のホームページ　http://

www.saruhashi.net/から推薦書類をダウ

ンロードし，A４用紙に印刷して，（1）推

薦者（個人・団体，自薦も可）・受賞候補

者の略歴，（2）推薦対象となる研究題目・

推薦理由（800字程度），及び（3）研究題

目に関連する主な業績リスト（指定は１頁

です．やむを得ない場合でも追加は１頁ま

でです）を記入して，主な論文別刷10編程

度（２部ずつ，コピーも可）を添え，下記

送付先までお送り下さい．

締切日：2009年11月30日（月）

推薦書類送付先：

〒247-0022 横浜市栄区庄戸　5-14-3

女性科学者に明るい未来をの会

saruhashi2010@saruhashi.net

公募人員　准教授，講師又は助教　１名

所　　属　大学院理工学研究科地球科学分野

（理学部地球圏システム科学科）

専門分野　地球科学（特に鉱物資源科学分野）

担当科目　共通教育科目，学部及び大学院専

門科目

任　　期　助教のみ５年（再任１回可）

応募資格　（1）博士の学位を有する方，又

は着任までに取得見込みの方（2）鉱物資

源科学分野の講義・実験・実習等を担当で

き，フィールド教育（野外実習や野外巡検

等）に熱意をもって取り組める方　　（3）

当学科ではJABEE（日本技術者教育認定

機構）認定プログラムに基づき，教育を実

施しており，当分野のスタッフと協調して，

このプログラムに沿って高度技術者となり

うる人材の養成に積極的に取り組める方

応募締切　2009年８月28日（金）（必着）

提出書類　（1）履歴書（写真を貼付し，連

絡先（住所，電話番号，可能ならば電子

メールアドレス，Webサイト）を明記す

ること．）（2）研究業績リスト（研究論文，

第30回猿橋賞推薦募集
（2）研究成果物（論文３点以内，著書がある

場合は１冊），

（3）提出する研究成果物の要旨（A４判横書

き各1,000字以内），

（4）研究業績リスト（著書，論文等30点以内．

A４判横書き）を添えて郵送により提出し

ていただきます．

応募書類の提出先：〒112-0004 東京都文京

区後楽1-2-9 エー・ゼットキュウブビル５F

財団法人沖縄協会　沖縄研究奨励賞係

応募締切：2009年９月30日（当日消印まで有

効）

問い合わせ先：財団法人沖縄協会

〒112-0004 東京都文京区1-2-9

エー・ゼットキュウブビル５F

TEL：03-5803-2341 FAX：03-5803-2581

h t t p : / / h o m e p a g e 3 . n i f t y . c o m /

okinawakyoukai/index.htm

１．東レ科学技術賞

候補者の対象　貴学協会が関与する分野で，

下記に該当するもの/学術上の業績が顕著

なもの/学術上重要な発見をしたもの/重要

な発明をして，その効果が大きいもの/技

術上重要な問題を解決して，技術の進歩に

大きく貢献したもの

科学技術賞　２件前後．１件につき，賞状，

金メダルおよび賞金500万円

候補者推薦件数　１学協会から２件以内

推薦締切期日　平成21年10月９日（金）弊会

必着（学会締切９月10日必着）

２．東レ科学技術研究助成

候補者の対象　学協会が関与する分野で国内

の研究機関において自らのアイディアで萌

芽的基礎研究に従事しており，今後の研究

の成果が科学技術の進歩，発展に貢献する

ところが大きいと考えられる若手研究者

（原則として推薦時45才以下）

研究助成金　総額１億３千万円．１件３千万

円程度まで10件程．

候補者推薦件数　１学協会から２件以内

推薦締切期日　平成21年10月９日（金）弊会

必着（学会締切９月10日必着）

＊各推薦書用紙は，ホームページからもダウ

ンロードできます．

http://www.toray.co.jp/tsf/index.html

問い合わせ先

財団法人東レ科学振興会

〒279-8555 千葉県浦安市美浜1-8-1

TEL（047）350-6103

FAX（047）350-6082

E-mail torayzaidan@tgnts.toray.co.jp

平成21年度東レ科学技術賞お
よび東レ科学技術研究助成の候
補者推薦

著書等に分けて，査読の有無や印刷中，投

稿中のものはその旨を明記すること．）（3）

業績リストに記した主要研究論文の別刷又

はコピー（５編以内）（4）これまでの研究

経過と将来の研究計画（A４判で２枚以内）

（5）着任後の教育に対する抱負（A４判で

１枚）（6）競争的外部資金の獲得状況

（7）応募者について照会可能な２名の方の

氏名と連絡先（所属・職名・勤務先住所・

電話／Fax番号・電子メールアドレスな

ど）

書類送付先

〒753-8512 山口県山口市吉田1677-1

山口大学大学院理工学研究科　地球科学分

野　教授　大和田正明

問合せ先　大和田正明　TEL 083-933-5751

E-mail：owada@yamaguchi-u.ac.jp

詳しくは，http://www.sci.yamaguchi-

u.ac.jp/geo/Koubo.html

１　職務内容および採用予定人員

（1）職務内容　古生物学職として，主に恐竜

を中心としたハ虫類化石に関する資料収

集，調査研究，展示，教育普及活動に従事

します．（主に県立恐竜博物館に勤務）

受験資格

（1）生年月日　次の各号のいずれかに該当す

る者

①昭和50年４月２日から昭和61年４月１日

までに生まれた者　②昭和61年４月２日以

降に生まれた者で大学院博士前期（修士）

課程を修了の者（平成22年３月31日までに

大学院博士前期（修士）課程を修了見込み

の者を含む）または同等の学歴を有する者

（2）学歴　大学または大学院で古生物学，地

質学の専門課程を専攻し，国際的な視点に

立った研究活動，フィールドを中心とした

調査活動等を含む博物館活動に対し十分な

知識，経験，意欲を有する者で，修士以上

の学位を有する者（平成22年３月31日まで

に博士前期（修士）課程修了見込の者を含

む）または同等の学歴を有する者

試験の方法

（1）第１次試験　提出された研究・活動概要，

業績目録，研究論文などによる書類審査に

より行います．

（2）第２次試験　適性検査　公務員として職

務遂行上必要な素質および適性について検

査を行います．

（3）第３次試験　口述試験　第２次試験合格

者に対し，受験者の職務遂行能力等につい

て人事委員会による面接を行います．

締切　平成21年９月11日（金）まで（消印有

平成21年度福井県職員（古生
物学）募集
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山口大学大学院理工学研究科
（地球科学分野）教員公募

教官公募等の求人ニュース原

稿につきましては，採用結果

をお知らせいただけますよう

お願い致します．

公募



福井県観光営業部 ブランド営業課

〒910-8580 福井市大手３丁目17-1

電話　0776-20-0227（直通）

効）

受験申し込みおよび問い合わせ先

詳しくは，http://www.pref.fukui.jp/doc/

jinji-i/jinji1-senkou.html
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場所：下仁田町文化ホール（群馬県甘楽郡）

http://www.geocities.jp/obt_kk/2009soukai

/index.html

◯第18回日本水環境学会市民セミナ
ー

「温暖化，水とくらしはどうなる？どうす

る？（Ⅱ）～水環境における賢い適応へ向け

て～」

８月25日（火）10：00～16：30

場所：地球環境カレッジホール

http://www.jswe.or.jp/kais/jour/event.html

月　September
☆日本地質学会第116年学術大会
９月４日（金）～６日（日）

会場：岡山理科大学ほか

http://geosociety.jp

◯日本鉱物科学会2009年年会
会場：北海道大学

９月８日（火）～10日（木）

http://wwwsoc.nii.ac.jp/jams3/index.html

◯第53回粘土科学討論会
９月10日（木）～11日（金）

会場：岩手大学

http://wwwsoc.nii.ac.jp/cssj2/

◯第3回国際地学オリンピック台湾
大会（国際大会）
９月14日（月）～22日（火）（予定）

場所：台湾

http://www.jeso.jp/

◯第12回日本水環境学会シンポジウ
ム
９月14日（月）～15日（火）

会場：お茶の水女子大学

9

2009.7～

地球科学分野に関する研究会，学会，国

際会議，などの開催日，会合名，開催学会，開

催場所をご案内致します．会員の皆様の情

報をお待ちしています．

☆印は，日本地質学会行事．

2009年
月　August

◯科学教育研究協議会埼玉大会
８月１日（土）～３日（月）

場所：小松原高等学校（さいたま市南区南浦

和3-21-8）

後援：日本地質学会ほか

http://www.geocities.jp/saitamakakyokyo/i

ndex_zenkoku.html

◯ZMPC2009国際会議
International Symposium on Zeolites and

Microporous Crystals 2009

８月３日（月）～７日（金）

会場：早稲田大学（東京都新宿区）

http://www.zmpc.org/

◯堆積学スクール2009
「第四紀サンゴ礁堆積物の層序，堆積相，化

石相」

８月４日（火）～６日（木）

会場：琉球大学ほか

http://sediment.jp/04nennkai/2009/school.h

tml

◯地学団体研究会第63回総会
８月21日（金）～23日（日）
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http://www.jswe.or.jp/

◯2009年度日本地球化学会年会
９月15日（火）～17日（木）

会場：広島大学理学部

共催：日本地質学会ほか

http://www.geochem.jp/index.html

月　October
◯日本火山学会2009年度秋季大会
10月10日（土）～12日（月・祝）

場所：神奈川県立生命の星・地球博物館

http://wwwsoc.nii.ac.jp/kazan/

◯日本地震学会2009年秋季大会
日時：10月21日（水）～23日（金）

場所：京都大学吉田キャンパス

http://www.zisin.or.jp/meeting/2009/

◯平成21年度日本応用地質学会研究
発表会
10月22日（木）～23日（金）

場所：山形テルサ（山形市双葉町1-2-3）

http://wwwsoc.nii.ac.jp/jseg/

◯日本地理学会2009年度秋季学術大
会
10月24日（土）～25日（日）（26日：巡検）

場所：琉球大学

http://www.ajg.or.jp/

月　November
◯第25回ゼオライト研究発表会
11月25日（水）～11月26日（木）

会場：西日本総合展示場新館展示場（北九州

市小倉）

http://www.jaz-online.org/
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C A L E NDAR

花崗岩岩体には方状節理などの規則的な割れ目に沿ったたま
ねぎ状風化（たまねぎ状構造）が認められる．これは同心円状
に表面からはがれるために生じた多殻球状構造であり，表面と
内部との膨張量の差や，割れ目に沿った化学的風化作用により
累進的に形成される．したがって，多殻球状構造の中心付近は
外縁部に比べて相対的に新鮮であり，特にコアストーンと呼ば
れている．

瀬戸内海沿岸の花崗岩分布地域では，温暖少雨の気候によっ
て，コアストーンが選択的に残存し，巨岩を積み重ねたような
特異な地形を形成する場合がある．

写真は岡山県倉敷市と玉野市の境界に位置する王子が岳頂上

付近より撮影したものである．王子が岳から瀬戸大橋がかかる
鷲羽山周辺地域は，このような巨石による特異な地形が発達し
ており，また瀬戸内海の島々と海浜の風景を一望できることか
ら，瀬戸内海国立公園の一角をなす景勝地となっている．なお，
この地域の花崗岩は，山陽帯の南部を構成する白亜紀後期の広
島型花崗岩である．

玉野市では市街地に隣接した丘陵地の地表面にコアストーン
が散在し，落石災害が懸念されていることからコンクリートや
アンカーなどで補強した上で公園として生かされている例もあ
る．

表紙紹介：たまねぎ状風化によりコアストーンが発達した花崗岩地形
写真　文　郷津知太郎（株式会社蒜山地質年代学研究所），

能美洋介（岡山理科大学総合情報学部）



様々な工夫をしている．まず，平易な文章で

あるため読者に優しいことである．著者はシ

ンプルな内容を心がけ，内輪の議論を避けて

いる．また，無定義な用語を文中に入れない

で，話の展開上必要な場面で用語を解説し，

話の流れをスムーズにして読者の理解を助け

ている．次に，読者の直感的な理解を助ける

図表を数多く載せている．研究者が作成した

図表は情報量が多すぎて知識のない読者に理

解されにくいので，複雑な書き込みを取り除

くとともに一部を改変・デフォルメした図

や，高校の教科書に掲載されている簡略化さ

れた図を利用して，読者が読みながらイメー

ジをつかみやすくしている．

ただ，著者が本文のp.85で推奨している，

わからない言葉の理解にあまり時間を費やさ

ず，覚えられない情報は無視して，とにかく

先に読み進む「棚上げ法」は，人によって理

解の仕方やこだわりがあり難しいところであ

る．しかし私は，１度読み終えて内容のあら

ましがわかったところで，もう１度読むこと

をお勧めしたい．そうすれば，著者の意図す

る「全体像」がより鮮明に読者の頭の中に浮

かび上がるであろう．

著者の思惑すなわち本書の特徴が，第１章

「地球は生きている 地震と火山」に最も良く

表れていると思われるので，まずそれを例に

紹介したい．

世界の地震によるエネルギーの約１割が日

本で放出されていると言われている．そこで

まず地震がどのようにして発生するのか，そ

のメカニズムについてプレート・テクトニク

スの考えをもとにやさしく説明している．地

震は地下の断層活動によるもので，断層のタ

イプによって分類されている．そこで，読者

の理解を助けるために断層のタイプについて

図とともにわかりやすく記述している．そし

て，1995年の兵庫県南部地震は逆断層型の地

震で，約2000年の周期で活動する「活断層」

であることを明快に伝えている．また，海溝

付近で発生する巨大地震が放出するエネル

ギーの大きさについては，マグニチュード

（Ｍ）にふれなくてはならない．そこでマグ

ニチュードについて簡単に説明して読者に知

識を与えるとともに，クイズを出してその理

解を深め，大きさを想像させることに成功し

ている．さらに著者が大学で防災（減災）の

研究に関わっていたことから，いつ起きても

おかしくない地震に備えるための家具の止め

方など具体的な対策まで触れている．

日本において大きな被害をもたらす地震に

は２つのタイプがあり，１つは兵庫県南部地

震に代表される内陸直下型地震，もう１つは

海溝付近で起こる海溝型地震でM８クラスの

巨大地震が発生する．著者は「科学とは予測

と制御の学問である」と述べていることをふ

まえて，海溝型地震には周期性があり，東

海・東南海・南海地震は連動して起こりやす

いことをこれまでの資料から指摘し，21世紀

半ばには起こると予想される地震の性質を地

震学者の考えとして紹介している．

「地学」はあらゆる時間，あらゆる空間を

扱う壮大な学問である．そして，「地学」は

数学，物理学，化学，生物学などを基礎とし

た総合科学であり，他の様々な分野の発展と

ともに進歩してきた．一方「地学」は歴史科

学でもあり，１度きりの出来事の積み重ねの

ため，因果関係もなかなか明快でなく，実験

を含めた「状況証拠」をもとに論証していく

ことが多い．そこをどれだけうまく伝えられ

るかが腕の見せ所で，本書の登場した意義が

ある．

本書の著者のメッセージは明快である．地

学は面白い，役に立つ．ところが，高校の地

学Ⅰ履修者は，教科書の採択数の調査から，

理科「Ⅰ」（物理Ⅰ・化学Ⅰ・生物Ⅰ・地学

Ⅰ）の全履修者の約５％というお寒い現状な

のである．そこで，一般読者に対する「地学」

についてのリテラシー，または「地学」への

ナビゲーターとして，本書がこの現状を打開

し，より多くの人たちに「地学」を理解して

もらえると大きく期待するところである．

本書は，著者が大学教養科目の主に文系学

生に向けた「地球科学入門1」の講義をベー

スに書き上げられている．大学生といえども，

地学の知識は中学校の理科２分野で習った程

度で，高校理科総合Ｂ（地学分野）を履修し

ていれば儲けものという困った状態である．

著者は読者に読み続けてもらうために，

続いて，著者の専門である火山について書

かれている．日本には世界全体の１割くらい

の活火山が存在する．火山の噴火予知は地震

の予知に比べれば，部分的には実用段階にあ

る（ただし常時観測している火山について）

と言われている．著者は噴火予知の話に入る

前に，読者に火山噴火のメカニズムについて

説明している．マグマだまりから火口に至る

火道をマグマが上昇するときの徴候として，

まず火山性の地震が発生し，その震源が次第

に浅くなってくる．それとともに山体が膨張

し，噴火が始まる．噴火を終えてマグマがマ

グマだまりの方へ下降すると山体も収縮す

る．観測の具体例として，鹿児島県の桜島火

山，ハワイのキラウェア火山の噴火が取り上

げられ，特に後者では短周期，長周期の２種

類の火山性地震の回数・山体の膨張（斜面の

傾き）と噴火時期の関係が詳しく紹介されて

いる．それぞれの火山には特有の「くせ」が

あるので，継続的な観測により前兆現象から

噴火に至るパターンを探り出し，噴出する火

山ガスや火山灰の成分分析を加えて，次の噴

火の時期，場所，様式，規模，推移の「噴火

予知の五要素」を予測するわけである．

さらに誰でも関心のある富士山の噴火にも

触れている．富士山の最後の噴火は1707年の

宝永の大噴火であるが，古文書を繙くと平安

時代に活発に活動していた過去の噴火の歴史

（時期）がわかる．最後の噴火から300年も経

つが，文中のクイズにあるように活火山は最

近１万年間に噴火したことのある火山で，昔

あった休火山という言葉は使われない．火山

の寿命はおよそ100万年といわれる中で富士

山はまだ10万年ほどと若く，これからが「本

番（カルデラの形成を伴う巨大噴火）」とい

うわけなのである．火山の噴火によって噴出

した火山灰は上空の偏西風によって東に運ば

れ，広い地域に被害を及ぼすことになり，９

万年前の九州の阿蘇山の巨大噴火を例に北海

道まで火山灰が10cmも積もったことが紹介

されている．最後に火山のマイナス面（災害）

だけでなく，風光明媚な景観を作り出し，温

泉や湧水など我々に癒しの場やおいしい水を

提供してくれているプラス面も強調している．

以下，第２章「地面は動く！地学における

コペルニクス的転換」，第３章「地球の歴史」，

第４章「地球変動による生物の大絶滅と進

化」，第５章「大気と海洋の大循環」，第６章

「地球の外はどうなっているか－太陽系と地

球」，第７章「進化し続ける宇宙の探求」と

いう章立てで，現在の地球観から生物進化，

地球表層の物質循環，地球の惑星としての進

化など，最新の考えをもとに解説している．

とにかくまず書店に行って本書を買い，熟読

すること．そうすれば，知らなかったことを

たくさん知ることができ，今まで分かってい

た積もりになっていた曖昧な部分や疑問に

思っていた部分が減り，さらに「地学」に

もっと興味が湧くこと間違いなしである．一

般読者に強く本書を薦める次第である．

（高橋宏和）
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地学のツボ　
地球と宇宙の不思議をさぐる

鎌田浩毅　著

筑摩書房新書版　2009年２月発行，

171ページ，ISBN978-4-480-68804-0 C0244，

定価860円（税別）
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の探索談などから構成されている．本書の６

分の1を占める気合いの入った章である．

1924年の噴火については新聞記事や写真など

史料を活用して，当時の津波騒ぎの様子をリ

アルに描いている．また，明神礁について書

かれた節の著者の語り口は，人を引きつける

語りをしたい時にとても参考になる．実はこ

の書評の筆者も，この部分を参考にして講演

を行い，聴衆におおいに受けた．

３～５章は本書で使用された専門用語の解

説のための章である．

３章　軽石に関わる用語：軽石に関わる専

門用語の解説を行うための章である．標準的

な解説のように見えるが，日本語の岩石・鉱

物名の合理性や，岩石の色について書いてあ

る部分は，大学の授業の参考になる．特に岩

石の色については重要な解説である．地質学

会の会員の皆様は，中学校理科の教科書に

「ねばりけの弱いマグマが固まった岩石は

黒っぽく，ねばりけの強いマグマが固まった

岩石は白っぽい」と，例外の多い事実が一般

化されて書かれているのはご存知だろうか？

本書の岩石の色の科学的な解説は，火山学者

により初めて書かれた岩石の色の解説ではな

かろうか？学校教員養成に関わるすべての研

究者が参考とすべき部分であろう．硬い内容

が書かれている章であるが，それでもユーモ

アが登場するあたりはさすが加藤氏である．

４章　火山ガス：軽石の発泡の原因であ

る，火山ガスについての解説の章である．火

山ガスの成分，火山ガスの採集方法，三宅島

やニオス湖の火山ガスについての解説があ

る．７ページの短い章である．

５章　軽石の性質と判別法：軽石の形成過

程について解説してから，軽石の発泡の程度

や鉱物や化学組成による軽石の分類方法につ

いて述べている．食べ物に例えた火山噴出物

の解説が登場する．

６章　北海道駒ヶ岳：大量の漂流軽石が発

生した北海道駒ヶ岳1929年噴火のプリニー式

噴火について書かれている．海に落下した軽

石が漂流し，函館や下北半島に流れ着いた．

下北半島の泊港では，漂着した軽石の厚さが

厚さ90センチメートルにもなり，漁船が出入

りできなくなった．

７章　福徳岡ノ場：1986年琉球列島のあち

こちに灰色の軽石が漂着し始めた．本章で灰

色軽石の漂着の状況や，その起源が福徳岡ノ

場であることを証明するまでの過程，海流の

測定方法，軽石漂流と海流の関係が書かれて

いる．話はさらに黒潮と沖縄の温暖な気候と

の関係や，軽石に付着する生物など，意外な

方向に展開する．

８章　西表島群発地震：噴火はないのに漂

着軽石が出現した西表島群発地震について，

書かれている．石垣が崩れる程度終わった被

害，「沖縄には地震がない」という迷信退治

の役に立ったこと，漂着軽石の成因について

書かれている．

９章　遺跡から出てくる軽石：著者が遺跡

発掘に関わった話を中心として広域火山灰か

琉球大学名誉教授，加藤祐三氏の「軽石

海底火山からのメッセージ」が発売された．

普通の火山関係の本とは異なり，「軽石」と

言う，ただでも狭い題材をさらに絞って，

「海と何らかの関係がある軽石にだけを取り

上げ」一冊の本とした驚くべき本である．本

書を読むと地質学の楽しさや面白さが高密度

に感じられる．広く地質学関係者に一読をお

勧めしたい．特に，大学の教養教育授業やジ

オパーク運動に関わっている方に本書をお勧

めする．本書は，魅力的に地質現象を語るた

めの手本として有用だからである．

始めにこの本の内容を簡単に紹介しよう．

本書は，以下の10章から構成されている．

１章　海岸に漂着した軽石

２章　西表海底火山

３章　軽石に関わる用語

４章　火山ガス

５章　軽石の性質と判別法

６章　北海道駒ヶ岳

７章　福徳岡ﾉ場

８章　西表島群発地震

９章　遺跡から出てくる軽石

10章　漂流できなかった変わり種材木状軽石

１章　海岸に漂着した軽石：著者と漂流軽

石との出会いのエピソードが書かれた短い章

である．著者は，琉球大学へ転勤直後，家族

とともに沖縄の「あこがれの白い砂浜と青い

海」をみようと砂浜に出かけたのだが，漂着

物のゴミの中から軽石を見つけてしまうので

ある．家族サービスで出かけたはずが，思わ

ずサンプリングしてしまうシーンは，地質学

者なら誰でも覚えがあるだろう．

２章　西表海底火山：沖縄県の西表島の北

方の1924年の噴火と漂着軽石，噴出した軽石

らAT，鬼界アカホヤ噴火にまで話は広がっ

ている．

10章　漂流できなかった変わり種　材木状

軽石：著者が沖縄トラフでみつけた材木そっ

くりに細長い気孔が並んだ材木状軽石をめぐ

る話が書かれている．著者は，潜水艇「しん

かい」による潜航で，沖縄トラフ伊平屋海凹

の熱水噴出地点を発見した．この記録は，ま

るで冒険映画を見ている様な面白さを感じさ

せる．ここを読めば，筆者の話術のたくみさ

がわかる．

この他に附録として「野外観察の手引き」，

「室内観察の手引き」22ページがある．軽石

の野外観察や室内観察を中心に書いてある

が，一般的な観察の手引きとして学生実習な

どに活用できる．

さて、本書の特徴はどんなところにあるだ

ろうか？

第１に，歴史史料がしばしば引用されてい

ることである．著者の「軽石」以外のもう一つ

の専門は津波石に関する歴史史料を駆使した

研究である．本書でも，大正時代の新聞記事

から倭名類聚抄まで、様々な史料が登場する．

これらの史料は噴火や軽石と社会の関わりを

考えさせる素材として有用である．最近，文

理融合が一部の大学で流行している．本書に

は，真正性の高い文理融合型学問の姿がある．

第２にあげたいのは，本書のユーモアたっ

ぷりな語り口である．著者の加藤氏は，琉球

大学の「名物教授」であったと．私は伝え聞

いている．講義こそ聞いていないが，加藤氏

の学会講演はとにかくおもしろい．控えめな

ユーモアをたくみに使って，適度な強さで聴

衆の笑いのツボを刺激する．笑いの効果で観

客の集中力が維持され，講演の内容が良く伝

わるのである．本書でも，食べ物ネタ，やや

お色気のあるネタなど，氏独特のユーモアが

様々な場面で登場する．氏のユーモアを交え

ての語り口は「名人芸」の域に達しているの

で，なかなか凡人にはまねすることはできな

い．しかし、専門的な内容を日常的なものに

例えたり，あるいは身体感覚に訴えたりして

説明する方法－溶結レンズをせんべいに例え

たり，マグマ水蒸気爆発の噴出物の速度をピ

ストルに例えたりするーは参考になる．最近，

全国各地でジオパークを設立する動きが見ら

れる．パークの利用者に，魅力的に地質現象

を語ろうとする時、本書はおおいに参考にな

るだろう．

第３にあげたいのは，この本には「魂」が

こもっている．著者の科学に対する思いや人

柄が強烈に伝わってくる．この本を読まれる

方は「あとがき」を，ぜひ最後に読んでほし

い（もっとも，あとがきを先に読む人はいな

いと思うが）．ノンフィクションでも，著者

の人柄を感じることは読書の楽しみの一つで

ある．ぜひ，はじめから順に読んで，この本

の面白さをじっくりと味わっていただきた

い．

（林信太郎）
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軽石
海底火山からのメッセージ

加藤祐三　著

八坂書房　2009年４月発行，264ページ，

ISBN978-4-89694-930-8，

定価2,400円（税別）



地球科学講演会
ヒマラヤ山脈の誕生とモンスーン気候の始まり

主催：地学団体研究会大阪支部，日本地質学会近畿支部，大阪
市立自然史博物館
実施日：2009年５月９日（土）
会場：大阪市立自然史博物館　講堂
講演者：酒井治孝氏（京都大学大学院理学研究科教授）
参加者：190名以上

同講演会は，自然史博物館において毎年開催され，回数は26
回を重ねる．昨年度からは「地質の日」の事業の一環として開
催しており，地学団体研究会大阪支部，日本地質学会近畿支部，
大阪市立自然史博物館の３団体の共催での開催となった．

今年の講演では，地質学のダイナミズムを実感していただけ
る話題として，京都大学の酒井治孝氏をお招きし，話題提供い
ただいた．世界の屋根といえるヒマラヤ山脈での地道な地質調
査から，その形成過程を知る事ができると地質学の王道とも言
えるお話しから，ヒマラヤ山脈の形成と気候変動の関わりなど
地球環境全体にも関わってくることまで，幅広くお話しをいた
だいた．

ヒマラヤの地形や地質構造を，食パンやハム，チーズといっ
た食材を用いて説明を行ったり，実物のアンモナイトを手に
とってもらったりと，一般の方々にも理解しやすいような工夫
をこらされた講演会であった．そして，多くの地形，地質構造
の写真を交え話されるうちに，あたかも私たちがヒマラヤへ地
質トレッキングに行っているかのように錯覚するほどでもあっ
た．酒井氏の講演を通して，地質学のスケールの大きさ，ロマ
ン，そして重要さを市民にアピールできた講演会だったのでは
ないかと思う．

中条武司（大阪市立自然史博物館）
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講演会風景（奥平敬元撮影）

「地質の日」に関連して各地で開催された，様々なイベントをご紹介していきます．地質の日関連
イベントは，http://www.gsj.jp/geologuday/もご参照ください．

日本地質学会近畿支部

☆ジオパーク支援委員会

日本地球惑星科学連合大会一般公開セッション
「ジオパーク」報告

－地域の人が語る地域の地質－

京丹後市長，室戸市長をはじめとして，地域の人自らが「日
本海の拡大」「付加体」と言った単語を織り交ぜながら，それ
ぞれの地域の地形・地質の素晴らしさを語った．話が科学的に
正しくしかも上手なこと，そして地元の地史を自分の言葉で
語っていることに驚いた人も多かったと聞く．５月17日午後に
行われた，日本地球惑星科学連合大会の一般公開セッション，

「ジオパーク　―地球科学がつくる持続的な地域社会－」での
ことである．

このセッションには，ジオパークに関心のある地球科学の広
い分野の研究者，各地域でジオパークの運営に携わる行政関係
者，教育関係者や博物館の学芸員，といった人が集まった．
140人収容の会場の座席はほとんど埋まり，立ち見が出る盛況
だった．５月16日に日本ジオパークネットワークの設立総会が
開かれ，そこへ参加した19地域の人たちの多くがこのセッショ
ンにそのまま参加してくれたことも，参加者が多かった一因で
ある．セッションの前半は，ジオパークにおける自然環境保護，
ジオツアー，人材育成，大学と地域との協力などに関して，研
究者が話をした．後半は，前述の二市長を含む，昨年12月に日
本ジオパーク委員会により認定された７地域の日本ジオパーク
の人たちがそれぞれのジオパークの紹介をした．

総合討論の時間には活発な議論が行われた．地質研究者から
の，「何を手伝って欲しいか」という質問に対して，地域の人
から「地域の地質・地形の成り立ちをわかりやすく正確に示し
た図を作ってほしい」という要望があった．「ジオパークの自
然環境の保全をどう考えるか」という質問には，京丹後市の市
長と糸魚川市の市長から答えがあった．いずれも地質遺産を含
めた自然遺産は地域の基本的で最も重要な資産であり，地域と
して責任を持って守っていきたいという趣旨で，保全に関する
住民による具体的な取り組みが紹介された．室戸市の人からは，

「研究者が露頭にドリルで穴を開けた跡が残っており見苦しい」
との指摘があった．これに対して日本ジオパーク委員会尾池和
夫委員長が，「研究者がどんな問題を解くためにそこに穴を開
けたか，そしてその問題はどう解決したのか（しなかったのか）
を地元に伝えるべきだ，そうすればその穴は興味深いジオパー
クの見どころになる」と意見を述べた．尾池委員長の「ジオ
パークの語り部は全部を無理に説明してはいけない，わからな
いものはわからないと言うことが大事で，その謎が訪問者，特
に子供たちの興味を呼ぶ」というコメントで総合討論はお開き
となった．通り抜けるのが困難なほど人の集まったジオパーク
のポスター会場で議論は続き，韓国地質学会長李教授も参加し
た懇親会でも話は尽きなかった．

今回のセッションは，研究者と地域のジオパーク推進者が率
直に意見を交換する良い機会となった．また，ジオパークと言
う仕組みで，地球科学の研究成果を地元の人の力により地域に
広めて行けること，ジオパークによる地域振興が自然遺産の保
護につながり得ることを，地球科学のコミュニティに伝えるこ
とができ，ジオパークの輪を広げることにつながったと思う．

渡辺真人（産業技術総合研究所）

委 員 会 だ よ り



名誉会員　加納　博先生を偲んで

加納　博先生が2009年６月６日亡くなられました．94歳でした．

加納先生とは長いお付き合いで，いつも‘加納さん’と呼んでいま

したので，ここでも‘さん’づけでお許しください．加納さんは

1914年（大正３年）９月９日，加納太三郎・ミツ様の長男として東

京に生まれ，1921年東京府立豊島師範学校付属小学校入学，1927年

卒業，同年旧制東京高等学校（新制になって東大に合併）尋常科

（旧制の中学校にあたる）入学，1931年同高等科へ進学されました．

東高と呼ばれていたこの学校（官立）は1922年に設立された中高一

貫７年制の新しい学校でしたが，日本で１，２を争う難関のエリー

ト校でした．

当時の日本の社会情勢は軍国主義に支配されていて，いろいろな

意味で危険な状態でした．しかし大多数の国民は気がついていませ

んでした．それに反対する良心的な少数の人たちが，弾圧下でお

おっぴらに出来ない活動をしていました．加納さんはお人柄からか，

そういう活動に関心を持ち，関係も持っておられたために，高等科

２年（1932年秋）で退学になりました．この時一緒に12名の方々が

東高から退学になったそうです．そのなかには後で学問の世界に大

きな貢献をされた方々がいらっしゃいました．加納さんはその頃に

は，すでに地質・鉱物に興味をもっておられましたし，インターハ

イの中距離（1500m）の記録ももっておられた優れた旧制高校の学

生でありました．しかし地下活動に関与しておられたので，警察に

逮捕，治安維持法違反で起訴，２年弱の未決拘留（独房）というこ

とになりました．小林多喜二の虐殺されたころのことです．1934年

に転向して出所，ご両親の郷里，横須賀の商店（呉服屋？）で仕事

をされていました．数年の保護観察を受けた結果，社会主義活動と

関係をしていないことが認められ，ご本人の学問（地質学）に対す

るやみがたい希望により1940年秋田鉱山専門学校へ入学されまし

た．この頃から戦争はますます激しくなり，高等専門学校なども年

限短縮となり，1942秋卒業となって，直ちに北海道帝国大学理学部

地質鉱物学科に入学されました．1943年秋には太平洋戦争の激化で，

文科の学生や理科でも一定の年齢以上の学生が軍隊に召集されるこ

とになりました．加納さんも応召になり，1944年3月海軍に入隊さ

れました．その前年1943年10月に須賀井よし子さんと結婚されまし

た．

1945年８月15日敗戦の結果，加納さんも大学へ復帰できました．

しかし，兵隊に引っ張られていたため１年遅れて1946年秋のご卒業

となりました．優秀だった彼はすぐ母校の秋田鉱山専門学校に採用

され，翌1947年に講師，1950年に助教授になられ，学校も新制度と

なり秋田大学鉱山学部に変わることになりました．彼は卒業論文以

来，北上山地の岩泉，田老鉱山地域のEskolaの言う菫青石岩を中心

にすばらしい調査，研究を進められました．それは鉱山の探査にも

重要な「田老鉱床における の内変動帯の構造」の研究により1952

年日本地質学会奨励賞を受けられました．それらの研究も含めて

1958年北海道大学から理学博士を授与されました．1964年秋田大学

教授となられ，その頃からは東北の深成変成帯，とくに阿武隈山地

の深成変成岩などを精力的に研究されました．もちろん，それ以外

にも北上山地を含めて日本中の深成変成岩，地質構造の幅広い研究

にとりくまれました．1967年にはまだ日本に復帰していなかった琉

球政府，琉球大学の講師として文部省からの依頼で出張されました．

1968年には「含花岡岩礁岩の研究」で日本地質学会賞を受けられま

した．1976・77年度には日本岩石鉱物鉱床学会の会長をお勤めにな

りました．1976年にはオーストラリア，1980年にはフランスで万国

地質学会議が行われましたが，彼は両方とも巡検，会議にご出席に

なり，日本の地質学者として意気をあげられたこともありました．

また彼の名前をとった加納輝石という新鉱物が小林英夫さんによっ

て1977年地質学雑誌に発表されていますが，これも大変名誉なこと

です．

1964・5年ころからは阿武隈山地の複変成作用を確かめるべく，

阿武隈団体研究グループを組織され，多くの人たちと共に総合研究

として十字石，藍晶石の発見に努力をされ，成功の結果として1973

年地質調査所から５万分の１図幅「竹貫地域の地質」（加納，黒田，

宇留野，濡木，蟹沢，丸山，梅村，光川，瀬戸，大平，佐藤，一色）

を出されました．それ以外にも５万分の１図幅「太平山」（1981），

「角田」（1988）も共著で出版されています．その後1980年，定年ご

退官の後も秋田大学鉱業博物館に席を置かれて，主にEPMAを用

いた柘榴石の累帯構造，組成などからの地質学的研究に没頭されて

沢山の論文を出しておられます．日本岩石鉱物鉱床学会から1985年

度の渡辺万次郎賞を受けられました．1987年日本岩石鉱物鉱床学会

名誉会員，1993年日本地質学会名誉会員になられました．1988年勲

三等旭日中綬賞を授与されましたが，それによって独房の悪夢に長

い間悩まされておられたことが払拭されたように見受けられまし

た．

加納さんに教えられたお弟子さんはたくさん居られますが，他に

も山形，広島，北海道，京都，信州，名古屋，新潟，岩手，弘前等

の大学で講師をされましたので，彼の学風は広く知られております．

また科学研究費問題が持ち上がっていて頃の審査委員（一段　1969

～1970年，二段　1974～1975年）も努められました．秋田大学生活

協同組合理事長としても1971～1979年の長きにわたって働かれまし

た．その忙しいなかでも加納さんの講座が応用地質であったことも

関連しておられたのかもしれませんが，火山噴火，鉱山などに関係

した公害，環境など幅広い，多くの社会に関係のある問題の調査に

もボランティアとして関係，努力され，マスコミ等にも積極的に発

言をされてこられました．

その激しいご活動の様子はご年齢にも関わらず，本当に目を見張

るものでしたが，２年ほど前から体調を崩されて，巨人が倒れたと

いう感じの悲壮感をうけていました．奥様はそれこそ良妻賢母で，

いらっしゃいましたが，この数年体調を崩されていらっしゃいます．

そういう状態でここに加納さんの最後をお迎えすることになって悲

嘆の極となりました．その波乱万丈とも言えるご生涯を偲んで心か

らお悔やみ申し上げます．

ご遺族は加納　直様，〒177-0045 東京都練馬区石神井台 8-9-9

（黒田吉益）
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出者を含む）101名，議決権の総数　101個

出席理事　36名

出席監事　１名

１号議案決議＞議長から，拍手をもって議決

に変える旨の提案があり，異論なく，満場の

拍手をもって１号議案が承認された．

第２号議案　平成20年度事業・予算計画と決

算報告について

会計担当の向山執行理事により内容が報告さ

れ，引き続き山本監事より監査の報告が行わ

れた．書類表現上の質疑応答があった．

２号議案決議＞議長から，拍手をもって議決

に変える旨の発言があり，異論なく，満場の

拍手をもって2号議案が承認された．

第３号議案　2009年度事業計画・予算案につ

いて

渡部常務理事による事業計画の説明，予算

案については向山会計担当執行理事から説明

があった．

３号議案決議＞議長から，拍手をもって議決

に代える旨の提案があり，異論なく，満場の

拍手をもって３号議案が承認された．

＜動議＞　予定の３議案が終了した後，渡部

常務理事より2009年度の役員についての動議

が提案され，追加議案とすることが了承され

た．

追加議案　2009年度の役員について

渡部常務理事より，選挙規則の付則に基づ

き，2009年度の役員として，理事３名（磯野

清，松本俊幸，丸山茂徳），監事１名（青野

道夫）を追加することについての報告があっ

た．

追加議案決議＞議長から，拍手をもって議決

に代える旨の提案があり，異論なく，満場の

拍手をもって追加議案は承認された．

一般社団法人日本地質学会
2009年度総会議事録

日時：2009年５月17日（日）18：55-19：30

会場：幕張メッセ国際会議場　302会議室

（千葉市美浜区中瀬2-1）

始めに司会進行役（斎藤理事）から，議

長・副議長及び書記の選出が諮られ，定款に

則り代議員の中より，満場一致をもって以下

の方々を選出し，議事に入った．

議長：長谷部徳子；副議長：小荒井衛；書記

（議事記録者）：森田澄人，尾上哲治

第１号議案　理事会報告事項

渡部常務理事より，理事の互選による執行

理事の紹介および選挙規則，運営規則，理事

会規則，総会規則などについて報告と説明が

あった．

質疑応答なし．

＜議場確認＞

議長は，出席者の確認を行い，以下のとお

り総社員の議決権の数の過半数に相当する社

員の出席があったので，本会は適法に成立し

た旨を宣言した．

議決権のある当法人社員総数　146名

総社員の議決権の数　146個

出席社員数（委任状および議決権行使書提

閉会　議長が議事の終了を宣言し，閉会した．

以上，決議を明確にするため，この議事録

を作成し，議長及び出席理事がこれに記名押

印する．

2009年５月17日

一般社団法人日本地質学会2009年度総会

議　長　長谷部徳子

代表理事　宮下純夫

理　事　藤本光一郎

一般社団法人日本地質学会
平成20年度理事会報告

平成20年12月１日～平成21年３月31日

１．定款認証手続き後，2008年12月１日一般

社団法人の登記を行い，一般社団法人日

本地質学会を設立した．（定款および設

立時役員は別紙のとおり）

２．理事会（１回）および執行理事会（２回）

を開催し以下のことを承認した．

１）執行理事として執行理事：宮下（代表

理事：会長），高木（副会長），佃（副会

長），渡部（常務理事），藤本（副常務理

事），石渡，井龍，岩森，上砂，倉本，

小嶋，齋藤，坂口，久田，藤林，向山，

矢島

２）2008年度の予・決算案，および2009年

度の予算案の承認．

３）選挙規則，運営規則，理事会規則，総

会規則を策定．

４）代議員選挙が実施されるまでの代議員

は，任意団体日本地質学会代議員が兼任

することとした．
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一般社団法人
日本地質学会

一般社団法人日本地

質学会としての活動

をご報告します．
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一般社団法人日本地質学会2009年度事業計画
2009年４月１日～2010年３月31日

１．任意団体日本地質学会の事業及び会員を社団法人に完全移転するため，組織・運営体制の整備を行う．

２．法人における中期的事業計画を検討する．

３．公益法人への早期移行を目指し，認定申請の準備を進める．

４．任意団体日本地質学会の支援を受けて社会貢献活動を行う．
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地質学雑誌編集委員会からのお知らせ

これまでもニュース誌等でお知らせして参りました通り，日本地質学会の法人化に伴

い，学会諸規則の整備が行われ，その中の一つとして，従来の編集規約，投稿規定など

の編集に関わる規則を一本化，内容も一部改訂し，新しい編集規則を作成いたしました．

従来からの大きな変更点は，引用文献リストや図表およびキャプションの英文化です．

これは，インパクトファクターの附帯化，国際的な相互引用化をめざすためにも必要不

可欠なものです．地質学雑誌の更なる充実・地位向上のため会員の皆様のご協力をお願

いいたします．

具体的には，2009年９月１日以降，新規に投稿される投稿原稿全てに新規則が適用さ

れます．また，第115卷９号（2009年９月号）以降の掲載論文に関しても適用となりま

すので，既にご投稿中の著者にも随時修正をお願いする次第です．新しい編集規則は，

学会ホームページまたは地質学雑誌巻末をご参照ください．

2009年６月

地質学雑誌編集委員会

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

―

１．図表類およびキャプションの英文化
＜編集規則 G. 5 -7）より＞

口絵・図・表・図版中，およびこれらに付帯する説明文（キ
ャプション）は英語とし，活字で印刷されるものは別の原稿用
紙に書く．図中の地名などの固有名詞には，必要に応じて英語
を付す．日本語の説明文を付加してもよい．

２．引用文献の英文併記
引用文献は，編集規則G. 4の表示例にそって作成していただ

き，英語以外の文献については，下記のようにお願いいたしま
す．
１）日本語文献の場合：著者名，雑誌・著書・出版社名のみ日
本語・英語併記とし，残りの項目は従来通り（論文の表題は日
本語のみ）といたします．
２）英語以外の外国語文献の場合：英語以外の文献の著者名，
雑誌・著書・出版社名は，オリジナル言語・英語併記とし，訳
した部分については，以下のような注をつける．
＊English translation from the original written in［ORIGINAL
言語］
３）英訳が不明確な出版物名や出版社名などの場合：上記２）
同様に「訳」であることを明記すること，および書かれている
情報できちんと元論文にたどり着けるよう，また，なるべく表
現が統一されるように編集委員会でチェックをすることで対応
いたします．
＜編集規則 G. 4より＞

例）文　献
加藤武夫（Kato, T.），1920，黒鉱鉱床に就て．地質雑
（Jour. Geol. Soc. Japan），27, 301-309．

加藤武夫・杉　健一（Kato, T. and Sugi, K.），1927，日本西
南部外帯の推し被せ構造（Deckenstruktur）（予報）．地
質雑（Jour. Geol. Soc. Japan），34, 249-252．

活断層研究会編（The Research Group for Active Faults,
ed.），1991，新編日本の活断層－分布図と資料－［Active

Faults in Japan, New Edition - distribution map and the
related materials-］＊．東京大学出版会（Univ. Tokyo
Press），363p.

小池　清（Koike, K.），1957，南関東の構造発達史．地球科
学（Earth Sci.），34, 1-16．

Mitchum, Jr., R.M., 1977, Seismic stratigraphy and global
changes of sea level, part 11: Glossary of terms used in
seismic stratigraphy. In Payton, C.E., ed., Seismic
Stratigraphy-application to hydrocarbon exploitation,
Mem. Amer. Assoc. Petrol. Geol., 26, 205-212.

小川琢治（Ogawa, T.），1944, 日本群島［The Japanese
Archipelago］＊．弘文堂（Koubundo Press），372p.

Oishi, S., 1940, The Mesozoic floras of Japan. Jour. Fac. Sci.
Hokkaido Imp. Univ., Sec. 4, 5, 123-480.

大塚彌之助（Otuka, Y.），1938a，新生界対比に於ける軟体
動物化石の価値．地質雑（Jour. Geol. Soc. Japan），45,
302-315．

大塚彌之助（Otuka, Y.），1938b，南部フォッサ・マグナ地
質構造上の一特性．地質雑（Jour. Geol. Soc. Japan），45,
528-529．

Reading, H.G., ed., 1986, Sedimentary Environments and
Facies, 2nd . Blackwell Sci. Publ., Oxford, 615p.

Schuchert, C. and Longwell, C.B., 1932, Paleozoic
deformations of the Hudson Valley region, New York.
Amer. Jour. Sci., 23, 305-326.

竹内　誠・河合政岐・野田　篤・杉本憲彦・横田秀晴・小嶋
智・大野研也・丹羽正和・大場穂高（Takeuchi, M.,
Kawai, M., Noda, A., Sugimoto, N., Yokota, H., Kojima, S.,
Ohno, K., Niwa, M. and Ohba, H．），2004，飛騨外縁帯白
馬岳地域のペルム系白馬岳層の層序および蛇紋岩との関
係．地質雑（Jour. Geol. Soc. Japan），110, 715-730．

＊English translation from the original written in Japanese

文献英文併記と図表・キャプションの英文化をお願いします
～編集に関わる規則の一本化および一部改訂にあたって～





10：00～17：00（６日のみ16：00まで）（入場無料）

�日本地質学会　〒101-0032 東京都千代田区岩本町2-8-15 井桁ビル6F 電話03-5823-1150
Fax 03-5823-1156   E-mail：main@geosociety.jp  ホームページ http://www.geosociety.jp
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